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プロローグ



　さんさんと太陽が照りつける夏空の下、広い、和風の庭が広がっている。

　庭の向こうには、数す寄き屋や造づくりのお屋敷が見える。長い板廊下の向こうに、これまた広い、畳たた敷みじきの部屋がある。

　庭は、様々な植物で満ちていた。

　松、五月さつき、金きん木もく犀せい、桃、桜、楓かえで、竹……。

　そこは朽くつ木き家けの庭であった。

　平安時代より続く、陰おん陽みよう道どうの家系と言うことで、地元では有名な旧家である。一代前までは、中央の政治家と繋つながりがあるとも噂うわさされていた。しかし、現当主の朽木葉よう造ぞうは、政治から離れ、祖先が残した遺産で悠々自適の生活をおくっている。彼は、大学の教授の肩書きも持っていた。政治より、学者肌の人であった。

　葉造は、自分の家系が持つ伝説……、植物の声を聞き、それを操ることができる、という能力が、伝説でなく、ある程度現実のものであったと、考えているのだった。

　彼の先祖の朽木葉ようは、平安中期、植物の声を聞き、天候を予想し、飢き饉きんや凶作に苦しむ農民たちの絶大な支持を受けたという。そのために、時の権力者に睨にらまれたものの、逆に陰おん陽みようの術を使い、役人を操り、天子の寵ちよう愛あいを受け、貴族でもないのに官位を授かり、異例の出世をしたと、時の記録に残っている。

　朽くつ木き家けは、そののちも時々の権力者たちに巧みに取り入り、家と財を残した。屋敷は京都、大坂、江戸と、ところを移し、昭和に入ると千葉に現在の屋敷を建てた。そののちに帝都東京を襲った戦火から逃れるつもりがあったのかもしれない。それほどに、時代を読むに長たけた家系であった。

　しかし現在……。

　平安時代に植物の声を聞いた、などという御お伽とぎ噺ばなしを信じるものはいない。歴史学者、民俗学者の間では、単に朽木葉ようは権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長けていた、とするものが大半である。誰だれも、植物の声を聞き、操る陰陽の術で、朝廷政治に食い込んだ、などとは思っていない。

　朽木葉よう造ぞうも、さすがに遠いご先祖の朽木葉が植物を操り云うん々ぬん……、までは信じてはいない。

　彼の立てた仮説は、朽木葉は優れた植物学者だったのではないか、と言うものだ。

　朽木葉は、朽木葉にしかわからない方法で、植物を見るだけで天候が予想できた、と、葉造は考えている。現在の植物学者より、一歩進んだなんらかの技術を持っていたのではないか、とさえ、想像している。それが当時の人々には、植物の声を聞き、操る、と見えたのだろう。

　しかし、それだけでも十分異端な説であることは間違いない。

　そのために、彼は歴史学でも、民俗学の分野でも、日の当たる道を歩いてはいなかった。家財を食いつぶしながら、学問研究に打ち込んだため、県知事までつとめあげた父とは、折り合いが悪かった。



　そして、今現在、そんな彼は……、広い庭が見渡せる自宅の和室でくつろいでいた。朽木家の財産も、この広いだけが取り得の古い屋敷を残すのみとなった。後継ぎになる息子は生まれなかった。平安時代より続く朽木家も、たぶん、彼の代で終わりだろう。しかし、彼はそれでもいいと思っている。

　自分の家系を愛してはいるが。消え行くのが定めなら、それでもよい。

　そんな諦てい観かんがある。愛する妻がいる。四十を過ぎてからやっと授かった、可愛かわいい一人娘がいる。好きな学問に打ち込むこともできた。悪くない一生だ。そう思っている。

　読んでいた書物から目を離し、ふと、視線を庭にうつすと、彼の七歳になる一人娘の双ふた葉ばが、しゃがんで熱心に何かをしていた。

　彼は、眉まゆをひそめた。彼の一人娘は、今日、学校のはずだった。今ごろは、教室の彼女の席に座って、授業を受けていなければならないはずだ。

　彼女が、学校でうまくいっていないことを、彼は自分の妻より聞いてはいた。しかし、それでサボってよいという法はない。

　彼は教育者でもあった。目に入れても痛くない一人娘とはいえ、厳しく躾しつけるところは躾けねばならない。そう考え、彼は庭に下りると、娘に近づいた。

　双ふた葉ばは、なにやら、熱心に誰だれかと話しているらしい。

　しかし……。双葉の目の前には誰もいない。

　ただ、小さなサボテンの鉢植えが置いてあるきりだ。ちょっと娘が心配になりながら、葉よう造ぞうは声をかけた。

「双葉、こんなところで何をしてるんだい？」

　双葉は、可愛かわいらしい声で答えた。

「おはなし」

　しかし、それは彼の望んだ答えではない。学校に行かずに何をしているんだ？　と、彼は聞いたつもりだった。

「おはなし？　学校はどうした？」

　ちょっと強い調子で言った。双葉は、小さく答えた。

「行かない」

「『行かない』じゃあ、ないだろう。そんなワガママはいけないよ。ちゃんと行きなさい」

　双葉は、小さい声で言った。

「行きたくないもん。双葉、行っても、いじめられるんだもん」

「誰に？」

「男の子たち」

　双葉は、幼いながら、整った顔立ちをしていた。葉造は、小さい男の子の行動をよく知っている。ちょっと気になる女の子を、つい苛いじめてしまうものだ。

　双葉も、その犠ぎ牲せいになっているのだろう。

「それは、お前が可愛いからだよ。みんな、気になるから双葉を苛めるんだ。ちゃんとやめてくれって言えば、皆やめるよ」

「そんなことないもん。双葉、学校になんか行きたくない」

「そんなこと言って、パパを困らせないでくれよ。お友達だって、すぐできるよ」

「学校にお友達なんていらないもん」

　双葉は、サボテンの鉢植えを、すっと胸に引き寄せた。それは、先日、縁日で双葉が欲しがったために、買ってやったサボテンの鉢植えだった。

「学校にお友達がいなかったら、困るじゃないか」

　優しく、諭さとすように葉造は言った。

「学校にお友達なんか、いらないもん。ここにいるからいいもん」

　双葉は、サボテンの鉢植えを、みつめながら言った。

　葉よう造ぞうは思った。兄弟がいないおかげで、随分寂しい思いをさせてしまったのかな、と。雑誌社に勤める母親も、教授の葉造も、家にいないことが多い。老いた母が、双ふた葉ばの面倒を見ることが多かったが、その所せ為いで、娘に随分つらい思いをさせていたのかもしれない。サボテンを友達だと言い張る娘が、急に不ふ憫びんになった。

「サボテンがお友達か、よかったな。でも、ちゃんと学校でお友達も作らなきゃダメだ」

「どうして？」

　無邪気な目で、双葉が父を見上げた。そこには、純粋な戸惑いの色があった。

「だって、いっしょに、遊んだり、お話したり、できないだろ？」

「できるよ」

「こら。パパをからかうもんじゃない」

「できるもん。この子、いつもいっしょに遊んだり、お話してくれるもん」

　双葉は、愛いとしそうにサボテンを見つめた。

　娘に伸ばした、葉造の手が、ぴたりと止まった。先ほど読んでいた、文ぶん献けんの内容が、頭に蘇よみがえる。

　それは、彼の家に伝わる古こ文もん書じよで、朽くつ木き葉ように関するものだった。

　植物の声が聞こえる、その能力。

　彼はまた、朽木葉に関する、もう一つの説についても研究していた。それは、朽木葉は女性だった、というものである。彼はそれを信じてはいなかった。女性では、朽木葉の官位を授かることは不可能だからである。

　……しかし、実は朽木葉は女だったが、本当に何かしらの『能力』を持っていたとしたら？

　彼の中で、急速に何かが結びつき、手がこわばった。

　彼は常々不思議に思っていた。自分の家系に、娘が生まれた記録がないことを。

　朽木家は、その歴史の中で、一人の女性をも産んでいないのである。そのため、自分の父、双葉の祖父は、生まれた双葉を鬼ッ子、と疎うとんじた。彼は最後まで後継ぎたる男子が生まれないことに拘こだわった。その父ももうこの世にはいない。思えば、現実主義者でありつつも、伝統を重んじた父であった。彼は男子しか生まれない朽木家を誇りに思っていた。

「双葉、もう一度言ってごらん。今、なんと言ったんだい？」

「この子と、お話できるって、言ったのよ」

　自信ありげに、双葉は言った。

「なんてお話してたんだい？」

「あのね、このお庭の木はね、みんな意地悪なの。あたしが学校行きたくないって言うと、ちゃんと行かなきゃダメだ、なんて意地悪いうの。冷たいの。死んだおじいちゃんみたい」

「ほんとかい？」

「うん。でもね、この子は違うの。この子だけは『行きたくないんなら、行かなくてもいいんですよ』って言ってくれるの。だからあたし、この子が好き」

　双ふた葉ばは楽しそうに言った。

「このサボテンは、縁日で買ったやつだね」

「うん。お水が飲みたいって、ずっと言ってたのに、誰だれも気づいてあげないの。可哀想かわいそうだったから、あたしが買ってあげたの」

「そうか」

「それでね、あたし、この子のお姉ねえちゃんなの。いいでしょ？　パパ。だって、あたし、妹が欲しかったんだもん」

「妹？」

「そうだよ。いっしょに遊んでくれる、妹。ひとりぼっち、いやだもん」

「遊ぶ？　どうやって？」

　双葉はそれから、サボテンに向かって問い掛けた。

「いいでしょ？　二人だけの秘密だけど、パパならいいでしょ？」

　それから、すっと、双葉は、かかえていたサボテンを地面に置いた。肘ひじをついて、見守る。葉よう造ぞうは、必死に呼吸を整えながら、娘の一挙一動を見逃すまいと、身を乗り出した。興奮していた。自分の体が、自分の体でないように、震ふるえていた。

「いいって。よかったね、パパ」

　双葉は微笑ほほえんだ。

　つと、空気が揺らぎ、陽かげ炎ろうが立ちのぼった。

　葉造は目を凝こらした。

　サボテンの上の空気から、幼い一人の少女が、すぅっと、現れて、地面に立った。

　双葉より、若じやつ干かん幼かった。

　葉造は息を飲んだ。

　その少女は、葉造に微笑んだ。

　葉造は、夢だと思った。自分の中の、すべての知識と照らし合わせても、目の前の少女の説明はつかなかった。

　口をあけ、葉造はただ、立ち尽くした。

　自分の中の冷静な一部が、自分の掲げる学説――。

　朽くつ木き葉ようは、植物学者であった、とする説――、が間違いであると告げた。

　朽木葉の伝説……。

　彼、いや、彼女は、植物の声を聞き、そして……。

　操ったのだ。『式しき』として。

　目の前の少女は、葉造に、ぺこりと頭を下げた。

　信じられなかった。でも、不思議と違和感は感じなかった。自分の中の血が、それを当然のものとして受け止め、理解させた。

　彼の中で、急速に伝説が、現実になった。

　彼は呟つぶやくように、娘に言った。

「パパね、三十年も研究してたんだよ。双ふた葉ばと、パパのご先祖様のことをね」

「パパ、偉いね。ご褒ほう美びに、いいこと教えてあげる」

　葉よう造ぞうは頷うなずいた。

　双葉が、無邪気な声で、父に彼女の名前を告げた。

「この子、若わか葉ばっていうの」



　朽くつ木き葉造が、自説のすべてを撤回したのは、それからすぐのことである。彼は、その理由を尋ねられても、頑として答えようとはしなかった。

　彼は学問と、妻と、娘を愛していたのだった。

　そして、そのあとすぐ、彼の娘が増えた。彼は、養子として一人の少女を籍に入れたのだ。長女の双葉と同じ学校に入れ、同じように愛した。

　彼は、娘に弟きよう妹だいを産んでやれなかったことを、ずっと後悔していたのであった。



　双葉は長ずるにつれ、自分の生おい立たちと、その家系と、能力について知っていった。それは父により、他人に話してはいけない、と固く口止めされた。

　幼い頃ころより、植物の声を聞けることを、呼吸のように当然のことと受け止めていた双葉は、自分の能力を、『足が速い』『計算が得意』ぐらいにしか、思わなかった。

　サボテンの式しきである、若葉についても然しかりである。疑問に思う前より、若葉は一番近くにいた。双葉は、世間の常識より、自分の中の常識を愛した。

　そして、自分の生い立ちや能力より、思い悩むべきことは他ほかにたくさん増えていった。

　若葉は、双葉の妹として振舞った。そして、陰になり、日向ひなたになり、『姉』である、双葉を守りつづけた。双葉のそばには、常に若葉がいた。

　双葉は、若葉と出会った日のことを、たまに夢に見た。

　学校でひどくいじめられた日だった。

　帰った双葉は、買ってきたばかりのサボテンに話しかけたのだった。

「ひどいの。今日なんか、スカートめくられたの。男の子ってほんとにばか。だいっきらい」

「ひどいですわね」

「あたまにきたから殴なぐったら、先生に怒られた。女の子なんだから、おしとやかにしなさい、なんて言われたの。それっておかしくない？」

「おかしいと思いますわ」

「そうだよね。あんただけが友達だよ」

「えへ。光栄ですわ」

「……あたし、あんたみたいな妹が欲しかったな。このおうち、広いけど、ひとりじゃ広くても意味ないもん。遊んでてもつまんない」

「そうですわね」

「ねえ、あたしと遊んで」

「わたし、ですか？」

「うん。お話だけじゃつまんない」

「いいですわよ」

「ほんとに？　そんなことできるの？」

「あなたがそう願えば、いつでも姿をお見せしますわ」

「じゃあ、お願い」

「それでは、命じてください」

「命じる？」

「そうですわ。ひとかたを取るには、命じなければなりません。わたくしにお命じなさってください」

「わかった。めいれいするのね」

「はい」

「あのね、寂しくなくなるまで、そばにいて。寂しいのはイヤ。きらい」

「はい」

　光が見えた。その中から、少女が現れた。

　双ふた葉ばの望んだ姿……。

　活発で、優しい妹……。



　若わか葉ばはそれから、双葉の妹になった。

　双葉は、成長した後も、そのときの夢を、たまに見るのであった。



　そして、双葉は成長していった。若葉も、双葉と共に、その姿を成長させていった。



    

  
    
      


第一章　双ふた葉ばと若わか葉ば



「ひゃくごじゅうーご、ひゃくごじゅうろく」

　朽くつ木き双ふた葉ばは、お風ふ呂ろに肩まで浸つかって、若わか葉ばに数を数えさせていた。

「ひゃくごじゅうなーな」

　若葉ののんびりした声が、風呂場に響く。

　双葉は顔を真っ赤にさせて、ヒノキ作りの風呂に浸かっている。洗い場の椅い子すに腰掛けて、若葉は楽しそうに数を数えている。

　風呂場だと言うのに、若葉はサボテンの鉢植えを持ちこんでいた。この少女は、どこまでもサボテンと行動するつもりのようだった。

「お姉ねえさま」

「なによ」

「お顔、真っ赤です」

「今、いくつだっけ？」

「ひゃくごじゅうはちです」

　そろそろいいかな、と言って、双葉は風呂からあがった。すらりとした体が、湯船から現れる。本人が気にするように、同年代の子と比較すると胸の厚みは薄い。

　しかし、華きや奢しやながら、その肢し体たいは美しい。細く伸びた手足と身長のバランスが絶妙である。肌き理めの細かい肌が、水をはじいて玉を作り、体の線をなぞる。

　一方、若葉は双葉に比べると幾分ふくよかな体つきをしている。若葉の胸は、双葉のそれより一回り大きい。自分がこうあって欲しい、という双葉の願望の現れなのかもしれない。

「お背中流しますわ」

　若葉が、嬉うれしそうに言った。双葉に奉仕するのが当然、と思っている調子の声だ。双葉は双葉で、それが当たり前だと言わんばかりの態度を崩さない。

「では、背中をこっちに向けてください」

　姉に椅子をゆずった若葉は、タオルに石せつ鹸けんを擦こすりつけ、それで双葉の背中を洗い始めた。

　双葉は相変わらず不機嫌な顔で、若葉に背中を流させている。

「いよいよ明日ですわね。お姉さま」

　若葉が背中を流す手を、止めずに言った。

「まあね」

「なんだか、わくわくしちゃいますね」

「全然、わくわくしない」

　双ふた葉ばは低い声で言った。若わか葉ばが怪け訝げんな顔で、姉の顔を覗のぞき込む。

「え？　どうしてですの？　だって、山の中の男子校なんて素敵じゃありませんか」

「きっとねえ、サルみたいな連中ばっかりよ」

「そんなことないですわ。お姉ねえさまの好みの殿方もおられるかもしれませんわ」

「そんなのいないわよ」

「どうしてわかるんですか？」

「いないと言ったら、いないの！」

　双葉は大きな声で言った。慣れているのだろう、若葉は全然動じた風もなく、言葉を返す。

「もしかして、お姉さま、照れてるんですか」

「なんであたしが照れるの」

「だって、今までずっと女子校だったじゃないですか。それがいきなり試験編入とやらで、男子校に体験入学。そりゃ、照れますよね。いきなり男子と机を並べなくちゃならないんですからね」

「あんた、怒るよ？」

「わわ、怒んないでください！　でも、そんなお姉さまがよく男子校行きを承知しましたねえ」



    

  
    
      



    

  
    
      「そりゃ、行く子がいないから、しょーがなく……」

「そんなこと言っちゃって。ほんとは行きたかったんじゃありませんこと？」

「なんか、今日のあんたは妙に突っかかるわね」

「だって……。その鐘かねノの音ね学園とやらで、お姉ねえさまの素敵なお相手が見つかったら素敵だなあって思うんですもの」

　若わか葉ばが微笑ほほえんでそう言うと、双ふた葉ばはため息をつきながら言った。

「いいのいいの。彼氏なんかいらないもん。あたしはあんたがいればそれで十分」

「……わたしなんかより、彼氏の方が素敵ですわ」

「そんなことないわよ。男なんて嫌い。きっとガサツで、スケベで……」

「はいはい」

　若葉はそんな双葉をなだめるように、胸に手を回した。

「ひゃん！　な、なによあんた！」

「ところでお姉さま、胸、大きくなったんじゃありませんこと？」

「うそ？　ほんと！」

　双葉は標準より、かなりサイズの小さいそれを気にしているのだ。思わず声が上ずった。

「気のせいでした」

　若葉はケロッとした声で言った。双葉の声が怒りで震ふるえる。

「……あんた、殴なぐるよ？」

「まあまあまあ。なんてことないジョークです。お姉さま、ムダにピリピリしてるから……」

「そうね……。ちょっと、緊張してるかもね」

「……このくらいしか、お役に立てなくてごめんなさいね」

「でも、あたしはあんたがいてとっても助かってるよ」

　双葉は真剣な声で言った。

「あは、わたしはお姉さまが望む限り、おそばにいますわ」

「お願いね」



　風ふ呂ろから上がった双葉は、すぐに布団ふとんにもぐりこんだ。明日はいよいよ、鐘ノ音学園に向かう日である。

　不安と、微妙な期待のなか、双葉は眠りに落ちていった……。



　さて、そんな朽くつ木き姉妹がこれから向かうことになる、千葉の山奥にある鐘ノ音学園は、戦前より続く、全寮制の男子校である。

　その鐘ノ音学園は、共学化に当たり、県内の女子校から女子生徒を募集することになった。そして、双葉の通う女子校が、名乗りをあげたのが、一ヶ月前。県内でも有数のお嬢様校として知られる女子校だったが、やはり同じように共学化を考えていたらしい。試しにウチの女子生徒を送ってみようという事になった。

　しかしながら、鐘かねノの音ね学園に行きたがる女子生徒は少なかった。まあ、山奥の男子校である。気持ちはわかる。定員割れを起しそうになった試験編入だったが、根強い勧誘が功を奏して、危うくその危機は去った。

　双ふた葉ばも、勧誘で首をタテに振らされた、そんな一人だったのである。

　でも、双葉の心中は微妙だった。そんな山奥の学校なんか行きたくないけど、男子校というのが妙に心に引っかかる。双葉も、陰おん陽みようの血を引く古い家柄の生まれとはいえ、年頃の少女ということは変わりがない。

　双葉は、そのときのやり取りを思い出して、頬ほおを染めた。確かに、勧誘はすごかったけど、興味もあった。双葉は、この年になるまで、男の子と付き合ったことがなかったのである。そりゃあ、小学校の頃ころ、口をきいたことぐらいならある。でも、それは単に『口をきいただけ』というのが正しい。

　双葉の男子体験（というほどのものかどうか、微妙だけど）、は、こんな感じであった。

　小学校高学年の頃……。

　双葉のその頃の悩みは（今でもだが）、クラスメイトの女子たちに比べ、自分の体の一部分が、成育未発達な点であった。ぶっちゃけ、胸が小さかったのである。

　それはその頃の双葉にとって（今でもだが）、かなり深刻な悩みであった。ほとんどのクラスメイトがブラをつけはじめていた。それが身体測定のときに、明らかになった。双葉はそのとき、つけてなかった、いや、つける必要がなかった。双葉の胸板は、ぺったんこだったのである（今でもだが）。クラスメイトの女子の一人、その子は双葉と折り合いが悪い子だった、は、双葉を見て笑った。

「あら。ブラ、忘れたの？」と、その子は言ったのだった。もちろん、双葉にその必要性がないことを承知の上で。

　双葉は着ていたＴシャツを噛かみ千切るほど悔しかったが、まだ、耐えられた。事件は、身体測定を終え、クラスに戻ったときに起こった。

　その女子は、双葉のことを男子たちに面白おかしく話していたのである。男子は、女子のように遠回りにイヤミを言ったりしなかった。生意気な双葉の、弱点を見つけたことで興奮していた。誰だれが描かいたものか、ぺったんこの胸をして、一人保健室で悔しがる双葉の絵が、机の上に置かれていた。

　小学生の双葉は、感情を抑えるのが下手だった（今でもだが）。結果的に言うと、男子が三人ばかり病院送りになった。若わか葉ばが双葉の声を聞いてかけつけたときには、すべてが終わっていた。若葉は悲しんだ。双葉がそんな事件を起こしてしまったからではない。双葉に仇あだなすものを、自分の手で懲こらしめることができなかったからだ。若葉は、しょうがなく、倒れていた男子にこっそりサボテンをつきたて、軽く止とどめをさした。

　一人は、その絵を描かいた犯人だったが、あとの二人は関係なかった。その上、双ふた葉ばは力のリーチの差をうめるため、本来野球に使うべきバットという道具を積極的に使用したので、職員の間で問題になった。双葉の両親は菓子折りを持って、病院に謝りに行った。双葉はもちろんそれにつき合わされ、下げたくない頭を下げさせられた。

　双葉はそれまで、男の子という生き物にいい印象を持っていなかったが、それでもっと嫌いになった。

　そんなわけで、双葉は中学校にあがるとき、一も二もなく、中高一貫教育の女子校を選んだ。男子の存在のない、女子校で、双葉は充実した生活をおくった。友達も、たくさんできた。双葉はその生活に満足していた。



　しかし、高校にあがる頃ころ……、そのぬるま湯のような生活に、陰がさしはじめた。双葉の友人たちは、次々に外の世界にボーイフレンドを作り始めた。男嫌いで通していた双葉は、その流れに完かん璧ぺきに乗り遅れた。双葉は最初、友情より恋を優先し始めた友人を軽けい蔑べつしたが、少しずつ、寂しくなっていった。

　しかし、妙にプライドの高い双葉は、男嫌いという自分のイメージを崩すことがイヤだった。結果、友達に誰だれかを紹介するといわれても、双葉は首をタテにふらなかった。双葉はモテなかったわけではない。むしろ、外での人気は高かった。胸のサイズが抱えたハンディは、本人が気にするほどのハンディではなかった。むしろ、双葉の整った容姿と、すらりと伸びた華きや奢しやなスタイルは、道行く男が必ず振り返るぐらいのものだった。

　でも、双葉はそのような視線にさらされるたびに、睨にらんだり、興味がないふりをして、バリヤーを強く張った。そのような演技が、知らず知らずのうちに身についていた。

　結果、その美しさは青磁のように冷たい印象を与え、男に『俺おれなんか』と思わせた。双葉の魅力の磁石は、男を引き付ける磁力ではなく、逆に遠ざける磁力となって発揮されることの方が多かった。

　でも……。

　絶対に他人の前では認めないが、双葉は、それがちょっと寂しくもあった。自分に優しく微笑ほほえむボーフレンドが一人もいない。張り巡らしたバリヤーの所せ為いだと、自分でわかってはいる。でも、今更身についた男嫌いの仮面は外せない。被かぶり続けた仮面を、脱ぎ捨てることはみっともなくてできなかった。双葉以外に、そんなことをみっともないと思う者はいなかったのだが。



　明日は鐘かねノの音ね学園に向かうという、前日の夜……。

　双葉は、不意に目を覚ました。眠りが浅かったらしい。

　興奮しているのかもしれなかった。

　双ふた葉ばと若わか葉ばは仲良く布団ふとんを並べて寝ている。広いだけが取り得の屋敷に、部屋はたくさんあるのに、二人は未いまだにいっしょの部屋で寝起きしている。

　もちろん、双葉がそう望んだからだ。未だに双葉は一人では寝られない。若葉が隣に寝ていないと、安心できないのだ。

　双葉が子供っぽく、ワガママで怒りやすい性格をしているのは、若葉の存在が大きいのかもしれない。若葉は、なにせ、双葉の世話を焼きすぎる。

　双葉は、そんなわけで、若葉にべったりと依存していた。まさに、起きてから、寝るまで。鐘かねノの音ね学園行きも、若葉といっしょなら、という条件でＯＫしたぐらいだ。

　でも……、と思う。

　もし、若葉より自分を理解し、優しくしてくれる男の子がいたら、と双葉は思う。

　今までそんなヤツは一人として目の前に現れなかったけど、今度は男子校である。もしかしたら、と思わなくもない。

　双葉はそこまで考えて、なんだか急に恥ずかしくなり、顔を赤らめた。それから、隣で寝ている若葉の顔を覗のぞき込んだ。寝ていることを確認して、ほっとため息をついた。今の自分の顔を見られたら、その考えを読まれてしまう。恥ずかしい。

　若葉が寝ていて本当によかった、と双葉は思う。

　なんていうか、よくも悪くも、双葉は未だ少女なのであった。



　……そして翌日。

　双葉は、若葉と並んで、バスの座席に腰掛けていた。窓の外には深い緑の森が続いている。

　若葉はにこにことしながら、サボテンを抱いている。植物が好きだから、森の中が嬉うれしいのだろう。

　窓から風景をぼんやりと眺めながら、双葉はヘッドフォンから流れる音楽を聴いていた。

　バスの中は、これから始まる男子校での生活についての、期待と不安が入り混じった、女子の声で溢あふれている。

「だからぁ、絶対モテるって！」

　一際大きいのは、春はる乃の亜あ理り紗さの声だ。メガネをかけていて、ちょっぴり小太りの彼女は、声も大きければ、胸も大きかった。しかし、身体的なリーチはそれぐらいで、後は平均以下と言っていいだろう。

「わたしは、別にモテたくないんだけどな。一人の人に、好かれればいいの」

　能天気な声で、そう言ったのは千ち歳とせみどりだ。彼女は独特の雰囲気を持っていて、敬遠するクラスメイトも多かったが、双葉とは割合仲がよい。といっても、若葉以上の存在では、決して、ない。

「でも、ちょっと怖いですね」

　若わか葉ばの後ろから、声がする。身を乗り出して、若葉に微笑ほほえむ小さな姿があった。

　美み南なみ早さ苗なえだ。ちょっと体の弱い彼女は、いつも薬を持ち歩いている。若葉とは、同じ学年、クラスということもあり、結構、仲がいい。

　そして、優雅に髪をかきあげる、なんだか色っぽい少女がいた。ちょっと大人おとなびた雰囲気の彼女の名は、森もり村むら麗れい華か。ボーイフレンドが多いとの噂うわさだった。そんな今時の彼女は、なぜか天然のみどりと仲がよい。

「はいはい。そんな皆さんに、先生から注意があります」

　一番先頭の席に座っていた、若い女の教師が立ち上がった。二十代前半に見える、その女性教師の名前は飯いい野の千ち種ぐさ。今回は双ふた葉ばの女子校からの引率の教師として、試験編入期間の一ヶ月間、双葉たちと寝食を共にすることになっている。

「いいですか、男の子ばっかりのところに行くってことで、浮かれる皆さんの気持ちはわかります」

「先生が一番浮かれてたりしてー！」

　亜あ理り紗さが、すっとぼけた声で言った。バスの中から失笑が漏れる。千種はそれでも動じた風なく、言葉を続けた。

「でも、いいですか？　これはあくまで試験編入です。来年の共学化が、うまく行くかどうか、試験するわけですから、なにか問題が起これば共学化はなくなってしまいます」

「つまりどういうことですか？」

　みどりが言った。

「男女交際は禁止です。何か問題が起こるとすれば、やっぱりそこから始まると思います。だから、皆さん、自重してくださいね。先生からのお願いです」

　千種がそういうと、一斉に車内からブーイングが湧わき起こった。

「そういうわけにはいかないでしょ！」

「だって、そこに男がいるんだもん！」

　男子の目がないと、ついつい女子も本音が出るようだ。双葉の顔が、不機嫌に歪ゆがむ。若葉が心配そうに、その顔を見つめた。

「そんなのムリよ！　だって亜理紗の美び貌ぼうが許さないわ！」

　車内が静まり返った。

　亜理紗が、かなり身のほど知らずの発言をかましたからだ。彼女はちょっと、現代日本ではウケが悪いであろう顔のつくりをしていた。時代が違えば人気も出たかもしれない。万年とか、千年とか、そういうスパンで。

「亜理紗ちゃん、ちょっと車酔い？」

　みどりが、そんな亜あ理り紗さの背中をさすり始めた。

「なによ！　酔ってないわよ！」

「酔ってる酔ってる」

　みどりは無邪気な顔で、亜理紗の口に指を突っ込んだ。

「げぼぉ！　ちょっと、みどりちゃん！　何すんのぉ！　げぼぉ！」

　亜理紗は苦しそうな顔で抵抗しているが、みどりは気にしない。

　さらに指を喉のどの奥に突っ込んだ。

「ほらほら。気持ち悪いんだよね♪　だからトンデモワードが口から飛び出るんだよね♪」

「やめてよぉ！　げぼぉ！」

　車中に笑いが漏れる。そして、口々に鐘かねノの音ね学園について、少女たちは話し始めた。

　どんな男子がいるんだろうね、とか、かっこいい人いるかなあ？　とか、告白されたら付き合う？　とか、先走った話題に飛ぶ子もいる。その度に、千ち種ぐさが声をあげる。

「ほらほら、浮かれて騒がない！」

　千種が手を叩たたいて、女子生徒を黙らせようとするが、まったく効果はあがらない。むしろ、更に声は大きくなっていく。

　車内が、男の子の話で満ちたとき……。

　双ふた葉ばが立ちあがった。彼女は、そんな話から耳を塞ふさぐためにヘッドフォンで音楽を聴いていたのだが、それでも会話が耳に入ってくる。

　彼女は大声で怒鳴った。

「皆、バッカじゃないの！　そんないいオトコ、こんな山奥にいるわけないでしょ！」

　一瞬で、車内が静まり返る。

「……お姉ねえさま」

　若わか葉ばが双葉の袖そでを引っ張る。双葉は続けて怒鳴った。

「あんまり浮かれないで！　ボーイフレンドなんか欲しくない人だっているんだから！」

　それから双葉は、再びどっかとシートに座り込んで、音楽を聴き始めた。

　他ほかの女子生徒たちは、ひそひそ声になった。

「お姉さま、何も怒鳴らなくても……」

「だって、皆オトコがいるぐらいで浮かれてるんだもん。しかもあんたまでそんなこと言うし。あったまきちゃう」

「いいじゃないですか。それが普通です。お姉さま、素敵な出会いに失礼ですわ」

「いいのいいの。あたしはあんたがいればいーの」

「いつまでも、そういうわけには……」

　若葉はそう言って、下を向いた。双葉はヘッドフォンの位置を確かめた。意識して、音楽に集中しようとする。実際、双葉はどうしていいのかわからないのだ。照れているのかもしれなかった。かといって、皆と同じように、浮かれて騒ぐなんて、双ふた葉ばにできるわけもないのだった。

　そのとき、前方の森が切れて、木造建築の鐘の塔が見えた。

　亜あ理り紗さが上ずった声で言った。

「皆！　鐘かねノの音ね学園が見えたよ！」

　うわあ！　と車内から歓声があがる。

　やっぱり、ヘッドフォン越しにその歓声が耳に届いて、双葉は軽く眉まゆをひそめた。



    

  
    
      


第二章　鐘ノ音学園



　試験編入のため、鐘ノ音学園についた女子たちは、ついたそばから受難の憂うき目めにあった。理由はただ一つ。鐘ノ音学園の男たちはまるで……。

「すごい。動物みたい！」

　みどりが窓の外の光景を見て、無邪気な声をあげた。鈴なりになった男子学生たちが木や、門や塀によじ登って、校門に近づくバスを夢中で見つめている。

「お姉ねえさま、ほら、男子ですよ。すごいですね！」

　若わか葉ばが群がった男子学生たちを見て、無邪気に笑って言った。

「サファリパークのサルね。まるで」

　双葉はちらっと見て、吐き出すように言った。



　集まった男子学生に向かって、バスがクラクションを鳴らした。

「バッチグー、どうしよう」

　髪の長い、一見優男風の男子学生が、小太りの男子学生に言った。

　その小太りの男子は本名を伊いじ集ゆう院いん忠ただ知ともというのだが『バッチグー』と呼ばれている。一年生のとき、何かと『バッチグーっしょ』と連発したからだ。こんな感じだ。テレビを見てるとき、着替えのシーンがあると、『バッチグーっしょ！』。雑誌を読んでいるとき、ヌードのピンナップを見つけて『バッチグーっしょ！』。近所の山にハイキングに来た女子高生を見つけて『ヴァッチグーっしょぉお！』。一番ホーンがすごかった『バッチグーっしょ』は、巨乳のナースが活躍するアダルトビデオを見ているときの『ヴァッチギュニュウウッショォオオッ！』で、そのとき彼は倒れつつ絶頂に達するという離れ業わざを演じて見せた。その日から『バッチグー』と呼ばれるようになった。

　髪の長い、優男は一いち番ばん星ぼしと言う。変な苗みよ字うじだが、本名である。

　彼は山奥の全寮制男子校である鐘かねノの音ね学園という特殊な舞台では、常識家でまともと評されているが、他ほかの生徒と五十歩百歩である。外の世界できちんと常識家と呼ばれるようなまともな人物は、バッチグーなどと、仲良くなったりはしないだろう。

　さて、そのバッチグーは近づくバスを見て、頷うなずいて言った。

「そろそろ『歓迎』行くっしょ」

　それから、振り向いて後ろで震ふるえている大柄な男子学生の肩を叩たたく。

「ほ、ほんとにやるんでごわすか？」

　パンツ一丁姿の天てん神じん泰たい三ぞうが、妙な九州弁の震えた声で言った。

　彼を一言で言うなら、大柄で迫力のある熊くまのような体に、朴ぼく訥とつなネズミの心を秘めた男、とでも言おうか。ある意味、バッチグーなどより、鐘ノ音で一番ヤバイ人かも知れない。天神はさらに、『頭のゆるい人』であった。そりゃもう、いろんな意味でゆるかった。一年生のとき、寮の同じ部屋になった生徒が「部屋を変えてくれ」と先生に泣きついたぐらいだ。そのとき、何があったのか、起こったのか、彼はそれを話す前に学園をやめて出て行ってしまったので、誰だれも知らない。

　ネズミのように小心だったが、天神は、『モテるから』と誰かが言えば、すぐにそれを実行した。例えそれが飲尿療法でも実行した。小心なくせに、モテには人一倍こだわりがあった。

　そんな彼は、『歓迎！　鐘ノ音学園！』と書かれたタスキをしている。彼がこれから、バスでやってきた女子を『歓迎』する予定なのだ。

「今さら怖おじ気けづくんじゃないっしょ」

　バッチグーが怖い声で言った。一番星が頷く。そのときになって、天神の隣に立っていた、男子が口を開いた。

「やめようぜ。大体、アホだよ」

「祐ゆう介すけ！　お前まで何を言う！」

　今、バッチグーに文句をつけた中肉中背の男子学生は高たか崎さき祐介という。一番星などと違い、ほんとのほんとに割と常識家の彼は、四人がなにかバカをやるときのブレーキ役になることが多い。

　バカばっかりの鐘かねノの音ね学園で『自分だけは違う』とちょっと思っている所せ為いかもしれない。

「いいか祐ゆう介すけ。歓迎するなら、インパクトがないといけないっしょ」

「でもな、意味わかんねえよ。なんで天てん神じんがパンツいっちょでバスに撥はねられなくちゃならねえんだよ」

「おいどん、怖いでごわす……」

　天神が震ふるえた。

「天神がバスに撥ねられる。正直面白いっしょ」

「それだけかよ」

「おいどん、体張ってギャグなんてごめんでごわす」

「バカお前。バスに撥ねられたらモテるぞ」

　バッチグーが真剣な声で言った。一いち番ばん星ぼしが長い髪をかきあげて言った。

「うん。モテるなそれは」

　天神の目が輝く。

「マジでごわすか」

「マジっしょ。いいか、お前が今からバスに撥ねられたら、女子の話題一人でさらうっしょ？」

「そんなバカな」祐介が言ったが、もう天神は聞いていない。

「『ねぇーきみぃー、今朝、撥ねられてたよね。バスに』って、こんな感じで女子から寄ってくるっしょ」

「なるほどでごわすよ……」

　天神の顔が赤くなる。

「やめとけ天神。間違いなく嘘うそだぞ」

「おいどん、モテのためなら死ねるでごわす」

　その言葉は、この鐘ノ音学園ではあながち冗談に聞こえない。なにせ、山奥のこの学校には、女と名がつくものは寮母のおばちゃんとニワトリしかいないのだ。

　何が哀かなしいって、そのおばちゃんがモテるのだ。異性としてモテるのだ。こんな哀しい現実を、鐘ノ音の生徒たちは身にしみて知っている。

　そのとき、人垣が崩れ、バスがやっとのろのろと校門に姿を現した。クラクションを鳴らしまくって、近づく男子を牽けん制せいしている。

「天神行くっしょ！」

　校門をくぐり、駐車場に向かうバスの前に、天神泰たい三ぞうは絶叫しながら立ちはだかる。

「おいどん、サイッコォォオオオオオッ！」

　天てん神じんの絶叫がクラクションにかき消される。ボインッ！　と鈍い音がして、天神はバスに撥はねられ、地面に転がった。

　バスは止まり、一瞬で喧けん騒そうの鐘かねノの音ね学園の校門付近は静まりかえる。

「おい、あいつ、動かねえぞ……」

　祐ゆう介すけが震ふるえた声で言った。

「大丈夫っしょ」バッチグーが頷うなずいた。

「なんで！」

「天神だし」

　一いち番ばん星ぼしが、当然だ、と言わんばかりの声で言った。

　天神は動かない。恐ろしいまでの沈黙が辺りを包んでいる。

　人垣の中から、リーゼントの男子学生が現れ、天神に近寄った。

「総長だ！」

　総長というのは、普通の学校で言う、生徒会長みたいなものである。普通は成績がいい生徒がなるものだが、この鐘ノ音学園では『ケンカが強い』という特殊な理由で、彼、堀ほつ田た健けん一いちが総長を務めている。

　頭に光るリーゼントがまぶしい彼は天神のそばまでやってくると、ポケットに手を突っ込んだまま、天神を見下ろした。

「総長！　天神大丈夫っすか！」

　天神を心配した男子学生の声が飛ぶ。しかし、総長はそれに答えず、天神を蹴けり回した。

「コラァ！　天神コラァ！」

「蹴ってる」祐介のそばのバッチグーが言った。

「テメエェ！　バスに負けてんじゃねェよッ！　鐘ノ音かァ！　テメエェ！　アァアアアアアッ!?」

「さすが総長。意味わかんねえ」

　一番星がうめくように言った。

　そして皆が見守る中、天神が立ち上がった。

「おいどん、ピヨピヨピヨ。可愛かわいいうさぎちゃんでごわすぅ」

「あいつヘンだぞ。あきらかにヘンだぞ」祐介が言った。

「これ以上、バカにはならないから、安心っしょ」

　天神はちょこちょこと辺りを跳ね回る。

　うぉおおおお！　天神生きてた！　すげえ！　と安あん堵どの歓声が男子学生の人垣からあがった。

「ちょっとヘンになったけど、結果オーライっしょ」

　バッチグーが言った。祐介はため息をついた。

　人垣の中から、やたらとカン高い広島弁が聞こえてくる。

「こぅりゃあああああ！　なにしとんじゃお前らぁあああ！」

　ヤカンを持ったジャージ姿の中年教師が、顔を真っ赤にして怒鳴っている。

「やべ！　轟とどろきだ！　逃げろ！」

　男子学生はクモの子を散らすように逃げ惑う。そして何事もなかったように、バスは再び走り出した。



　鐘かねノの音ね学園についた女子たちは、一いつ旦たん体育館に集められ、校長から説明と訓示を受けたあと、歓迎会に向かうことになった。

　歓迎会は、校庭で行われた。校庭の真ん中に、演劇で使うような舞台が設けられている。その舞台の上には、学園祭のような、紙で作った安っぽいチェーンが巻かれ、『歓迎！　女子の皆さん』と下へ手た糞くそな字で書かれた看板の文字が踊っている。

　どうやら、そこでなにか出し物をするらしい。

　さっきの騒ぎで、双ふた葉ばの期待はとっくにふっとんでいた。さすが山奥の男子校、エサを抜かれた猛獣のように、女に飢えているのが見て取れた。来て早々、帰りたくなっていた。ちょっとでもボーイフレンドに期待していた自分がバカだった、と思っている。

　隣に立った若わか葉ばを見ると、にこにこと笑っている。

「あんた、なんでか楽しそうね……」

「お姉ねえさま」

「ん？」

「わくわくしませんこと？」

「しない」

　双葉は言った。いったい、自分たちを集めて、何を見せてくれるつもりだろう。

　そんな風に期待するわけでもなくぼけっと見ていたら、小太りでメガネの男子生徒が現れた。手にマイクを持っている。どうやら、彼が司会者らしい。双葉は彼を見て不快になった。嫌いなタイプだった。

　彼は嬉うれしそうにスピーチを始めた。

「女子の皆さん、ようこそ鐘ノ音学園へ。俺おれ、伊いじ集ゆう院いん忠ただ知とも。でも、バッチグーって呼ばれてます」

　それから、彼はウィンクをして見せた。何人かの女子が眉まゆをひそめた。

「なにあれ？」

　双葉は若葉に言った。

「伊集院さんだそうです」

　それからバッチグーは気を取り直して、マイクを握り締めた。

「女子の皆さんがここにいられる試験編入の期間は一ヶ月。ぶっちゃけ短いっしょ。だから、しょっぱなに聞いとくっしょ」

　バッチグーは、深呼吸した。

「彼氏ほしい人。いますか。いたら手をあげるっしょ」

　会場である校庭は静まり返った。

「早く。今のうちに手をあげるっしょ！」

　しかし、女子は誰だれも手をあげようとしない。そのとき、おずおずと、一人の女子が手を上げた。

「おお！　英雄っしょ！」

　バッチグーはそっちを見た。春はる乃の亜あ理り紗さがほんのり頬ほおを赤らめて、手をあげている。バッチグーは、非情にも彼女の顔を見て舌打ちした。彼女は可愛かわいいというより、面白い顔をしていたからだった。

「他ほかには！　他にはいないのかっしょ！」

　絶叫が響き渡る。プライドを傷つけられた春乃は顔を引きつらせて、怒鳴った。

「おい待て！　あたしが手をあげてるでしょ！　どうなの！　これってどうなのよ！」

　女子の中でざわめきがひどくなった。口々に、ひどくない？　とか、失礼じゃない？　とかもっともな意見がバッチグーの元に届いた。

「では、歓迎ショーいくっしょ」

　集まるブーイングを見て、空気が悪くなったことを察した司会者のバッチグーは、早々に次のイベントを持ち出すつもりのようだ。

「天てん神じんショーっしょ」

　しかし、肝かん心じんの天神泰たい三ぞうの姿は、どこにも見えない。

　再び、ブーイングが起こりそうになる。するとバッチグーは、鐘しよう塔とうを指差した。

「天神泰三はあそこっしょ！」

　なるほど、先ほどバスにぶつかった天神泰三が、鐘塔のてっぺんに立っている。

「彼が今から、あそこから飛びおりるっしょ」

　会場は静まり返った。こいつら、何を考えているのだろう、と女子は不安になった。

「大丈夫っしょ。ちゃんと足はロープで結んであるっしょ」

　天神泰三はそのとき、鐘塔のてっぺんで震ふるえていた。足にはロープが結んである。

　天神の隣には、祐ゆう介すけと一いち番ばん星ぼしの姿があった。一番星は震える天神を、必死になだめすかしている。

「おいどん、正直怖くてたまらんでごわす。なんでこっから飛び降りなくてはならんのでごわすか？」

「バカお前……」

　一いち番ばん星ぼしが、震ふるえる天てん神じんの肩を叩たたきながら言った。

「ここから飛び降りたら、モテるぞ。マジで」

「マジでごわすか？」

「モテるかよ！」

　祐ゆう介すけが冷静に突っ込んだ。しかし、天神は『モテる』と聞いて発奮したらしい。

「じゃあ、おいどん、行くでごわす」

　そのとき、校庭のバッチグーが、親指を立てて、ぐっと下に向かってつき立てた。

『行け』の合図である。

　天神はその合図と同時に、絶叫しながら飛び降りた。

「おいどん、サイッコォオオオオッ」



　双ふた葉ばはそんな様子を、唖あ然ぜんとして見つめていた。なんで飛び降りるのだろう？　意味がわかんなかった。ここには、アホという言葉ではくくれない、何かが存在していた。

　女子と男子が見守る中、天神はまっすぐ落ちていった。足元に結んだロープが、するすると天神を追いかけ、張り詰めたと思うと、ぷちんと切れた。

　天神はアジサイの花か壇だんに、頭から突っ込んで動かなくなった。

「うわぁ！　今度こそ死んだわよ！」

　女子たちの間から、悲鳴があがる。

　しばらく天神はアジサイの花壇に突っ伏して、動かなかった。そこに近づく影があった。リーゼントがまぶしい、総長こと堀ほつ田た健けん一いちである。彼は花壇に突っ伏して動かない天神を、思いっきり蹴けり上げた。

「愛情ッ！　愛情ッ！」

　双葉はその様子を口をぽかんとあけて見守っていた。男子たちは、そんな様子を見て、盛り上がっている。なんて連中かしら、と双葉はあきれた。

　そのうちに、天神はむくりと起き上がった。

「生きてた！　すげえ！」

　再び男子の間から歓声があがる。

　起き上がった天神は、半泣きで校庭に走ってきた。せっぱつまった表情の天神におびえた女子は、悲鳴をあげて逃げまどった。



　散々な結果に終わった歓迎会のあと……。

　双葉たちは女子寮に向かうことになった。

　女子寮についた双葉たちは、その見てくれに愕がく然ぜんとした。バス事件、歓迎会事件で、ただでさえゲンナリしていた双葉は、そこを見てさらにゲンナリしてしまった。

　どう見てもただのプレハブの建物にしか見えない。

　元は余った男子寮だったそこは、ちょっと年頃の娘たちが生活するには、無理があった。

　女子寮は一部屋二名で使うとのことだった。編入初日の今日、朽くつ木き双ふた葉ばの部屋には、若わか葉ばと春はる乃の亜あ理り紗さと千ち歳とせみどりの姿がある。四人はずっとここでおしゃべりしていた。

　そろそろ夕方になろうとしている時間だ。山の向こうに、うっすらと夕日が落ちていく。

「すごかったね。今日のアレ」

　みどりが無邪気に笑って言った。バスにぶつかり、鐘しよう塔とうから飛び降りた天てん神じんのことを言っている。

「まさかバスにぶつかってくるバカがいるとは思わなかったわ」亜理紗が言った。

「わたし、バスに撥はねられる人初めて見たよ」

「おまけに塔から飛び降りてたね」

「笑える～」

　亜理紗はきゃははと笑った。双葉は、笑えなかった。

「どうなってんの？　この学園」

　双葉は心底がっかりした声で言った。淡い期待は見事に打ち砕かれた。

「バスの周りに集まった連中、まるでサル山のサルじゃない！」

「言えてる～、双葉ちゃんがっかりだよねぇ～、微妙に期待してたのにぃ～」

「あたし、もぉ、帰ろうかな……」

　双葉は呟つぶやくように言った。

「お姉ねえさま……」

「はぁ、若葉、ジュース買ってきて……」

　体育館から寮に来る途中、売店みたいなところがあった。もしかしたら、買い物はあそこでしかできないのだろうか？　そんなことも双葉の気をさらに滅め入いらせる。

「はい。かしこまりました」

　若葉が朗ほがらかに笑って部屋を出て行く。

　それからほんの少し、双葉はぼんやりと窓の外を見つめていたが、そのうちにトイレに行きたくなった。

「ちょっとトイレ」

　双葉が立ち上がると、亜理紗が心配そうに言った。

「気をつけてね、ヘンなの出るかもしんないから」

　トイレに入った双葉は眉まゆをひそめた。元は男子トイレだったのだろう。小水用の便器が並んでいる。

　個室の一つに入り、双葉はスカートをたくし上げ、下着に手をかけた。

　そのとき、さっきの亜あ理り紗さのセリフが蘇よみがえる。

「まぁ、オバケなんていないわよね……」

　そう呟つぶやいてしゃがもうとしたそのとき、壁の下についた小窓をチラッと見やると……。

　そこに男の顔が突き出ていた。

「きゃあああああ！　オ、オバケェ！」双ふた葉ばは絶叫した。

「ち、ちがう！　オバケじゃない！」

　その顔がわめく。窓の向こうから、他ほかの男子学生の声がした。

「祐ゆう介すけ！　どうした！　誰だれか来たのか！」

「逃げろ祐介！」

「抜けねえんだよ！」

　祐介と呼ばれた頭がうめく。双葉はわなわなと震ふるえながら、信じられない光景を見つめていた。おろしたパンツをあげることもすっかり忘れ、双葉はわめいた。

「ち、痴ち漢かん！」

「違う！　こいつらが、トイレから忍びこもうなんて言うから！　断じて痴漢じゃない！　しかし、抜けねえ……」

　どうやら、小窓から入ろうとして頭が抜けなくなったらしい。

「どっちにしろ痴漢じゃない！　早く出てって！」



    

  
    
      



    

  
    
      　双ふた葉ばはわめきながら、その顔を蹴けり飛ばす。あまりの怒りで、足の間のパンツがビリッと音を立てて破れたけど、双葉は気づかなかった。

「いてえ！　痛い！　痛いっつの！」

「こ、この変態！」

　双葉はゲシゲシと踏みつけた。

「あの、その……」

「なによ！」

「踏むのはいいけど、パンツははいたほうが……」

　双葉はその日一番の絶叫をあげると、祐ゆう介すけの顔を思い切り踏んづけた。



　大おお股またで帰ってきた双葉を見て、亜あ理り紗さとみどりが驚いた声をあげた。

「どうしたの？　双葉ちゃん？」

「あたし、帰る」

「帰るって、どこに？」

　みどりがきょとんとして言った。

「家に帰るのよ！」

「な、何があったの？」

　亜理紗が慌てて言った。双葉の様子はただごとではない。

「こんなトコ、一秒だっていられないわ！」

　双葉はカバンを持ち上げると、大股で出て行った。

「若わか葉ばが戻ってきたら、すぐに後を追いかけなさいって言っといて！」

　亜理紗とみどりは「どうしたんだろう？」と呟つぶやいて顔を見合わせた。



　双葉は、すっかり暗くなった山を降りる道を、ずんずんと歩いていった。校門を飛び出してから、もう、三時間は経たっただろう。辺りは暗い闇やみに包まれている。

　出てきたときは興奮していたから、あまり気にならなかったけど、頭が冷えてきた今となっては、かなり怖い。

　ああ言って出てきたものの、双葉はちょっと後悔していた。明日の朝を待ってから、バスなりタクシーなりを呼んで、それで帰ればよかった。

　でも……、と思い直す。あんなバカばっかりのところには、一分一秒だっていられない。バスに飛び込んできたバカ。そのぐらいならまだいい。でも……。

「なに見られてんのよ！　あたしってばッ！」双葉は怒鳴った。

　さきほどのトイレでの一件……。

「なによなによ。ちょっと期待したあたしがバカだったわ……」

　山の中はうっそうと暗く、月明かりだけが頼りだ。双ふた葉ばは独り言を呟つぶやきながら歩いている。そうでもしないと、すぐに恐怖に押しつぶされそうになってしまうからだった。

　若わか葉ばを待てばよかった、と思う。しかし……、双葉は知らなかったが、若葉は売店で男子たちに捕まり、寮に帰れたのは双葉が出て行った一時間後だったのだ。

　若葉がいない。

　こんな山の中で一人っきりなのに、若葉がいない。その事実が、いきなり双葉をとても不安にさせる。周りの木々の声を聞こうと立ち止まったけど、心が騒いで落ち着かない。聞こえるのは吹きすさぶ山の風の音だけだった。

　双葉はたまらず駆け出した。怖くて怖くて、たまらなかった。走りながら、若葉の名を何度も叫んだ。

「なんであたしを一人にするのよ！　若葉！」

　理不尽な怒りだったけど、今の双葉にはそれを理不尽と思う余裕さえなかった。ただ、暗い森の闇やみが、双葉をまるで子供に変えていた。

「いたっ！」

　突き出た木の根に躓つまずき、双葉は転んだ。すぐに立ち上がろうとしたが、激痛が左足を襲う。

「いたい……」

　どうやら転んだ拍子に足を捻ひねってしまったらしい。

　闇の恐怖と、足の激痛で、双葉は泣き出した。

「怖いよぉ……。足が痛いよぉ……」

　誰だれも助けに来てくれないかもしれない。そんな風に考えてしまい、双葉は子供のように泣きつづけた。

「若葉ぁ……、早く助けて……、若葉……」

　こんな風にじっとそこに座っていると……。森に飲み込まれてしまいそうに感じる。それほど、森の闇は深く、都会の暮らしになれた双葉を恐怖で包む。

　双葉は、痛む足を押さえながら、何度も若葉の名を呼んだ。

　いつかも、こんな風に、若葉に助けを求めたことがあった。

　小さい頃ころ、ほんとうに、小さい頃だ。

　家族で旅行に出かけ、泊まった旅館で、火事がおこった。

　運悪く、双葉以外の家族は、外におみやげ物を買いに出かけていた。双葉だけが部屋に残されていた。他ほかの客のタバコの不始末で始まった火災で、古臭い温泉宿は、瞬く間に燃え上がり、寝ていた双葉が気づいたときには、すでに部屋は煙で息ができなくなっていた。双葉は咳せき込みながら、助けを呼んだ。

　消防隊員も入り込めずに、躊ちゆう躇ちよしていたその部屋に、若葉が飛び込んだ。

　若わか葉ばは自分が火傷やけどするのも顧かえりみず、双ふた葉ばを抱え上げ、燃え盛る旅館を脱出したのであった。

　若葉の体……、サボテンは炎に巻かれ、焼け焦げた。

　双葉を安全なところまで運ぶと同時に、若葉は倒れた。

　地面に横たわる若葉に、泣きながら双葉は抱きついた。

　若葉は、それでもつらそうな表情は見せずに、にっこりと笑ったのだった。

　そして、震ふるえる声で、こう言ったのだった。

「お姉ねえさま、泣かないでください」

「若葉、若葉……」

「わたしがそばにいて、守って差し上げますからね」

　その言葉のとおり、若葉は常に双葉を守ってきた。

　しかし、そんな若葉は、今はそばにいない。

　双葉は子供のように泣きじゃくりながら、若葉を求めるのだった。



　双葉は不意にライトに照らされた。

「若葉！　若葉！」

　双葉は泣きながら叫んだ。ライトを持った影が駆け寄ってくる。

「朽くつ木き？　朽木さん？」

　男の声だった。聞きなれない声に、名前を呼ばれ、双葉は体を固くした。

「若葉は？」

　影は双葉を抱え起こすと、肩を貸してくれた。そして双葉を怒鳴りつける。

「なにやってんだよ！」

　不意に怒鳴られて、双葉は身をすくめる。

「いきなり、山の中に飛び込みやがって……」

　そのときになって初めて、助かったという安心がどっと双葉を襲い、双葉は激しく泣き出した。

「なによ……、ばか……。あんたたちが悪いんじゃない……」

「皆で探してたんだ。いきなりいなくなるから……」

　その声が言った。月明かりの下に、先ほどトイレの小窓から突き出た顔があった。



    

  
    
      


第三章　ファーストコンタクト



　双ふた葉ばは高たか崎さき祐ゆう介すけにおぶさっていた。

　さきほど転んだ拍子に足を痛めてしまい、立ち上がれなかったのである。双葉が唇を尖とがらせて、足をさすっていると、祐介が困った様子で頭をかいて、手を伸ばしてきた。

　双葉は、初め、その手を握らなかった。こいつの所せ為いで自分は飛び出してきたんだし、何より、みっともない泣き顔を見られたことが恥ずかしかった。

　祐介はそんな双葉の手を強引に握ると、立ち上がらせて、ひょいと背負った。双葉はその力に驚く。呆あつ気けなく子供みたいに自分が背負われた。湿った夏の森の匂においの中に、祐介の匂いが混じっていて、双葉は緊張した。

　祐介は無む言ごんで歩き出す。双葉は落ちないように、祐介の肩を握り締めた。自分の呼吸音が、聞こえないように注意して。

　月がそんな二人を照らしている。双葉は自分の顔が火ほ照てっていることに気づいた。夜でよかったと双葉は思った。祐介に、自分の顔の色がわからないからだ。

「……お前さ、お礼ぐらい言ったらどう？」

　ちょっとうわずった声で、祐介が言った。双葉はなにか言おうとしたけど、舌が緊張でもつれた。緊張を悟られるのがイヤだったので、双葉はわざと強い調子で言った。

「……なんでお礼なんか言わなきゃならないのよ」

「お前、朝までここにいる気だったのか？」

「まさか。駅まで行くつもりよ」

「駅って、こっからどのぐらい離れてると思ってんだよ」

「知らない。でも、ココにいるよりはマシよ」

　祐介は双葉を背負いなおした。太ふと腿ももに、直じかに彼の手の感触があった。でも、不思議とイヤじゃない。

　でも、そのイヤじゃない、という感情が双葉には違和感だった。

「麓ふもとの街まで、車で一時間はかかるぞ。女のお前が歩ける距離じゃないよ」

　女、というその言い方に、双葉はかちんとした。

「歩けるもん」

「よく言うよ。途中で足ひねってリタイアしたくせに」

「……誰だれの所為で、こんなことになったと思ってんのよ」

　双葉はトイレでの一件で祐介を責める。祐介の肩が、ぴくんと反応した。

「変態。覗のぞき魔。痴ち漢かん」

「だから、あれはな、友達がここから入れって言うから。俺おれ、ジャンケンで負けてさ」

「なんで女子寮に忍び込む必要があるのよ」

「そりゃあ……」

　祐ゆう介すけは口くち篭ごもる。

「どうせ、やらしいこと考えてたんでしょ」

「仲良くなりたかったから」

「誰だれと？」

「女子と」

　双ふた葉ばは、眉まゆをしかめた。

「あたし、あんたたちと仲良くするなんて、考えただけでウンザリ。イヤ」

　祐介はむっとした声で双葉の悪あく態たいに答える。

「だったら、なんで山奥の鐘かねノの音ねまで来たんだよ」

「参加する人がいないって言うから。しょうがなく」

「そ、そうか……」

　祐介はそれから不意に黙った。

「お前さ……」

「なによ」

「替えのパンツ、あるよな？」



    

  
    
      



    

  
    
      　困った声で祐ゆう介すけが言う。双ふた葉ばの顔が急速に赤みを増す。

「も、持ってきてるわよ！」

「よ、よかった。ほら、さっき破れたろ？」

　双葉が祐介の顔を蹴けるとき、脱ぎかけだったパンツが音を立てて破れた。祐介はそのことを言っていた。

「あのさあ」

　蚊の鳴くような声で、双葉は尋ねた。

「なんだよ」

「……さっき、見えた？」

「み、見えてない！　見えてないから！」

　まっすぐ前を見たままで、祐介がまくし立てる。

「ほんと？」

「う、うん。何も。暗かったし」

　祐介は再び黙った。双葉もとある重大なことに気づいて、顔を青くした。

　鳥肌がたって、双葉は震ふるえた。

　あたし、そういえばさっき、トイレから出てきて、鞄かばんを引っつかんで、そのまま飛び出してきて……。

「どうした？」急に大人おとなしくなった双葉を不安に思ったのか、祐介がしゃべりかけてくる。

「な、なんでもないわよ！　いいから前だけ見てしっかり歩いてよね！」

　双葉は、それ以上、何もしゃべれなくなった。

　あたし、バカ……。はくの忘れてるし。

　……下半身が妙にスースーするのはその所せ為いだったのね。

　祐介が「かわいくねえ女」と小さな声で呟つぶやいて、双葉を背負いなおした。



　祐介に背負われて、鐘かねノの音ね学園につくと、そこは大騒ぎだった。皆して、いなくなった双葉を探していたのだろう。

　若わか葉ばがそんな人ごみの中から飛び出してくる。

「お姉ねえさま！」

　祐介は双葉を背中からおろすと、肩を貸した。ひゅーひゅーとそんな二人をはやし立てる口笛が、集まった男子の間から漏れる。

　双葉がきっと睨にらみつけると、口笛がやんだ。

「お姉さま！　申し訳ありません！　わたしがついていながら！」

　若葉は双葉にひしっと抱きつくと泣きじゃくる。双葉がむっとしたような声で答えた。

「別にあんたのせいじゃないよ」

「でも、でも、わたしのせいです……」

　そんな二人を見ていると、祐ゆう介すけはなんだか妙に照れくさくなった。姉妹とはいえ、女の子二人が抱き合っているところなんて、そうそう見られるもんじゃない。

「サボテンがささって痛いから、もう離れて」

　双ふた葉ばがそう言うと、若わか葉ばはさっと離れて深々と頭を下げた。

「ご、ごめんなさい」

　そんな二人のやり取りを、集まった男子生徒たちが、夢中になって見つめている。

　男子の輪の中に逃げ込もうとしている祐介に、若葉が気がついた。

「あ、待ってください！」

「え？　俺おれ」

　祐介は振り向いた。若葉が祐介に駆け寄ってその手を握る。

「このたびは姉を助けていただいて、ほんとにもう、なんとお礼を言っていいやら……」

　深々と頭を下げる若葉に向かって、双葉が怒鳴る。

「若葉！　そんなヤツに頭下げなくたっていいよ！」

「え？　でも、そういうワケには……」

「助けたのに、あの調子だよ。若葉ちゃんだっけ？」

「は、はい……」

「姉妹なのに、大違いだね」

「え、ええ……」

　祐介に見つめられると、若葉はなんだか照れくさくなった。

　若葉は俯うつむいた。

「お姉ねえさんのために、頭を下げるなんて、いい子なんだね」

　祐介は何気なく発した一言だったのだろう。

　でも、若葉は思わずどぎまぎしてしまった。

　祐介の前で、顔を赤らめてモジモジしていると、双葉が怒鳴りつける。

「若葉！　なにしてんの！　ほら行くよ！」

　祐介は双葉を見た。双葉が睨にらみ返す。

「お姉さま、命の恩人にケンカなんかふっかけないでください……」

　若葉が二人の間に挟まれて、オドオドし始めた。

　しかし、双葉は、顔を赤らめて俯いてしまう。

「へ？　お姉さま？」

　若葉は祐介を見た。それから再び姉を見つめる。きょとんとした声で、若葉は尋ねた。

「何をそんなに照れているのですか？」

「照れてないわよ！」

　双ふた葉ばは拳こぶしを握ると、そうわめいた。

　い、いえその、と言って若わか葉ばは救いを求めるように、祐ゆう介すけを見た。祐介は目の前で起こっている事態が理解できず、ぼけっと、突っ立っている。

「どうしたの？　若葉ちゃん」

「いやその……」

　そのとき、集まった男子の間から、比較的長身の女性が姿を見せた。双葉たち女子生徒を引率してきた飯いい野の千ち種ぐさだ。手に懐中電灯を持っている。双葉をずっと探していたのだろう。

　千種は双葉を見ると、怖い顔になる。

「朽くつ木きさん。先生、言いませんでした？　軽率な行動はつつしんでね、って」

「すいません……」

「すいませんで済んだら、警察要らないの。ここの森は、猛獣はいないかもしれないけど……」

　それから千種は、集まった男子や祐介を見て、ため息をつくように言った。

「猛獣に近いのは、いっぱいいるからね」

　双葉は、拳を握り締めた。軽率な自分の行動を悔いているのだろうか。

「今日は部屋で反省しなさい。明日、事情はゆっくり聞かせてもらうから」

　双葉はゆっくりと歩き出した。スカートの裾すそをしきりに気にする双葉の腕を、若葉が握る。集まった男子生徒の壁が割れて、二人を通す。

「キミ、名前は？」

　千種は、首をかしげると、祐介に微笑ほほえんで見せた。

「二年の高たか崎さきです。高崎祐介」

　年上で色っぽい女教師に見つめられて、祐介の鼓動が高鳴った。いちいち仕草が女っぽい。双葉なんかと比べると、女としてのレベルの差が歴然としている。

「ありがとう。お礼を言うわね」

「お礼なんてそんな……」

　祐介はそう言って頭をかいた。しかし、千種はもう祐介を見ていない。手を叩たたくと、集まった男子に告げた。

「はい！　朽木さんは無事見つかりました！　みんな寮に帰っていいわよー！」

　しかし、千種がそう言っても、男子生徒は誰だれもそこから去ろうとしない。小太りでメガネの男子生徒が輪から出てきて、口上を述べる。

「千種先生。俺おれたちにお礼がまだっしょ」

「お礼？」

　千種が怪け訝げんな顔をした。

「そうっしょ。俺おれたち、先生に頼まれて、わざわざあのハネッかえりを探したっしょ。この夜の中！」

　そうだー！　お礼がまだだ！　と男子の間からざわめきがもれる。千ち種ぐさは一瞬困った顔をしたが、すぐに社交的な笑みを取り戻す。

「そうね。皆にお礼をしなくちゃね。じゃあ、何がいいのかな？」

「ワンボインタッチで、バッチグーっしょ」

　バッチグーが真顔で言った。祐ゆう介すけが慌ててバッチグーに飛びつく。

「熱あんのか？　お前？」

「正気も正気っしょ」

「ワンボインタッチってなにかしら？」

　千種が、さりげなく髪をかきあげながら言った。しかし、その顔が微妙に引きつっているのを祐介は見逃さなかった。

「なんでもないっす！　こいつ、冗談が好きなんすよ！」

「先生のおっぱい、触らせてくれって言ってンすよ。いやむしろ揉もませろと。そう言ってンすよ」

　バッチグーが、真剣な目で言った。

　千種の眉まゆがぴくんと、跳ね上がる。今にも怒鳴りそうな顔だった。でも、千種の大人おとなの部分は、『冗談で済ませろ』と命令を出したらしい。

　にこやかに微笑ほほえむと、千種は言った。

「伊いじ集ゆう院いんくんだっけ？」

「そうっしょ。皆はバッチグーって呼んでるっしょ」

「寝言は寝て言え。じゃあ、みんな、おやすみなさい」

　千種はそういうと、颯さつ爽そうと去っていった。感心したようにバッチグーが言った。

「返しもなかなか。ますます揉みッコ、したくなったっしょ」

「お前なあ、引率してきた他校の先生にあんなこと言って！　職員会議もんだぞ！」

　祐介が怒鳴る。しかし、つぎつぎに男子生徒が駆け寄り、祐介を弾はじき飛ばし、バッチグーの手を握った。

「さすがだバッチグー！」

「お前って、なんなく俺たちの気持ちを代弁すんのな！」

「かっこよかったぜ！」

　バッチグーはまるで教祖のように、悠然と立っている。天てん神じんが泣きながら現れて、バッチグーの靴を犬のように舐なめはじめた。

「おいどん、惚ほれたでごわす……。あんな堂々と巨乳の教師に『乳揉ませろ』。漢おとこでごわす……。おいどん、バッチグー様の下僕でごわす……。次は新幹線に飛び込むでごわすよ……」

　祐ゆう介すけはあきれた顔で、視線を空へと移す。

　それ以上、皆のバカ騒ぎに付き合いきれなくなって、男子寮へと歩き出した。

　真っ暗な、鐘かねノの音ねの夜空の中に、星が一つ、二つ、瞬いていた。



　その頃ころ、双ふた葉ばの部屋では、若わか葉ばが双葉の足に湿布薬を貼はっていた。

「いたたた……」

「だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫よ。ありがとう」

　双葉は、湿布薬を貼ると、すぐに若葉がしいた布団ふとんにもぐりこんでしまう。

「編入初日から、大変でしたね」

　双葉は答えない。

「そんなに布団かぶったら、暑くありませんこと？」

「暑くない」

　どうやら、双葉は若葉にあまり顔を見られたくないようだ。双葉がそんな行動を取るときは、決まっている。ものすごく、照れているのだ。若葉に顔を見せたくないほどに。

「……あの人。お姉ねえさまを助けてくれた人」

「…………」

「高たか崎さき祐介さんって言うんですって。お姉さまと同じ、二年生ですって」

　双葉は答えない。でも、聞いてないというわけではないようだった。

「結構、素敵な人じゃありませんこと？」

「あいつのせいで、こうなったのよ。全然、素敵じゃないわ」

「でも、お姉さまを助けてくれたんですよ。感謝しなきゃ」

「しない。もう寝る。眠いの」

「はいはい」

　若葉はにっこり笑って答えると、自分も布団にもぐりこんで、電気を消した。

「おやすみなさい」

　それからしばらくして、双葉がもぞもぞと動き出した。

「どうしました？」

「……あの変態、ほかになんか言ってなかった？」

「いえ、なにも？」

「あっそ。おやすみ」

　若葉はそんな双葉の様子を見て、優しい笑みを浮かべた。

　……お姉さまも、あの人がちょっと気になっているみたいですわね。

　そんな風に、呟つぶやいた瞬間、若わか葉ばは自分の発した言葉に驚いた。

　今、わたし、なんて言ったの？

『お姉ねえさまも……』って、言ったわ。

　も？　も、ってことは……。

　若葉は首をぶるぶると振った。

　まさか、自分に限って、そんなことがあるわけない。

　なにせ、自分は人ではないのだから。

「どうしたの？」

　双ふた葉ばが様子のおかしい若葉を、怪け訝げんな目で見た。

「い、いえ！　なんにも！」

「驚かさないでよね」

　双葉は再び布団ふとんにもぐりこむ。

　しかしなかなか寝付けないらしく、何度も寝返りをうっている。

「若葉」

「はい」

「あいつに、お礼なんか言っちゃダメだからね」

「……はい」

　ふと若葉は窓の外に、鮮やかな宝石が瞬いてるのを見つけ、感嘆の声をあげた。

「お姉さま！」

「なによ」

「星がすごい！」

「え？　星？」

　窓の外に、夏の夜空に輝く星が見える。街で見る星とは輝きが違う。

「綺き麗れいですわね。来て、よかったですね。お姉さま」

　双葉は、まあ星だけは綺麗ね、と憎まれ口をきいたけど。

　それでも飽きることなく眺めつづけていた。

　若葉はぼんやりと思った。

　祐ゆう介すけさんも、この夜空を見ているのかな……。





　高たか崎さき祐介は、男子寮の部屋の窓から、ぼけっと間抜け面で夜空を見つめていた。彼は、今日助けた女の子、双葉のことを考えていたのであった。

　双葉には、ぶっきらぼうで乱暴な口をきいたけど、それには理由があった。

　彼、高たか崎さき祐ゆう介すけは、女の子とつきあったことがないのであった。

　中学生のころ、恋をしたことはあった。クラスメイトの一人だった。

　髪の毛が長くて、綺き麗れいだった。そして、中学生の高崎祐介には、それで十分であった。しかし……、そんな祐介の初恋が実ることはなかった。彼女は、祐介の友人に恋したのである。それはつらく、せつない思い出だ。

　祐介は、彼女の書いたラブレターを受け取り、それをその友人に渡すという、一生引きずる体験をしたのであった。

　ある日、彼女に呼び出された。期待に胸を膨らませ、下げ駄た箱ばこに向かった祐介は、驚くべきセリフを告げられた。

「これ、わたし、書いたんだけど……」

　どっからどう見てもラブレターだった。回覧版には見えなかった。

　祐介は、生きててよかった、と思った。そして夢が現実になろうとしたとき、彼女は言ったのだった。

「……くんに、渡して」

　その間、二秒だ。他ほかに天国から地獄への最短タイムの例を、寡か聞ぶんにして祐介は知らない。とにもかくにも、その日は祐介にとって忘れられない日になった。

　二人は付き合いだした。祐介は、苦い笑いで二人を祝福した。好き同士が結ばれたんだから、これでよかったんだと思えるほど、大人おとなでも聖人でもなかった。心の中では、常にドス黒い嵐あらしが吹き荒れていた。

　目に見える結果として、祐介はやつれた。その上、それまでも決して良いとはいえなかった成績が落ちた。

　目に見えない結果として、祐介の心の中に、女性に対する不信感が生まれていった。

　それは『女は裏切る』という、逆さか恨うらみもいいところだったけど、誰だれがそんな祐介を責められよう。なにせ、彼は、まだ中学生だったのだから。

　そして、その傷を癒いやすような色っぽい事件もおこらないまま、祐介は受験シーズンを迎えた。成績が落ちたので、レベルを下げに下げた志望校だったが、祐介はポロッと落ちた。

　祐介に残された道は、高校浪人か、それとも、県下で悪名高い全寮制の男子校に行くかのどちらかだった。その男子校は、入学試験で、祐介たちの住んでいる県の白地図が問題用紙に描かかれ、『さて、ここは何県でしょう？』というような問題が出題されたことで有名だった。『九九ができれば受かる』とまことしやかに噂うわさが流れていた。何より恐ろしいのは、それが全部事実だったことだ。

　山奥の全寮制の男子校……。女日照りの毎日……。中学の友人たちは、こぞってやめろと言った。浪人でもいいじゃないか。少なくとも女はいる、と。

　でも、女性に絶望していた祐介は、そこを選んだ。女なんか、と思っていた。

　祐ゆう介すけは無事に入学できた。そして一年が過ぎた……。

　女なんか、と思っていたけど、生理がそれを許さなかった。女がいねえ。それが割とすごい状況だと気づくまでに、時間はそんなにかからなかった。自然と、祐介は屈折していった。友人たちは、異性のことで頭がいっぱいで、口を開けば、女のことばかりだったけど、祐介は違った。

　あまり、そういった女の話には入りたがらなかった。女性に興味がないわけではない。だから、積極的に女嫌いで通したわけじゃなかったが、友人たちほどわかりやすく、女性に対する興味を剥むき出しにはしなかった。『女は裏切る』、そう刷り込まれた記憶と傷が、どうしても引っかかる。

　結果、どこか女性に冷めた感じの祐介像ができあがった。

　こんな感じだ。

　たとえばバッチグーたちが、次の休みには街に繰り出してナンパをしようと騒いでいる。

　祐介は黙ってそれを聞いている。

　話は盛り上がり、友人たちはすでに成功した気になっている。一いち番ばん星ぼしはホテルに連れて行くと騒いでいる。何気にケチなバッチグーは、女の家に行って安く決める、と息巻いている。いつでも死んだほうがいい天てん神じんは、公園のトイレがいい、とわめいている。

　そんなとき、祐介は突っ込むのだ。盛り上がってるのに、水をさしてしまうのだ。

　そんなうまくいくわけないじゃん、と。

　その姿は、友人たちに、カッコつけと、照れが入り混じったものとして映った。このニヒリストが、といった具合だ。

　でも、本音はそうじゃない。

　祐介はとにかく、女性を信じきることができなかったのだ。



　ルームメイトの天神泰たい三ぞうが、ぼんやりと夜空を見つめる祐介に、浮うわついた声で言った。

「祐介どん。聞いてくれでごわすよ」

　天神は、バスに撥はねられた所せ為いで、頭に包帯を巻いている。その姿はヤバイ人にしか見えなかった。その天神が、頬ほおを染め、指を弄いじくりモジモジしている。本当にヤバイ人だった。でも、根が悪いやつでないことを祐介は知っている。

　優しい声で祐介は言った。

「どうした」

「おいどん、今日、女子に告白されたでごわす！」

　嬉うれしそうだった。

「よかったな」

「オナゴども、まずおいどんに『バスにぶつかった人でしょ？』と来たでごわすよ。ジャブでごわすよ。ジャブ」

　どの辺がジャブなんだろうと思いつつも、祐ゆう介すけは言った。

「撥はねられた甲か斐いがあったな」

「あったでごわす。おいどん、オナゴどもに尋ねられたね。シャンプーの匂においのするオナゴども、おいどんに聞いたね！　バス効果絶大でごわすねッ！」

　なんかキマってるんじゃないだろうか、と他人に思わせてしまう迫力で、天てん神じんが言った。

「な、なんて聞かれたんだ？」

「大丈夫？　って聞かれたね！」

「なるほど」

「おいどんを心配してる。つまり惚ほれてるでごわす。遠まわしのラブもいいとこでごわす。ジャブでごわすよ。ジャブ」

　ジャブじゃねえと思いつつも、祐介は相あい槌づちを打ってあげた。

「ほう」

「なんてオナゴは照れ屋さんなんでごわすかね。だから緊張をほぐすために、おいどんだいじょうぶい、なんつって、Ｖサイン。そのＶは、ヴィクトリーのＶでごわすよ。惚れてもいいぜ？　のサインなのでごわす」

「はあ」

「すると顔を青くして、オナゴども、去っていったでごわす。そんな照れなくてもいいのでごわす。おいどん、追いかけたでごわす。すると、オナゴども走って逃げたでごわす。ほんとに照れ屋さんでごわす。おいどん、森のクマさん歌いながら、追いかけたでごわす。オナゴ、照れて、必死に走って逃げやがったでごわすぅ～～～」

「それは、単にお前が怖かっただけでは？」

「なんで？」

　きょとんとした顔で、天神が言った。

「いや、いいけど……」

「でも、祐介どんは、おいどんよりリーチあるでごわすな」

「リーチ？」

「だって、あの朽くつ木き双ふた葉ば……。跳ねッかえりのハートをがっちりキャッチしちゃって。まあ」

「ええ？」

「一いち番ばん星ぼし、密ひそかに狙ねらっていたらしいでごわすよ。でも、ああいう展開では、俺おれの出番はねえなって、嘆なげいていたでごわす」

「あのぐらいで、そんな関係になるかって」

　祐介は呆あきれた調子で言った。

「でも、バッチグーたちはそう思ってないでごわすよ」

「ええ？　なんで？」

「祐ゆう介すけどんは、近日中に、あのオナゴと決めるって、騒いでいたでごわす。先に『オトコ』になられちまうのか、くやし～、ってわめいていたでごわす」

「マジ？」

「嘘うそついてどうするんでごわすか？」

「いつ？」

「さっき、朽くつ木きさん騒動の後でごわすよ。祐介どんが部屋に帰ってからも、おいどんたち、中庭でだべっていたでごわす。女子たちもたくさんいたでごわす。バッチグー、そんな女子たちに向かって、演説をぶったでごわすよ」

「女の子もいたの？」

「そりゃ、いたでごわすよ。正直、女子たちここに来たときは固かったけど、朽木どんを皆で探したおかげで、ちょっぴり打ち解けたでごわす。そういう意味では、祐介どんのトイレ忍び込みは、ホームラン、ランニングホームランでごわすな」

　天てん神じんは頷うなずいた。

　祐介は不安になった。その話があの朽木双ふた葉ばの耳に入ったら……、なんか悪いことになりそうな、そんな気がした。



　翌朝、教室は、ちょっとした緊張状態に包まれていた。

　試験編入で、せっかくやってきた女子は、教室の窓側の席に固まり、男子は男子で、廊下側に固まっている。

　女子たちは、一つの机に固まり、ひそひそとなにやら噂うわさしあっていた。男子はその様子を横目でちらちらと見ている。

　女子たちは、昨日の事件のことで盛り上がっていた。その事件とは、彼女たちの友人……、双葉が行方不明になり、高たか崎さき祐介という男子生徒に背負われて戻ってきたあの事件である。男嫌いの双葉が、男に背負われて帰ってきた、というだけでも事件なのに、小太りのバッチグーとかいう男子生徒の言によれば、二人はもう、出来ている、ということらしい。

　春はる乃の亜あ理り紗さが、さも自分のことのように、集まった女子たちに語っている。

「双葉ちゃんも結構、策士よね～」

　そのセリフを、興味深そうに聞いているのは、千ち歳とせみどりと、森もり村むら麗れい華かだった。二人は腕を組んで、不思議そうに話を聞いていた。二人は双葉が見つかった後、すぐに部屋に帰ってしまったため、バッチグーの話を聞いていなかったのだ。

「亜理紗ちゃん、それほんと？」

　みどりが不思議そうな声で言った。

「あの、朽くつ木きさんがねえ」

　麗れい華かが信じられない、といった口調で言った。亜あ理り紗さが、興奮した口調でまくし立てた。

「男嫌いなんつって、ポーズもいいとこね。自分だけちゃっちゃとオトコ作っちゃってさあ。つうか、あたしたちもこうしちゃいらんないわね……」

　亜理紗は、メガネの奥の目を光らせると、男子を物色し始めた。顔がアイドルみたいで、スタイル抜群の麗華やみどりに見み惚とれていた男子たちは、亜理紗と目があうと、すぐにその目をそらした。怖かったからだ。

「照れてるし～。美び貌ぼうって罪だし～」

　亜理紗は嬉うれしそうに身をくねらせた。その仕草は、なんとなくイソギンチャクを思わせた。



　そんな女子たちを見つめる、三つの影があった。バッチグーと、一いち番ばん星ぼしと、天てん神じん泰たい三ぞうである。バッチグーが、身をくねらせる亜理紗を見て言った。

「成功っしょ」

　なにが成功なんだろうか、と不思議に思った一番星が尋ねる。

「いったい、なにが成功したんだよ」

「おいどんにも説明してくれでごわす」

「しょっぱなの奇襲が功を奏したっしょ。トラ・トラ・トラっしょ」

「え？」

「明日のためのその一っしょ。『女は休み時間、皆でトイレに行く』の法則」

「せ、説明してくれ！」

　バッチグーは自信たっぷりに説明した。

「いいか。女という生き物は、一人がトイレに行くと、あ、わたしも、わたしもー、なんつって、皆で一斉に行く生き物っしょ。今回はそれを巧みに利用させてもらったっしょ」

「はい？」

「昨晩、俺おれはメスどもに、『祐ゆう介すけと双ふた葉ばは、もうデキてる』なんて言ったっしょ？」

　一番星が頷うなずいた。

「言ったな。うん」

「来て早々、カップル成立っしょ。女ども、それでもう頭がいっぱいっしょ」

　天神が、口を開けて頷いた。

「ふむふむ、でごわす」

「連鎖反応が起こるっしょ。あのメスどもは『来て早々、彼氏を作る』が脳内に刷り込まれたっしょ……。したがって、その流れに取り残されたくないばっかりに……」

「ばっかりにぃ！　どうなるんでごわすかぁ！」

「我先にと彼氏を作り始めるっしょ」

「なるほど！」

　一いち番ばん星ぼしが、はっ、とした表情になって、手を握り締めた。

「バッチグー、お前、なんか冴さえてるな……」

「俺おれ、思ったっしょ。力技では、女は落ちない。ココを使うっしょ。外堀から埋めるっしょ」

　バッチグーは頭を指差した。

「でも、実際には祐ゆう介すけと双ふた葉ばちゃんは付き合ってないぜ？」

　一番星が、心配そうに言った。バッチグーが、とぼけた声で言った。

「なんか知らんけど、あいつらまだ来てないっしょ。チャンスっしょ。バレないうちに、熱い鉄を打つっしょ。そりゃもう、ここで打つっしょ」

　バッチグーの腰が、カクカクと動いた。

「さて、あいつらそろそろ、あったまってきた頃ころっしょ」

　バッチグーがついっと、女子たちに向かって行った。一番星が心配そうに言った。

「すげえ、あいつ行ったぞ。でも、いきなり、『つきあってください』なんて言うなよな……」

「足取りが堂々としているでごわす。メモっとくでごわす。足取り堂々、超重要と……」

　バッチグーは、窓際の席にかたまった女子の前に立つと、髪を掻かきあげた。かっこつけているつもりらしかった。女子の間から失笑が漏れた。

　しかし、バッチグーは笑わなかった。真まっ直すぐに麗れい華かを見つめた。一番星と天てん神じんが息を飲んだ。さて、今からバッチグーはどんな風に口説くのであろうか？

「おい、女」

「なあに？」

　麗華が、ニヤリと笑って言った。彼女は女子たちの間で一番、妙にスレた顔つきをしている。この小太り、いったい何を言って私を笑わせてくれるのかしら、とそういう顔だ。

　バッチグーは息を吸い込んだ。そして、淡々と言った。

「やらせろ」

　バッチグーは真顔だった。教室の空気がぴきーんと固まった。

　一番星は、一瞬でもあいつを信じた俺がバカだったと思っていた。

　天神は足りてないので、感動して泣いてしまった。

「ムリ」

　麗華が、冷たい声で返した。

　バッチグーは一番星たちの方を振り返った。口をぽかんと開けていた。信じられない、といった声で、バッチグーが呟つぶやいた。

「なな、なんで？」

　困った声で、一いち番ばん星ぼしが感想をのべた。

「いや、なんで？　と言われても……」

「完かん璧ぺきっしょ！　俺おれの作戦、完璧っしょ！　おい、そこの水商売顔した女！　ムリってどういうことっしょッ！　よくよく考えてから言うっしょぉおおおッ！」

　麗れい華かの頬ほおがぴくぴくとひきつった。ちょっと水っぽい雰囲気の麗華は、ずばりを言われて頭にきた。みどりが心配そうに、その顔を覗のぞき込んだ。

「消えろ」

　麗華がそういうと、バッチグーは深呼吸した。

　それから冷静な声で言った。

「まさか、初日から口説きの奥義を出すとは思わなかったっしょ」

「口説きの奥義？」

「オトコのプライドをかけて、俺、お前にいどむっしょ」

　バッチグーの目は、制服を派手に盛り上げた、麗華の胸にぴったりエイミングしていた。なるほど胸のサイズか、やっぱり、と一番星が呟つぶやいた。

「奥義ってなに？」

「土下座」

　バッチグーは、いきなり頭を地面にこすりつけた。搾しぼり出すような哀願の声が、バッチグーの口から漏れた。

「お願い。一回でいいんで」

「あんたねえぇ……」

　麗華の顔が、紅潮した。

「いやもう、マジで。一回で。ぶっちゃけ一回でいいですから。多くは望みませんから。思い出と言う名の。一瞬のきらめきを俺にくださいっしょ」

　麗華はバッチグーの頭を踏んづけた。そして、ぐりぐりと地面に押し付ける。

「なんなのぉ……、きみぃ……、っていうかぁ……、なんでそう沸くかなぁ～～～」

「は！　くっ！　届かず……、届かず、っしょ……、願い、届かず、っしょ……」

　バッチグーが苦しそうに言った。

「……双ふた葉ばちゃんがいなくてよかったね」と、みどりが言った。



　その頃ころ、祐ゆう介すけは慌てて学校に向かっていた。何な故ぜか、祐介の靴は隠されていたのだった。祐介が、下げ駄た箱ばこの後ろからそれを発見したときには、すでにホームルームの時間が過ぎていた。バッチグーが、祐介を遅刻させるために靴を隠したことを、祐介は知らなかった。

　そのとき、女子寮の方から、誰だれか歩いてくるのに気づいた。走る祐介と、その人物は、同時にお互いの存在に気づいた。

　朽くつ木き双ふた葉ばだった。

　ぴたっと、二人の足が止まる。そして、しばらく、そのまま、見つめあった。女子寮から続く道と、男子寮に続く道は、Ｔ字路で合流して、校舎へと向かう道に続く。

　Ｔ字路までの双葉の距離は、おおよそ十メートル。

　祐ゆう介すけの、Ｔ字路までの距離は、やはりおおよそ十メートル。

　そのＴ字路までの距離は、二人ともほとんど同じだった。

　つまり、このまま歩けば、二人は並んで歩くことになる。二人はそれに至る一歩が踏み出せず、立ち尽くしてしまったのであった。

　二人は、なんとなく、見つめあっていたが、先に双葉が目をそらした。しかし、歩き出さない。唇を尖とがらせ、後ろ手を組んだ。

　祐介は、意識しすぎるのもカッコ悪いと思い、歩き出した。緊張を悟られないように、息を殺し、なんでもない風を装って、双葉の前を通り過ぎる。

　双葉は祐介が通り過ぎ、十メートルほど先行したところで、やっと歩き出した。

　たぶん、祐介には自分が照れているところがバレバレであったろう。それがなんか悔しくて、双葉は大おお股またで歩いた。すると、距離がつまってしまう。再び双葉はゆっくりと歩く。そんな動揺している自分が許せなかった。双葉は、目の前の背中をきっと睨にらみつけた。割と肩幅が広い。昨晩、自分は、あの背中に背負われたのだった。そのときのことを想像すると、顔が火ほ照てった。

　でも……、あいつ、トイレを覗のぞいた。許せない。

　あまつさえ、あたしの……、あたしの……。

　双葉はぎりりと唇を噛かみ締めた。照れと怒りと、なんだかわからない妙な感情が入り混じった目で、祐介の背中を睨みつけながら、校舎へと向かった。

　いったい、祐介はなんで遅刻なんかしてるんだろう。わざわざ待ち伏せでもするみたいに、自分と時間を合わせなくてもいいのに。むかつく。むかつく。

　思わず、若わか葉ばがちゃんと起こさなかったから、あいつと出くわすハメになるのよ……、などと、逆さか恨うらみをしてしまう。

　いや、若葉はちゃんと起こしたのだが、「あと五分……」なんて呟つぶやきながら布団ふとんの中でもぞもぞしていたのは双葉だった。双葉は朝に弱い。

　そんな若葉は、まだ、二人の部屋の片づけをしている。若葉は双葉のためなら、遅刻なんかなんとも思ってないのだった。



　二人が、微妙な時間差で教室についたときには、すでにホームルームが始まっていた。轟とどろきが出席をとっている。

　祐ゆう介すけに続いて、双ふた葉ばが教室に入ってくると、教室は感嘆の囁ささやきに満ちた。

「同伴出勤だ」

「やっぱり、あの二人……」

　そんな囁きが、教室のあちこちから漏れる。男子生徒は、羨うらやましい目で、女子生徒は驚きの混じった目で、二人を見つめた。

　双葉が、きっ、と睨にらむと、教室のざわめきは止まった。轟とどろきが、出席簿をいじりながら、そんな二人に文句をつけた。

「なんやきみら。朝から仲良く出勤ですか。どういうことですかいのう……」

　轟はなぜか、いつも手にヤカンを握っている。たまにそこから水を飲む。水筒代わりなのかもしれない。そのヤカンをいきなり振り回しながら、轟はわめいた。

「お前ら！　校長センセの訓示を聞き忘れたんかぁ～～～！」

　双葉と、祐介は、一瞬たじろいだ。

「ええか貴様ら。試験編入が始まったからって、浮かれるんやないでぇ！　男女交際は禁止や！　言ったろ！　十回ぐらい、校長センセが言ったろがぁ！　なんか問題あったら試験編入中止やで！　メスの皆さんはバスで速攻お帰りやで！　それを貴様らはぁ～～、あっさり破りおってぇ！」

　轟、頭から湯気が出そうな勢いだ。

「貴様ら、仲良く試験編入の初日っから遅刻しよってからに！　今まで二人で何しとったんや！　あてつけですか。ワシへの挑戦ですか!?」

　轟は、吐き出すように付け加えた。

「ご褒ほう美びや。そんなカプルゥーなきみらは仲良く廊下に立っとれ。でも、廊下でイチャついたりしやがった日には、轟、もっと怒ったるで。独身にかけて、きみらを退学にするで」

　祐介はため息をついた。祐介と双葉は、偶然いっしょになっただけだ。轟が言うような関係では、ない。それはもう、まったくない。でも、こうなった轟に何を言い訳しても無駄なことを祐介はよく知っていた。

　おとなしく、祐介が廊下に向かおうとしたそのとき……。

　双葉が爆発した。

「誰だれと誰が付き合ってるってッ!?」

　さっきまで、恥ずかしそうに俯うつむいていた顔が、怒りで歪ゆがんでいる。轟は口をぽかんとあけた。もじもじ、なにやら照れくさそうにしているもんだから、おとなしい子だと思っていたのに。轟は、彼女をナメていたことに気づいた。そんな風に侮あなどっていた女子生徒からの、果か敢かんな反撃に、轟はたじろいだ。

「ねえぇ？　先生。誰と誰が付き合ってるって？　なんであたしが……」

　双葉は祐介を指差した。物もの凄すごい剣幕だ。腕を組み、轟を睨みつけた。その整った顔立ちと、華きや奢しやだけどすらりと伸びたスタイルが、若い女に慣れてない轟とどろきを派手に威い嚇かくした。

「なんであたしがこんなヤツと付き合わなきゃならないのよ！」

「はう！　ひ！　ぐ！」

　轟は、迫力に押され、黒板まで後じさった。女子生徒から、歓声が起こる。あの轟を、初日からやりこめるなんて、随分おっかない女だ、と、男子たちは唖あ然ぜんとしてその様子を見守っていた。

「表面だけで、物事決めると、火傷やけどするわよ」

　双ふた葉ばはそう言うと、悠然と空いている席に向かった。

「あ、お前、そこは……」

　轟が、とめようとしたけど、双葉はどかっと、その席に腰掛けた。聞く耳持たないとでも言った風に、イヤホンを耳にはめ、音楽を聴き始めた。

「そこはお前の席やない、お前の席はな……」

　困ったように轟が、双葉に言った。しかし、双葉はじろりと轟を睨にらみ返す。

　轟は汗を一筋たらすと、こほんと咳せき払ばらいをして、教室を出て行った。

　女子生徒が、わぁ！　と歓声をあげて、双葉の席を取り囲む。

　そんな様子を、先ほど麗れい華かに頭を踏まれたバッチグーたちが、唖然として見つめていた。バッチグーの目が、祐ゆう介すけの姿にとまった。祐介、自分の席に座って、ぼけっとしていた。理不尽な怒りが、バッチグーの中に燃え上がった。

「おい、祐介」

「あ？　なんだよ」

　祐介が振り返る。バッチグーは、その頭を小突いた。

「いてえな。なにすんだよ」

「なにすんだよってないっしょ。お前、俺おれの計画ずたずたにしてくれてからに……」

　バッチグーの目が据すわっている。

「意味わかんねえよ」

　いったい、バッチグーは何にそんなに腹をたてているんだろう。

「お前、あんなペチャぐらい、速攻落とすっしょ！」

「はぁ？　どういうこと？」

「どういうことも、なにも、俺の計画が……」

　そのとき、女子達の間でも、双葉に対する追及が始まっていた。

「しっかし、双葉ちゃんはすごいね」

　亜あ理り紗さが言った。

「すごくないわよ、別に。あのバカが、勝手に決め付けるから、ムカついただけ」

「いや、そうじゃなくって。轟のことじゃなくって」

「ん？」

　双ふた葉ばは顔をあげた。

「早さつ速そく、彼氏作っちゃうなんて、やるじゃない！　すごいなあ！」

「え？　どういうこと？」

「先生には否定したけど、ほんとは付き合ってるんでしょ？」

「はぁ？」

「だからぁ、言ったでしょ？　別になんでもないって」

「さっきだって、いっしょにいたんでしょ？　でも、同時に教室入ったら、まずいって言うんで、時間をずらして入ってきたんでしょ？　芸が細かいわね」

「はい？」

「ねぇ、いったい、どっちが告白したの？　双葉ちゃん？　それとも彼？」

　亜あ理り紗さがにじりよりながら、双葉に尋ねた。皆、興味津々といった顔で、自分を見つめている。

　どうやら、女子たちの間では、自分と高たか崎さき祐ゆう介すけが付き合っているということになっているらしい。なんだそれ。誤解だ。

「誰だれが言ったの？　あたしと、高崎が付き合ってるなんて……」

　低い声で双葉は尋ねた。亜理紗は、祐介となにやら話しこんでいる、バッチグーを指差した。

「あの、バッチグーとか呼ばれてる、メガネが」

　双葉は、きっ、とバッチグーたちを睨にらみつけた。なんで、そんなデマを流したんだろう。今、とっちめてやろうと思ったけど、一時間目の授業の教師が教室に入ってきた。

　昼休みになったら、どうしてそんなデマを流したのか、問い詰めてやろうと、双葉は思った。



　休み時間……。

　腕を組んだ双葉の前では、バッチグーが口から涎よだれを垂らして気絶していた。その顔面が、贔屓ひいき目めに言って、腫はれあがっていた。より端的に言うなら、破壊され尽くしていた。『祐介とつきあっている』とデマを飛ばしたために、双葉の怒りを買ったのであった。

　双葉に詰め寄られた際に、よせばいいのにバッチグーは言い返した。

　その際にバッチグーに言われたセリフ「どうせなら付き合っちゃえ。お前だって満更じゃないっしょ？」が痛くカンに触ったらしい。

『満更じゃない』その感情こそが、双葉がここまで怒った原因の一つだった。

「なんでそんなデマ流したのよ」

　双葉は怒りに燃えた目で、バッチグーを睨んで言った。しかし、バッチグーは気絶していて返事をできる状態になかった。

「あっそ。じゃあ寝てなさい。ずっと」

　双ふた葉ばの足が持ち上がった。バッチグーに止とどめをさそうというのであろう。

「やめろ。もういいだろ」

　そのとき、居並ぶ傍観者の間から、声が漏れた。高たか崎さき祐ゆう介すけであった。彼は、嘘うそをついたバッチグーも悪いけど、さすがにやり過ぎだと思っていた。

　双葉は、祐介が出てきたことで、反射的に足を引っ込めた。でも、ここでやめたら、自分が高崎祐介を意識している証明になってしまう。そんなことは、認められなかった。なにせ、祐介は自分のトイレを……。だから、双葉はかまわずにバッチグーを踏んづけようとした。

　しかし、踏みつけようとした足が、祐介によってつかまれる。祐介に足首を握られて、双葉は激しく、どきっ、とした。しかし、そんなことは顔には出せない。低い声で双葉は言った。

「は、はなしてよ」

「やめろって」

　意外に強い声だった。そのとき、双葉は気づいた。クラスメイトのほとんどすべてが、息を飲んで自分たちのやりとりを見つめている。分が悪い。この分では、自分の動揺を悟られてしまうかもしれない。そんなことは、双ふた葉ばのプライドが許さない。



    

  
    
      



    

  
    
      「わかったわよ。だから、はなして」

　冷静さを装った声で双葉は言った。祐ゆう介すけは手をはなした。双葉は足を床に置くと、心の中で深呼吸した。このままでは、祐介にやられっぱなしだ。双葉は、ほんとに子供っぽい感情から、この場を祐介がおさめたことが、気に入らなかった。

　なんとか、少し反撃しなければ、癪しやくにさわる。このままではきっと、眠れない。

　双葉は祐介の胸を辺りを睨にらみつけた。目があうと、意識してしまうからだった。

「誰だれがあんたなんかと付き合うもんですか」

「え？」

「トイレを覗のぞいた、あんたなんかとさ」

　双葉は、それだけ言い放つと、さっさと教室を出て行った。そのあとを、女子達が追いかける。

　女子が去ったあと、バッチグーはむくりと起き上がった。

「大丈夫か？　おい」

　祐介が言った。バッチグーは微笑ほほえんだ。

「白」

「はい？」

「あんなに足を振り上げたら、寝ている俺おれには丸見えっしょ。しっかし、白とは。おこちゃまっしょ」

　男子生徒がそんなバッチグーを取り囲んで、口々にその不屈の闘志を褒ほめ称たたえた。祐介は、助けるんじゃなかった、と、後悔した。

　バッチグーをとっちめる様を見て、気が強い女の子が好きな一いち番ばん星ぼしはますます双葉を気に入った。攻略対象として、気が強ければ強いほど燃え上がるという、困った性格をしていたためである。天てん神じんはバッチグーが破壊され尽くす様が、女子に対するトラウマになった。結果、ロリータ志向をより高めることになった。困った嗜し好こうであった。



　しかし……。その日から、女子と男子の間には冷戦が始まり、一番星と天神の嗜好が満たされることは叶かなわなくなった。

　女子はこの一件以来、男子たちとまともに話をしなくなってしまったからである。

　他ほかの学年は割とうまくやっていたのに、祐介たち二年生では女子と男子の間が険悪になっていた。クーラーのない教室は、うだるような暑さだったのだが、二年生の教室には寒風が吹きすさんでいた。

　そんな女子たちの中心には、いつも朽くつ木き双葉がいた。



    

  
    
      


第四章　冷戦状態



　祐ゆう介すけたちのクラスに毒どくガスと呼ばれる少年がいる。いじめられっこである彼は、自分をいじめる連中をクラスから根絶するために、かつて押入れで毒ガスを調合したことがある。

　でも、調合中に換気を忘れ、自分が毒ガスの犠ぎ牲せいになってしまい、救急車で運ばれたのである。その日以来、彼は畏い怖ふと軽けい蔑べつをこめて毒ガスと呼ばれている。

　影が薄いので、クラスメイトでも本名を知らないヤツがいる、可哀想かわいそうな少年であった。趣味はカメラ。

　しかし、今まではあまり被写体に恵まれていなかった。森の木とか、鳥とか、彼自身が興味を大して持っていないものを毒ガスは撮とっていた。しかし、女子がたくさんやってきたことが、毒ガスのカメラ魂に火を点つけた。撮るものには困らない。バラ色である。



　その日の夜……。

　毒ガスが向かった先は、風ふ呂ろ場ばであった。時間は夕方過ぎ。風呂場は、共同施設の裏にある。眺めのよい、立派な露天風呂で一見、外から覗のぞかれやすいように見える。でも、一方が崖がけになっているため、容易には覗かれないようなつくりになっている。

　しかし、毒ガスは独自のリサーチで、そんな風呂場を視界におさめるスポットの存在を知っていた。

　崖の下の森には、背の高い木も生えていた。一番高い木に登ると、板塀と天井の一メートルほどの間から、風呂場が覗けるのであった。木の上は真っ暗なので、風呂場から見られる心配もない。毒ガスは、今夜、撮影に挑むつもりであった。

　女子の風呂タイムが始まる二時間前には木にのぼり、カメラをセットし、スタンバイした。

　痺しびれるような時間が過ぎて、女子がどやどやと風呂場に入ってきた。



「ふぅ……」

　双ふた葉ばはゆっくりと髪をかきあげた。ふむ、なるほど。男はバカばっかりだけど、この風呂場だけは褒ほめてもいいかもしれない。露天風呂なんて久しぶりだ。いつか、家族と行って以来だ。

　隣では、みどりと亜あ理り紗さがお湯をかけあって遊んでいる。

　麗れい華かが、向かいにいて、双葉と目があったのに気づいて、微笑ほほえんだ。それから、上半身をそらして、孔くじ雀やくのように胸を誇示した。麗華の豊かなバストが目に飛び込んでくる。ちょっとしたイヤミなんだろうか。麗華は、双葉が女子の間で人気があるのが面白くないのかもしれない。ことあるごとに、自分にちょっかいを出してくる。

　麗れい華かはゆっくりと自分のバストにお湯をかけた。絶対、ナメられてる。双ふた葉ばは自分の胸を、寂しげな目でちらっと見つめた。

　悲しいほどに膨らんでいないそこが、お湯の中で泳いでいる。双葉は悔しそうに唇をかみ締めると、湯船に体を深くしずめた。

　気になって、他ほかの女子たちの体を観察してみる。いい機会だった。

　しかし……。みどりも、亜あ理り紗さも、かなり大きかった。劣等感が双葉を襲う。

　さらに体を沈めた。こうしてよく観察してみると、もしかしたら自分が一番小さいのではないだろうか。そう思った。一年生も混じっている。それほど人数がいないので、全学年の女子が風ふ呂ろに入っているのだった。

　一年生の美み南なみ早さ苗なえがゆっくりと近づいてきて、双葉の隣にちょこんと座った。双葉の隣にいる若わか葉ばに向かって、双葉越しに軽く会釈をする。若葉もにっこりと微笑ほほえみ返した。

　サボテンは頭の上に乗っかっている。若葉は片手でそれを支えていた。

　いきなり近づいてきた早苗に、双葉はなんなのかしら、この子、と思った。

　早苗は、何か興味深そうに、双葉の胸を覗のぞき込んでいる。

「な、なあに？」

　双葉は目を細めて早苗にたずねた。

「いえ、なんでも……」

　声は小さいが、妙に楽しそうだった。双葉はなんだか照れくさくなって、両手を胸の前で組んで、隠した。

「双葉先輩」

「なあに？」

「サイズ、当てていいですか？」

　双葉の眉まゆが、反応した。ひきつった声で、双葉は答えた。

「い、いいわよ」

「ぎりぎりＡ」

　……当たっていた。それから早苗は顔を赤らめて言った。

「わたし、今まで双葉先輩のこと、ちょっと苦手だったんです。なんか、乱暴な気がして。でも、今はなんか仲良くなれそうな、そんな気がします」

　暗にわたしと胸のサイズが同じ、と言われている。

　病気がちの早苗は、歳としの割に幼い体つきをしている。身長も低い。そんな早苗に、胸のサイズで親近感を覚えられてしまっては、立つ瀬がない。

　かといって、怒るのも先輩として大人おとな気げない。

　双葉は青筋を立てながら、洗い場へと移動した。若葉もついてくる。

　お湯を張った桶おけで、体を流していると、大人おとなの体が隣に並んだ。

　千ち種ぐさ先生であった。

　裸の千種を見るのは初めてだった。千種は、風ふ呂ろ椅い子すにすわり、小さなタオルを太ふと腿ももの上に置いたきりで、豊かな肢し体たいを露天風呂の電球の下にさらけ出していた。

　思わず双ふた葉ばは、千種先生の体をうっとりと眺めてしまう。お湯をかけるたび豊満な胸の上で、お湯が弾はじかれ、水滴になり、その豊かな曲線をなぞっていく。

　いったい、自分となにがどうしてこうも違うのだろうと思いながら、双葉はぼんやりと千種先生の胸を見つめていた。同じ女なんだろうか。人種が違うのだろうか。急になんだか自分が、とてもつまらない生き物になってしまったように感じる。

「どうしたの？」

　千種が口を開いた。

「な、なんでもありません！」

　双葉は石せつ鹸けんをタオルにこすり付けるとやけくそといった勢いで、体を洗い始める。

　そんな様子を微笑ほほえましく見守りながら、千種が言った。

「どう？　男の子たちとは、うまく行ってる？」

「行くわけないじゃないですか。バカばっかりです」

　そんな風に答えながらも、自然に千種の胸に視線がいってしまう。

「さっきからどうしたの？　わたしの胸になにかついてる？」

　双葉はしばらく黙っていたが、意を決したように千種に向き直る。

「あの、先生」

「なあに？」

「……どうやったら、そんなに大きくなれるんですか？」

　頬ほおを赤らめて、双葉は尋ねた。千種は一瞬、なんのことか気づかなかったが、双葉の胸を見て、気づいた。それから自分の胸を見つめる。交互に見比べながら、千種は困った笑顔を浮かべた。

「どうって言われても、こういうのは個人差だから……」

「昔から、大きかったんですか？」

「そ、そうね……。クラスの中でも大きいほうだったかな、うん。わかんないけど」

「なんか、大きくなるために薬飲んだりしました？」

「何もしなかったけど……」

　急に双葉はとても恥ずかしくなった。

　いったい、自分はなんてことを聞いてるんだろう。

　年頃の悩みなんだろう、と千種は思った。自分も、彼女ぐらいの歳としのころには、容姿や体のことでひどく悩んだりしたものだ。千種は微笑んだ。

「雑誌で見た、豊胸マッサージなら知ってるけど」

　双ふた葉ばの肩が、ぴくんと動いた。

「それ……、よかったら、教えてください」

　同じ歳としの友達には、決して言えないセリフだった。

「じゃあ、腕を持ち上げて」

「は、はい……」

　腕を持ち上げると、千ち種ぐさの手が後ろから抱きすくめるように伸びて、双葉の胸を包み込んだ。

「こうやって、上に持ち上げるようにマッサージするの」

「は、はぁ……」

　誰だれかに胸を握られるなんて初めてで、双葉は顔を赤らめた。千種の手が、優しく双葉の小ぶりな胸を揉もみしだく。

「でも、自分じゃできないですね。これ……」

「そうね……」



　若わか葉ばは、うるうると泣きながらそんな双葉と千種の姿を見つめている。双葉が不ふ憫びんで仕方がない。自分の胸を、分け与えてあげられたら、幸せなのに、と若葉は思う。

　そんな風に、双葉を憐あわれんでいると……。

「え？　声？」

　若葉の耳に、人間ではないものの声が届いた。

　……もし、そこのお方。

　はっ、と、若葉はその声に反応した。声のするほうを見ると、壁の向こうに一本の大きな木が見えた。

　誰？

　若葉は問い返した。

　……お隣さんじゃよ。お若いかた。ワシはその風ふ呂ろ場ばができてから、ずうっとそこを見守ってきた。

　その木が、若葉に声をかけていたのであった。

　……さっきから、ワシの上にのっかって、何やら機械をいじくっておる人間がいる。ワシは人間の決まりはよく知らんが、まずいんじゃないのかな？

　人間？　もしかして、お風呂を覗のぞいているのかしら？

　……そうなるんじゃろうな。別に、人間たちが何をしようがワシには関係がないが、あんたがその場にいるんじゃ話は別じゃ。お知らせせねばならんと思うてな。

　ありがとう。

　若わか葉ばは木に返事を返した。

　それから、小声で、豊胸マッサージ中の双ふた葉ばに知らせる。

「お姉ねえさま、どうやら、お風ふ呂ろを覗のぞいてる人がいらっしゃるようです」

　双葉は耳を澄ました。ゆっくりと、心にかかった扉を開いていく。いつも植物の声が聞こえてしまっては、頭が痛くなるため、自然と身についた業わざだった。

「確かに、そうみたいね」

「どうしましょう？」

「あの木の上にいるのね」

　若葉が頷うなずく。

「とりあえず、あの木に頼んで、そいつを落としてもらおうかしら」

　さっきまでの恥ずかしそうな表情が消え、眉まゆがつりあがり、戦闘的な双葉が顔を覗かせていた。若葉は、以前双葉のこんな顔を見たことがあった。

　小学生のころ、双葉の胸のサイズを男子がからかったあのときだ。

　そのとき、双葉は、軽く三人ほど病院送りにしたのであった。



　毒どくガスは音を立てないように、慎重にシャッターをきり続けた。

　そのときである。

　乗っていた木の枝が、急に動いた。

「あれ？」

　乗っている自分を振り落とすかのように、枝がしなる。毒ガスは空中に放ほうり出された。そのまま、万有引力の法則にしたがって、毒ガスは地面に激突した。



　毒ガスは目を覚ました。地面に落ちた衝撃で気絶したが、体が軽い所せ為いもあり、幸い、どこも怪け我がしなかったようだ。毒ガスはあわててカメラを探した。

　茂みの中にカメラは落ちていた。それを取り上げようとすると、誰だれかがひょいと、それを持ち上げた。

　見上げると、タオル一枚の朽くつ木き双葉が仁王立ちしていた。髪からはまだお湯の雫しずくがたれている。服を着るのももどかしく、駆けつけてきたのだろう。

　同じようにタオル一枚の女子たちがその後ろに控えている。あたふたと逃げ出そうとするが、逃げ道をふさがれる。

　双葉は一眼レフを操作すると、フィルムを取り出した。どこまでも怖い声で、双葉が言った。

「これはもらっておくわね」

「は、はい……」

　毒どくガスは震ふるえる声で、答えた。

　双ふた葉ばはケースからフィルムを引き出しながら、毒ガスに尋ねた。

「あんた、一人でこれを楽しむつもりだったの？」

　頭がぐるぐる回った。とにかく、この場を切り抜けることで、毒ガスの頭はいっぱいになった。必死に毒ガスは弁解を始めた。

「い、いやその、ボク、クラスの男子に頼まれて……」

　クラスの男子？

　双葉は祐ゆう介すけの顔を思い出した。祐介と決まったわけではないが、祐介もそのメンバーの中に入っているのだろうか。

　許せない。双葉の顔が赤みを増した。

　双葉はにっこりと兇きよう悪あくに笑いながら頷うなずいた。

「そう」

　双葉は、振り返ると、歩き出した。去り際に彼女は親指をぱちんと弾はじいた。

　怒り狂った女子たちが、いっせいに毒ガスに飛びかかり、弱そうなその体を破壊しつくしていく。

「あ！　ごめんなさい！　ゆるして！　ゆるしてぇ～～～～～ッ！」

　毒ガスの悲鳴が、森の中に響く。



    

  
    
      



    

  
    
      　若わか葉ばが、歩く双ふた葉ばのあとを追いかける。

　双葉は、後ろを振り返らず、言った。

「若葉」

「はい！」

「戦争よ！　あいつら、絶対許さない！」



　毒どくガスの盗撮事件は大騒ぎになったが、始まったばかりの試験編入がいきなり中止になったのではお互い外聞が悪い、ということで、表向きは続行が決まった。

　しかし、女子たちは収まらなかった。

　朽くつ木き双葉を筆頭とする女子たちは、男子生徒に対して、意地悪を開始したのだ。

　共同施設には売店がある。そこには雑誌が売っている。もちろん、娯ご楽らくの少ない鐘かねノの音ね学園では、雑誌は一般の人が想像する以上の娯楽品である。

　人気の雑誌が発売される日は、並んで買うものも多い。

　天てん神じん泰たい三ぞうもその一人であった。彼は、楽しみにしている漫画雑誌の発売日、それを買いに出かけた。しかし、驚いたことに、それは売ってなかった。売店のおばちゃんは売り切れだと天神に告げた。

「どういうことでごわすかぁ！　『マニアックロリータコミック』が売り切れなんて、ありえないでごわすよぉ！　買ってるのおいどんだけでごわすよぉ！」

　天神は売店のおばちゃんに泣きついた。

「でもねぇ、さっき女の子が来て、買っていっちゃったんだよ……。おばちゃんも商売だからねぇ、先来た人に売っちゃうのよ。ごめんね」

　天神が、よよよ、と途方にくれていると背後から声がかけられた。

「あんたが欲しがってる漫画雑誌ってこれ？」

　朽木双葉と、その取り巻きの女子たちだった。にやにやと笑って、雑誌を手に持っている。

「返してでごわすよぉ！」

　天神は双葉に飛びつこうとした。しかし、双葉は器用に身をかわし、足をひっかけた。天神は地面に転がる。

　倒れた天神の鼻先で、双葉は雑誌をつまんでぴらぴらと振って見せた。

「続きが気になってるでごわすよぉ……。後生でごわす……。おいどんのマンガ返してでごわす……」

　しかし、双葉は冷たく言い放った。

「なに言ってんの。あんたのマンガじゃないでしょ。あたしが買ったんだから」

「それはオナゴの読む雑誌ではないでごわすよ」

「そんなのあたしの勝手でしょ。この雑誌はいまではあたしのもの。つまり、どうしようが……」

　双ふた葉ばは天てん神じんの目の前で、雑誌をびりびりと破いて見せた。

　天神の目がまん丸に見開かれる。

「ああああああ！　なんてことをぉ！」

「あたしの勝手でしょ」

　双葉はびりびりに破いた雑誌を、天神の顔に振りかけた。

「あ、ああああ、ひどいでごわすよぉ……」

　天神は破れた雑誌の切れ端を一枚ずつ拾って、さめざめと泣いた。双葉たちはにやっと笑って去っていった。



　女子たちは男子が楽しみにしている雑誌類を買い占め始めたのである。それに気づいた男子が、授業の前に行っても、売店の前に張り込んでいた女子たちに、先に買われてしまうのだった。しかも女子は買った雑誌をすべて破って捨ててしまうため、回し読みもままならない。

　娯ご楽らくの少ない鐘かねノの音ね学園において、これは大打撃だった。

　祐ゆう介すけのクラスの女子が、中心になってそれを行ったため、自然に非難は祐介たちに集まった。お前らのクラスの女をどうにかしろ、と言うわけである。

　しかし、毒どくガスの盗撮事件以来、女子たちは聞く耳を持たない。

　明らかに、男子に対する宣戦布告であった。



　その夜……。

　祐介の部屋では緊急会議が開かれていた。いつものメンバーが車座になって頭を痛めていた。

「あいつら、兵ひよう糧ろう攻めでくるとは……」

「おいどんの『マニアックロリータ』が……」

　天神はさめざめと泣いている。一いち番ばん星ぼしも悔しそうに言った。

「あいつら、俺おれの『熱血ギターマガジン』も買い占めやがった」

「なにより頭にくるのが、毒ガスに盗撮を命じたのが俺たちだと思ってることっしょ！」

「参ったね」

　祐介が言った。朽くつ木き双葉の姿が目に浮かぶ。風ふ呂ろを覗のぞかれて、よっぽど頭にきたんだろうな、と思う。

「やられっぱなしは性にあわないっしょ。メスどもめ、優しくしてやったのに、つけあがりやがって……」

「お前がいつ優しくしたんだよ」

「密ひそかに優しくしてやってたっしょ！　とりあえず生暖かい視線で見守っていたっしょ！」

　バッチグーが叫んだ。

「報復作戦を開始するっしょ」

「なにをするんだ？」

「あいつら、俺おれたちの娯ご楽らくを奪いやがった。こっちも楽しみを軽くうばってやるっしょ」

　バッチグーは天てん神じんに向き直った。

「天神」

「なんでごわすか？」

「お前、カエルたくさん捕まえてこいっしょ。得意っしょ。カエル取り」

「死ぬほど得意でごわす」

「川が干上がるほど捕まえてこいっしょ」

「ラジャーでごわす」

　天神が走って、部屋を出て行った。

「カエルなんかどうすんの」

　祐ゆう介すけが聞くと、バッチグーはニヤリと笑った。



　翌日の朝、共同施設の食堂には相変わらず冷ややかな空気が流れていた。女子は相変わらず女子だけで固まっている。男子はそんな女子をちらちらと眺めておかずにしながら、ご飯を食べるのだった。

　祐介は同室の天神といっしょに食堂にやってきた。

　席について、バッチグーと一いち番ばん星ぼしがいないことに気づく。

「バッチグーたちがいないな」

「ほんとでごわすな。飯に来ないなんて、何事でごわすかね？」

　祐介は、なんだかいやな予感がした。

　今日の朝ごはんにはお吸い物がついていた。お椀わんに蓋ふたがしてある。

　いただきまーすと、一斉に、蓋を開けた瞬間、女子のテーブルから悲鳴が聞こえてきた。

「きゃあ！　カカ、カエル！」

「お吸い物の中に生きたカエルが！」

　食堂は大騒ぎになった。

　女子たちは倒れ、卒倒し、保健室に運ばれる者もいた。



　そんな様子を双ふた葉ばは腕を組んで見つめていた。男子の仕業だ。雑誌を買い占めた仕返しに違いない。

「お、お姉ねえさま……」

　若わか葉ばが、心配そうに姉を見つめた。そろそろいけない。双ふた葉ばは爆発しそうである。こうなったら、もう、誰だれにも止められないのだ。

　双葉の周りに、クラスの女子たちが集まってきた。

「カエルを仕込むなんて、信じられない！」

「あいつら、何を考えてるのかしら！」

　口々に文句を並べ立てる。唯一、千ち歳とせみどりだけがきょとんとしている。手のひらにカエルを乗せて遊んでいた。

「あはは。かわいー。カエルさん、お吸い物の中、熱かった？」

　カエルがケロケロと鳴きながら、飛び跳ねて、双葉の顔に張り付いた。

「あう！　カエルさん！　そこ、双葉ちゃんの顔だよ！」

　それでも双葉は微動だにしない。

「カエル、似合うわよ？」

　麗れい華かが、笑いながら言った。

　若葉が微動だにしない双葉の周りをおろおろと歩き回った。

「お姉さま、大丈夫ですか？　お姉さま？」

　双葉は、ゆっくりと右手で、顔に張り付いたカエルを、引き剥はがした。

　そのカエルを、しゃがんで、ゆっくりと地面に下ろしてやる。

　双葉は腕を組んだ。そして、背筋を伸ばして、食堂から出て行く男子を睨にらみつける。

　食堂を出て行く祐ゆう介すけの姿が見える。

　その隣にいたバッチグーと天てん神じんが、こちらを振り返り、べぇええと舌を出して見せた。双葉の拳こぶしが硬く握り締められる。

「あいつら、どうやら痛い目にあいたいみたいね」

「お姉さま！　暴力は！」

「女の子なんだから、少しはおしとやかにしたらどう？　あんたが妙なケンカをしかけるから、あたしたちまで迷惑したじゃない」

　麗華がつまらなそうに言った。

「ごめんね。あたし、意地っ張りなのよ」

　双葉は、歩き出した。カエル事件で怒り心頭に発した女子たちが、その後ろ姿を追う。

　麗華は両手をやれやれと広げて、ため息をついた。



　その日の夜、一いち番ばん星ぼしは、寮に続く道を歩いていた。街灯などないので、辺りは真っ暗だ。通いなれた道とは言え、不気味である。

　一いち番ばん星ぼしは、テストの点数が思わしくなく、追試を受けていたのであった。追試は、終わったらその場で採点される。そして、点数が一定に満たなければ、その場でやり直しを命じられる。天てん神じんとバッチグーは、未いまだに問題を解いている。一番星は、追試組の中では、問題を早く片付けた方であった。

　風が吹いて、茂みが音を立てた。

　がさり。

　一番星は、一瞬、飛び上がった。ほとんど真っ暗なだけに、いつもは何気なく聞き流すそんな音さえ、恐怖を与えてくれる。

「なんでぇ、驚かすない……」

　笑顔を無理やり浮かべ、一番星は歩みを速めた。

　そのとき……。

　一番星は、地面に転がる妙なものを見つけた。

「ん？」

　白い、布のようなものだ。思わず拾い上げる。

「なんだこりゃ。タオル？」

　月明かりに透かして、マジマジと見つめる。タオルかと思ったら、違った。

　それは、なんと……。

「ぱ、ぱんてぃいいいいい……」

　思いがけない落し物であった。一番星は辺りをきょろきょろと見回した。

　自分以外、誰だれも歩いていない。こほんともっともらしく咳せきをかまして、一番星はそれをポケットに入れた。

「落とすほうが悪い。うん。っていうか、とりあえず一割」

　そのままニヤけて、落とし主を想像する。誰のだろう。誰のかわからないから余計に、楽しくなる。夢が広がる。

　一番星は、さらに辺りを探してみた。

　一個とは限らない。洗濯物を運んでいる途中に落としたのだとすれば、さらに大量のお宝がこぼれている可能性もある。

「名前が書いてありゃあ、ベストなんだけどな……」

　さっきまで怖くて震ふるえていた一番星は、性欲の虜とりこになっていた。はいつくばる。四つんばいになって、目を凝こらした。

　すると、茂みの下に、やはり白い物体があるのを発見した。

　一番星はそれに飛びついた。

「おお、こ、これは……」

　ブラジャーであった。感動で、一番星は泣きそうになった。

　これで、上下セット、そろってしまった。

　それをメガネのように、一いち番ばん星ぼしは顔につけた。

「メガネ。なんつって。なんつって！」

　一番星は、幸せの絶頂をかみ締めていた。ブラの裏側に、なにやら文字が書いてあるのに気づく。それを月に必死に透かして確かめた。

「ＫＵ……ＴＳＵ……ＫＩ」

　朽くつ木き？　まさか、あの朽木双ふた葉ば？　生意気で、気が強い朽木双葉のものなのか？

「や、やったぁ！」

　飛びあがろうとしたその瞬間、後頭部に衝撃が走った。

　一番星は、幸せの絶頂のど真ん中、地面に崩れ落ちた。



　倒れて気絶した一番星を取り囲む、影があった。

　バットを握って、固い表情をしているのは朽木双葉であった。そして、倒れた一番星を心配そうに覗のぞき込んでいるのは若わか葉ばであった。春はる乃の亜あ理り紗さの姿も見えた。

　他ほかには祐ゆう介すけのクラスの女子たちのほとんどが姿を見せていた。皆して、茂みに隠れていたのである。

「ほんとに被かぶるとは思わなかったわ」

　双葉は吐き捨てるように言った。

「しっかし、こんなにうまくいくなんてねぇ」

　呆あきれた声で麗れい華かが言った。この、下着を夜道において、拾って油断した男子をやっつけようという作戦を提示したのは彼女であった。冗談半分だったが、双葉はそれを採用した。

　双葉はうつぶせに倒れた一番星をひっくり返した。

　そしてその顔に、『天てん誅ちゆう』と書かれた紙を貼はり付けた。



　翌朝、一番星は悲ひ惨さんな姿で発見された。

　下半身はパンツ一丁にされ、木にくくりつけられ、猿さる轡ぐつわをかまされ、顔には『天誅』と書かれた紙が貼ってあった。朝から一番星を探していた祐介たちが猿轡を外してやると、一番星は「仇かたきをうってくれ……」と言い残して気絶した。

　そこに、学校に向かう女子の一団が現れた。

　双葉たちであった。

　一番星を介抱する祐介たちを、見て、双葉がにやりと笑った。

「あら、どうしたの？」

「……お前」

「なによ」

「ちょっとこれは、やりすぎじゃねえのか？」

　祐ゆう介すけは双ふた葉ばを睨にらみつけて言った。

「あのねえ」

「なんだよ」

「あたしが犯人だって証拠は、どこにあんのよ」

「そんなの、一いち番ばん星ぼしに聞けば、わかるだろ」

「……暗くら闇やみの中で、どうして犯人がわかんのよ」

　双葉は勝ち誇ったように言った。

「暗闇？　お前、どうして一番星がやられたのが暗闇って知ってんだよ」

　双葉は言葉につまった。それから、他ほかの女子を促した。

「行こう」

「おい、待てよ」

　祐介がその背中に怒鳴る。

　しかし、双葉は行ってしまった。

　かわいくねえ、っていうか、なんなんだあいつ。

　祐介の体を怒りが包んだ。



    

  
    
      


第五章　対決



　寮に通じる山道で、若わか葉ばは困っていた。

　今朝がた、双葉に命じられたことが原因だった。

　双葉は若葉に、祐介に対する制裁を命じたのだった。あいつの顔なんか見たくないから、やっつけて、と、双葉は若葉に言った。

　双葉の恩人である祐介を、やっつけるなんて、気が進まない仕事だった。

「お姉ねえさまだって、ほんとは仲良くしたいはずなのに……」

　祐介に助けられたあの日、双葉は照れていた。その照れの理由を、自分で認めることができなくて、双葉は意地を張っているのに違いない。

「ほんとにもう、素直じゃないお姉さまですわ」

　しかし、そうは思っても、面と向かって双葉に何か言えるわけではない。

　若葉にとって、双葉の命令は絶対である。

　木にもたれかかり、若葉はため息をついた。

　授業が終わったのだろう。向こうから、祐介がやってくるのが見える。

　幸いなことに、一人だった。

　若わか葉ばは慌てて木の陰に隠れる。

　道の真ん中に、落とし穴が掘ってあるのだ。結構深い。森の木々に手伝ってもらい、掘った穴である。ここの生徒にあまりいい印象を持っていない大木が、自身の根をずらしてくれたのだった。その結果できた大穴の上に、紙を敷き、土をかけて、カムフラージュしている。

　若葉はどきどきしながら、その様子を見つめていた。

　一歩ずつ、祐ゆう介すけは落とし穴に近づいていく。

　そんな祐介の様子を見ていると、不意に若葉の胸が高鳴った。

　胸が熱くなり、頬ほおが火ほ照てる。

　この前と、同じ感情だ、と思った。

　祐介が、落とし穴に落ちたらどうなるであろうか。怪け我がをするかもしれない。

　若葉の中で、急激に罪悪感が膨れ上がった。

　祐介が、落とし穴の上に、足を踏み出そうとした瞬間……。高たか崎さき先輩、と呟つぶやいて、若葉は飛び出そうとした。

　しかし……。

　若葉は、木の陰から飛び出そうとした体をとめた。

　祐介の足が、空中でとまっている。

　それから、祐介は、その足を右にどけた。そのまま地面にしゃがみこむ。

　若葉はそんな様子をじっと見つめていた。

　祐介は、落とし穴の横に咲いた、小さな花に気づいたのであった。

　それを優しく掘りおこすと、道端の土に植えなおした。

「こんなところに咲いてたら、踏まれるぞ」

　祐介は、そう呟いて、去っていった。

　若葉は、そんな様子をじっと見つめながら……。

　双ふた葉ばと出会ったときのことを、思い出した。



　若葉は、縁日で売られていた、ちっぽけなサボテンの鉢植えだった。誰だれが言ったのだろう。サボテンに、水をあげる必要がないなんて。

　そんなことはない。サボテンだって、水が必要なのだ。何日も、水を与えられずに、縁日の屋台に並べられた若葉は、喉のどが渇いて死にそうだった。

　もし、『植物の声を聞くことができる』双葉が気づかなければ、若葉はそのまま枯れて死んでしまっていたかもしれない。しかし、そんなちっぽけなサボテンが枯れたところで、誰が気にするだろう。

　……喉が渇いたよう。

　そんな風に、呟つぶやいていたとき、自分を見つめた少女の姿を、若わか葉ばは忘れない。

　幼い少女は、ちっぽけなサボテンである自分にかけより、屋台の前にしゃがんで、覗のぞき込んだのだった。それから驚くべきことを、少女は口にした。

「あなた、喉のどが渇いてるのね」

　若葉は、信じられなかった。そんな風に、自分の声が人間に届くなんて、思いもよらなかった。そんな人間がこの世に存在するなんて信じられなかった。

　少女は、飲んでいたジュースを飲み干すと、すぐにそれに水をいれて、戻ってきた。そして、自分の鉢植えに、その水をかけてくれたのだった。

　乾ききった体に染み込む水の感触と、その少女の笑顔が、若葉の記憶に焼きついた。

　若葉は、そんな双ふた葉ばにお似合いの人は、祐ゆう介すけしかいないと、思った。

　小さな花に、愛情を与えることのできる彼こそが、姉にふさわしい人物に違いない。

　そう思った瞬間、胸の奥で、何かが震ふるえた。

　ちくりと、刺されるような痛みだった。

　若葉は、それを一生懸命に打ち消した。

　自分のことはいい。

　双葉のために、何かしてあげることが、あの日誓った恩返しなのだった。



　祐介たちの部屋では緊急会議が開かれていた。

　バッチグーは、怨おん嗟さに満ちた声をあげた。

「あいつら、ご丁寧に落とし穴まで掘りやがったっしょ」

「祐介どん、聞いてくれでごわす。おいどん、バッチグーと落とし穴に落っこちて、膝ひざをすりむいたでごわす」

　祐介は黙って友人たちの報告を聞いていた。

　それからかっと目を見開く。決断のときだ、と祐介は思った。

「女ども、とうとう温厚な俺おれに火を点つけたようだな」

　双葉の顔が脳裏に浮かぶ。生意気そうな横顔。

　昔、好きだった子に裏切られた記憶が、双葉の顔とダブった。

　双葉のことが、ほんのちょっぴり気になっていた自分が許せなかった。

　ちょっとスカートの隙すき間まからノーパンの股こ間かんがちらっと目に入ったからって。

　ちょっとおんぶした位で、自分は妙に双葉を意識していた。

　……あいつは女じゃない。敵なのだ。

　バッチグーたちは、正直に「あいつらむかつくー」と言って、女子たちと果か敢かんに戦争を始めたのに、自分は見ていただけではないか。

　そんな友人たちを見て、妙に冷めていた自分が恨めしい。

　祐ゆう介すけは怒りに震ふるえた。

　それに、友人をこんなにされて黙っているわけにはいかなかった。

　祐介はバッチグーに言った。

「やるぞ。やってやる。女どもめ、ナメやがって……」

　肩を震わせる祐介を見て、バッチグーが嬉うれしそうに叫んだ。

「おお！　やっとやる気になったのね！」

　一いち番ばん星ぼしが、悔しそうに言った。

「あんの女め……。俺おれらが下手に出りゃあ、付け上がりやがって……」

「で、今回の作戦だ」

　祐介、声が真剣だった。その辺に散らばった雑誌や消しゴムや鉛筆を、彼は拾い集めた。

　祐介は消しゴムを、雑誌の上に置いた。

「ここが、俺たちの男子寮とする」

「ふむ」

　バッチグーが頷うなずく。

　祐介はもうひとつの消しゴムを、雑誌の上に置いた。

「すると、女子寮は、ここらへんだな」

「お前！　まさか！」

「そのまさかだ！　俺たちは女子寮に奇襲攻撃をかける！」

「マジ？　祐介どん本気でごわすか！」

「一発で、相手の戦意を喪失させるには、本拠地を完かん膚ぷなきまでに叩たたく。それが兵法というものだ。そのぐらいしなきゃ、仲間をやられた俺たちの怒りは収まらない」

「でも、危険すぎる……。危険すぎるよ」

　女子寮を強襲。やられた一番星も不安になったようだった。しかし、祐介の表情は変わらない。

　それまで黙って聞いていたバッチグーが、腕を組んで真剣な声で言った。

「貴官、勝ちたくはないのか？　この戦争に、勝利したくはないのか？」

　一番星は顔をゆがめた。

　色んなことを想像しているのだろう。やられた記憶も生々しいはずだ。

　顔が崩れた。泣いていた。

「バッチ将軍……。俺、勝ちたいっす……」

「よかろう。天てん神じん大佐は？」

　天神は立ち上がると敬礼した。

「おいどん！　聖戦完遂のためなら、あらゆる犠ぎ牲せいを厭いとわんでごわす！」

「よかろう。貴官を偵察隊長に任命するっしょ。先行し、危険があれば報告するっしょ」

「粉骨砕身努力するでごわす！」

　どさくさに紛まぎれて、バッチグーは一番危険な任務を天てん神じんに押し付けた。さすがというべきだった。それから祐ゆう介すけに向き直る。

「高たか崎さき隊長」

「うむ」

　それからバッチグーは、ほろほろと泣きはじめた。

「な、なんだよ」

「お前がやる気を出してくれて、めっちゃ嬉うれしいっしょ……」

「こうなったら、やるしかねえだろ」



　祐介は、怒りに任せて女子寮に侵入することになり、一応、作戦計画書を作った。

　１、女子寮に忍び込む。

　２、作戦目標に近寄る。

　３、作戦目的を果たす。

　４、帰投する。

　ノートに書かれたその作戦計画書を見て、バッチグーが祐介に尋ねた。

「どうでもいいけど、どうやって忍び込むのん？」

　四人の前には、暗くら闇やみに佇たたずむ女子寮の姿がぼんやりと浮かんでいる。夜の十時十分前だ。あと十分で消灯の時間である。

「それを今から考える」

「作戦目標ってなに？」

　バッチグーは尋ねた。祐介は困ってしまった。乗り込むのはいいいが、乗り込んでどうしよう。殴なぐればいいのだろうか。どうも熱くなったはいいが、そのあとのことをうまく考えていなかった。

「どうしよう」

　祐介は正直に答えた。このへんが祐介の限界かもしれなかった。

「作戦目標は、女っしょ。女。怒るのも大事だが、大局を忘れちゃだめっしょ」

「そ、そうなんだけど……。仇かたきをうつと言ってもなあ」

「男の怖さを教え込むのは、拳こぶしだけじゃないっしょ」

　バッチグーが真顔で言った。

「いいのかな、それって……」

　祐介はちょっと考えて、怖くなってきた。確かに、自分たちはもう年頃なのである。仕返しをする方法は、そりゃあ、いくらでもあるのである。

「いいも悪いもないっしょ。あいつらが俺おれらに何をしたかよく考えてみるっしょ。洒しや落れじゃ済まなくしたのは、あいつらっしょ。その代償は体で払ってもらうっしょ」

　バッチグーがいやらしい声で言った。

「か、体で払うって？」

　一いち番ばん星ぼしが、祐ゆう介すけの肩を叩たたいた。

「聞くなよ。お前、そんなこと聞くなよ。わかってて聞くなよ」

「でも、すごい問題になりそうだけど」

「なあに。ほんとは向こうだってそれを望んでるっしょ。こんな山奥の男子高に、試験編入なんて言って、やってくる連中っしょ。ほんとは荒々しい歓迎を待ち望んでいるっしょ」

　バッチグーが夢見るような調子で言った。口の端から、涎よだれがたれていた。

　ああ、こういう人が犯罪を犯おかすのだな、と祐介は妙にさめた頭で思った。

　でも、俺おれも同類だ……。

　なにせ、この作戦を考えたのは、俺なのだから。

「で、祐介。お前は誰だれを作戦目標にするっしょ？」

　バッチグーが聞いた。

　その対象は一人しかいなかった。

「朽くつ木き……、かな」

　確かにちょっと気になる存在ではある。でも、助けたのにまともにお礼も言わない。可愛かわいくない、と思っている。

　そして、今では、怒りのほうが強い。考えてみると、こんなところまでやってきたのは、双ふた葉ばに対する個人的な怒りなのかもしれなかった。

　祐介は低い声で言った。

「あいつに、ちっと教育してやる。男の怖さというものを」

「お、おいどんは、小さい子がいいでごわす。小さければ小さいほどいいでごわす」

　天てん神じんは熱に浮かされた顔で、しゃべり続けた。

「そんなおいどん、クリーンヒットの子がいたでごわす。一年生の、小さな子でごわす。早さ苗なえちゃんって言うでごわす。早い苗と書いて早苗ちゃんでごわす。おいどん、そんな早い苗、守りたいのでごわす」

「守るんじゃなくって、摘つみ取るっしょ。天神」

　バッチグーが天神の肩を叩いた。

「そ、そんな……」

「俺たち、復ふく讐しゆうにここに来てるっしょ。甘い考えはすてるっしょ。天神」

「バッチグーはどうすんだよ」

「俺は、胸の大きい順番に、復讐したいと思うっしょ」

「よくばりさんめ」

　一いち番ばん星ぼしが、バッチグーの胸を小突いた。

「一番星ちゃんだって、人のこと言えないくせに」

　二人はいちゃいちゃと暗がりの中、小突きあった。

「静せい粛しゆくに！」

　祐ゆう介すけが厳しい声で言った。

「はっ！　祐介隊長！」

「そうと決めたら、やるぞ。中途半端は嫌いだ」

「は、はいっ！」

「まず、俺おれが正面玄関から、乗り込む。そして安全を確認したら、お前らは裏から直接部屋に入り込め。万が一俺が誰だれかに見つかっても、お前らは作戦を遂行しろ。以上」

　祐介はきっぱりと言った。とりあえず、自分が囮おとりになるつもりだった。

「おお、今日の祐介、なんかかっこいいっしょ……」

　バッチグーが感動したように言った。



　その頃ころ……。

　麗れい華かの部屋では、やはり会議が行われていた。そこにいたのは、双ふた葉ば、みどり、麗華、亜あ理り紗さ、そして、クラスメイトの女子たちであった。

　毎夜、彼女たちはこうして集まって、双葉が中心になり、男子に意地悪をする会議をしていたのだが、今日は様子が違った。

　一人の女子が、黙って腕を組んでいる双葉に言った。

「ねえ、双葉ちゃん……。そろそろやめない？　こういうこと」

　先ほど、双葉は大規模男子無制限襲撃案を提示したところであった。それはつまり、クラスのバカ男子だけではなく、学園全体の男子をターゲットに、無差別に襲撃するというものである。

　具体的には、夜道の襲撃だけでなく、深夜、集団で寝込みを襲う計画まで立てられていた。寝ている隙すきなら、もっとひどいことができる、と双葉は考えていた。

　それを聞いた、他ほかの女子の反応は鈍かった。

　クラスの女子は、初めは男子がムカついたし、また、双葉のやり方が面白くもあり、つきあっていたが、もともと彼女たちはここにボーイフレンドが欲しくてやってきたのであった。ケンカがしたくてやってきたのではなかった。

　別の女子も、双葉をなだめるように言った。

「そろそろここらへんで終わりにしようよ。わたしたち、ここにいられるの、一ヶ月ぐらいだし……。ねえ、みどりちゃん」

　みどりはカエルとたわむれていた。

「んー、そうだね。でも、カエルが可愛かわいいから、わたしはどっちでもいいな」

　双ふた葉ばは口を開いた。

「あんたたち、あんなやつらと仲良くする気？」

　女子たちは顔を見合わせた。

　それから、困ったように言った。

「そろそろ、学校にだってバレちゃうし……。ねえ？」

　一人の女子が言った。それから顔を見合わせて、頷うなずきあった。

「亜あ理り紗さは？　どうなの？」

　さっきから、黙ったままの亜理紗の方を向いた。今まで、自分に一番協力的だった亜理紗に味方になってもらい、他ほかの女子たちの意い思しを曲げようと思ったのだった。

　しかし、亜理紗も双葉と目があうと、つい、と顔をそらした。

「亜理紗！　あんたまで！」

「ごめんね、双葉ちゃん。でも、そろそろやりすぎ系かなって」

　ぐぬぬぬ、と双葉は拳こぶしを握り締めた。そんな双葉を見て、麗れい華かが楽しそうに笑った。

「人望なくなっちゃったみたいね、朽くつ木きさん」

「ねえ、双葉ちゃん」

　亜理紗が真剣な顔で言った。

「そろそろ、やめようよ。今からでも遅くないし、その……」

「そのってなによ？」

「双葉ちゃんだって、やっぱり彼氏が欲しいでしょ？」

　亜理紗は照れくさそうに言った。

「いらない」

「そうなの？」

　亜理紗が尋ねる。双葉は強く首を振った。

「いらないもん」

　それから女の子たちは黙ってしまった。麗華がとぼけた声で言った。

「朽木さんの負けー」

「負けてないわよ」

「みんな、もうやる気なくなっちゃってるんだから、ワガママ言わないの」

「なによ……」

　双葉はいたたまれなくなった。立ち上がる。

「どこ行くの？」

「……トイレよ」



　双ふた葉ばは部屋の外に出ると、トイレに向かった。初日に祐ゆう介すけと出くわして以来、トイレに行くたびに、双葉は祐介のことを思い出してしまう。

　すると、ちょっと体のどこかが火ほ照てるのだった。もちろん、そんなことは誰だれにも話していない。トイレは、玄関の隣にある。

　消灯後のために、裸電球以外に、廊下の灯あかりはない。

　ちょっと不安な気分になって、双葉は身をすくめた。

　そのとき……。

　双葉は玄関に誰かが立っているのに気づいた。

「誰？」

　こんな夜中に、やってくるなんて誰だろう。

　雲の間から月が姿を覗のぞかせ、扉の開いた玄関を照らした。

「……高たか崎さき？」

　玄関に立っていたのは、高崎祐介であった。

　彼も、双葉に気づいて、顔をこわばらせた。

　双葉は一瞬、怯ひるんだ顔になったが、すぐに表情を作る。気の強そうな表情を浮かべ、挑戦的に祐介に言い放つ。

「なにしに来たの？　ここは女子寮よ」

　祐介は、ちょと動揺したそぶりを見せたが、やはりすぐに、顔をこわばらせた。

「今朝は、よくもやってくれたよなあ」

「それがどうしたの？　あんたたちだって、随分、やってくれたじゃない」

　双葉は腕を組んで、悠然と言った。

　そんな態度が、祐介のためらいを吹っ飛ばした。低い声で言った。

「やられたら、やり返す。やられっぱなしで黙ってるほど、男は弱くねえぞ」

　その「男は……」という物言いが、ひどく双葉のカンに触った。

「で、弱くないなら、どうだっていうの？」

「友達をああまでされちゃあ、もう、お前を女とは思わない」

「上等よ」

　双葉は、ぐっと、祐介を睨にらみつけた。

「男の怖さを、思い知らせてやる」

「どうやって？」

　祐介は、ちょっと恥ずかしそうに、うつむいた。それから、困ったように、言った。

「ぼ、暴力？　かな？」

「面白いじゃないの」

　双葉はにやりと笑った。

「あたし、男とケンカして、負けたことないんだけど」

　それが祐ゆう介すけのプライドを刺激したらしい。

　彼はぎりっと唇を噛かんだ。

「表に出ろ」

「望むところよ」



　月明かりの下、女子寮からちょっと離れた森の空き地の中、双ふた葉ばと祐介は対たい峙じした。

　双葉は深呼吸をして、しなやかな体を優雅に上下させた。華きや奢しやな体だけど、スピードには自信があった。

　祐介は、ああ言ったものの、ちょっとやりにくそうに身構えた。

　双葉は、体が高揚するのを感じた。こうやって、バカな男どもを、小学生の頃ころから何人やっつけてきただろう。

　この高たか崎さき祐介も同じように、地べたに叩たたきつけてやる、と双葉は思った。

　自分の気持ちを、ぐらぐら動かすこいつが許せなかった。

　身構えた。微笑ほほえむ。口の端から挑戦的に言葉を発した。

「いくわよ」

　意を決したのか、祐介も飛びかかってきた。

　月だけが、そんなバカな二人を、暖かく照らしていた。



　女子寮の裏には、バッチグーたちが待機していた。

　祐介が女子寮内の安全を確認して、合図をすることになっていたのだが、それらしき合図はどこにもない。

「祐介どん、失敗したんでごわすかね」

　天てん神じんが心配そうに呟つぶやいた。

「祐介を信じるっしょ」

　バッチグーが言った。

　目の前の窓には、灯あかりがついてくる。そしてそこからは、楽しげな女たちの声が聞こえてくる。

　早く、あの中に飛び込みたい。

　三人は、そう思っていた。

「祐介の合図はまだかよ……」

　一いち番ばん星ぼしが、呟くように言った。

「おいどん、どうにかなりそうでごわす」

　天神がおもむろに腕立て伏せを始めた。

「……おい、静かにしろ！」

「プッシュアップ！　プッシュアップ！」

「やめるっしょ！」

　バッチグーと一いち番ばん星ぼしが、いきなり腕立てを始めた天てん神じんを押さえつけようとした。

　しかし、天神は止まらない。

　部屋の中から、女子の怪け訝げんな声がした。

「誰だれ？　誰かいるの？」

　バッチグーは天神の口を押さえた。一番星がその上にのしかかる。

　そんな風に、息を殺していると、女子の誰かが言った。

「熊くまでも来てるんじゃないの？」

　一番星と、バッチグーは目を合わせた。

「ウッキー」

「ウキッキ」

　必死に、サルの鳴き声をまねた。

「サルみたい」

「やっぱり山の中なのね」

　一番星と、バッチグーがほっと胸をなでおろしていると、部屋の中からはしゃいだ声が聞こえてきた。

「え？　サル？　見たい！」

　みどりの声だった。

　ガラっと窓が開かれる。みどりは窓の外に、固まった三人組を見つけて、きょとんとした声を出した。

「あれ？　あなたたち、そこで何してるの？」

「え？」

「誰？　誰々？」

　口々に叫びながら、女子たちが窓に張り付く。

　バッチグーたちは恐怖にひきつった。

　女子たちが、窓を開けて、悲鳴をあげた。

「奇襲失敗っしょ」

　バッチグーがため息をついた。

「どうする？」

　一番星がにやっと笑った。

「こうなったら、突撃っしょ」

　バッチグーは重たい体を身軽に飛び上がらせた。

　一いち番ばん星ぼしも続いて飛んだ。



　双ふた葉ばの攻撃は蹴けりだった。優雅に体を回転させて、回し蹴りを放ってきた。祐ゆう介すけにはその足の軌跡はまったく見えなかった。側頭部に、衝撃が走る。

　祐介の意識が、一瞬、遠のいた瞬間を双葉は見逃さない。間髪いれずに襲ってきた。

　みぞおちに、気持ちのいい一発が入る。双葉の小ぶりな拳こぶしが、深々とめり込む。

「げふっ！」

　祐介は地面に崩れ落ちた。

　なんだこの女……、つえぇ。

　その背後に回った双葉は、祐介の首を絞め始めた。

「く、くるしい……」

　あの夜、背負ってやった双葉は、今は自分にとどめをさすべく首を絞めている。

　それほど強い力ではないのだが、しっかりと決まっている。

　お、恩を忘れやがって……。

　意識が遠のきそうになる。



　双葉は、力いっぱい祐介の首を絞め上げた。

　あのとき、広いと感じた背中が目の前にある。

　双葉は、そんな背中に、きゅんとした自分が許せなかった。そして、さきほどの友人たちの姿が目に浮かぶ。そのとき、言われたセリフが頭にこびりついている。「双葉ちゃんだって、ボーイフレンド欲しいでしょ？」

　いらないわよ、と思った。こんな、こんな、あたしのトイレを覗のぞいたやつなんか、全然好きじゃない。

　大嫌い。

　双葉はぐいと力を込めた。

　そのとき、不意にひとつの単語が脳裏をかすめた。

　トイレ？

　そうだ、自分はトイレに行こうと思っていたのだった。

　そして、玄関で高たか崎さきと出くわして、頭に血が上って、こんなところまで……。

　そう思ったら、急に尿意をもよおしてきた。

　こ、こんなときに……。

　力が弱まりそうになる。

　思い直して、力を入れる。

　しかし、力が入らない。

　参った。

　ト、トイレに行きたい……。

　ちょっと意識が遠くなったその瞬間、双ふた葉ばは腕をつかまれた。あっと、思ったときにはもう遅かった。

　双葉は腕をつかまれ、そのままのしかかられた。

「なに、油断してんだよ」

　祐ゆう介すけの顔が、目の前にあった。双葉は暴れた。しかし、馬乗りになられては、男の力にはかなわない。

「は、はなしてよっ……！」

「散々、やってくれやがったな」

　祐介の顔が、怒りで歪ゆがんでいる。双葉は、息をつめた。そのとき、自分がＴシャツ姿だったことを思い出した。

　しかも、女の子だけだったので、ブラをつけていない。双葉は顔がかぁっと、赤くなるのを感じた。Ｔシャツを見ると、ちょっぴり、布が盛り上がって形がわかる。

「いやぁ……」

　双葉は抗あらがおうとした。でも、がっちりと祐介は双葉を押さえ込んでいる。

　祐介は、左手で、双葉の手をまとめてつかむと、頭の上で押さえつけた。



    

  
    
      



    

  
    
      　両手をもってしても、祐ゆう介すけの力にはかなわない。

　祐介の目が、胸に止まった。ノーブラの双ふた葉ばの胸に気づいたらしく、顔を赤らめる。

「な、なに見てんのよ……！」

　双葉は体中が熱くなるのを感じた。Ｔシャツを透かして、無防備な胸を見られているように感じる。

　祐介は、自由になった手で何をする気だろうか。

　まさか、自分のＴシャツをたくし上げたり……。

「いや……、やだぁ……」

　双葉は急に怖くなった。

　祐介が右手を振り上げる。

　殴なぐられる、と思った。恐怖心が襲う。自分を押さえつけた、あの力で殴られたら、とても痛いに違いない。

　目の前の男の子が、とても怖くなった。男の子を、本気で怖いと思ったのは、初めてだ。双葉は、不意に泣きそうになった。慌ててこらえる。

　泣き顔なんか見せられない。もし、そんな顔を見られたら……。

　祐介の手が、振り下ろされる。双葉は目をつむった。

　その手がぺちっと軽く、双葉の頬ほおを叩たたいた。

「え……？」

　双葉は、あっけにとられて、祐介を見つめた。祐介は悔しそうに、唇をかみ締めている。

「……一いち番ばん星ぼしの、お返し」

「え？　……こんだけ？」

　もっと強く叩かれると思っていた。

　でも、祐介はそれ以上、何もしようとはしなかった。

「確かに、お前は可愛かわいくねえし、ムカつくよ……。でも、こんぐらいだよな。一応、女だし」

　祐介は言った。

「もう、生意気なこと、すんじゃねえよ」

　祐介は言った。双葉の張り詰めた感情が、ふっと、緩ゆるんだ。

　妙に安心してしまった瞬間、今まで我慢して締めていた場所が、不意に緩む。

「あ！　あっ！　あ！」

　気づいたら、生暖かい液体が、太ふと腿ももを伝っていた。

「え？」

　祐介が、驚いて双葉を見つめる。

　ミニスカートの裾すそから、暖かい液体があふれている。

「く、朽くつ木き、お前……、わあ！」

　祐ゆう介すけが飛び跳ねた。

「ばか！　見ないで！　見ないでよぉ！」

　双ふた葉ばはあわてて叫んだけど、手遅れだった。

　勢いのついた液体は止まらない。あとからあとからあふれて来る。

「やだ！　やだぁ！」

　祐介はくるりと後ろを向いた。武士の情けだった。

　双葉は混乱した。出きってしまうまでが、無限に近く感じられた。

　祐介は、後ろを向いて、顔を押さえている。

　とてつもなく、双葉は恥ずかしくなった。

　この年になって、おもらしをしてしまったのだ。

　しかも、よりによって祐介の前で。

　双葉の感情が崩れた。

　ふにゃっと、顔が歪ゆがんだ。

「ふぇ……。え……」

「く、朽木、その、俺おれ、誰だれにも言わないから、その……」

「ふぇぇえええええん」

　双葉は泣き出した。

　立ち上がる。Ｔシャツも、泥で汚れてぐしゃぐしゃになっていた。

　スカートも、泥と、その、液体で、ぐちゃぐちゃになっていた。双葉は急に自分がみじめになった。自分で蒔まいた種とはいえ、そんな姿を祐介に見られている、ということがすごく恥ずかしくなった。すると、とめどなく涙が溢あふれてくるのであった。

「朽木、大丈夫か？　その、俺、ごめん、あの……」

　子供のように泣き出した双葉を見て、祐介はおろおろとし始めた。

　まさか、双葉が泣くなんて、と思っていた。

　双葉は地面に転がったサンダルも拾わずに、素足で歩いていく。

　ぐしゅぐしゅと、目の下をこすり、女子寮に戻っていく。

　祐介が肩に手をかけた。すぐに振り払われる。

　泣きながら、双葉は去って行った。

　祐介は、しまった、と思いながら、そこに立ち尽くした。双葉に対する怒りも、急速に消えていった。やっちまった、という思いだけが、強くなっていく。

　俺は……、と自分が情けなくなった。

　結果として、女の子を、いじめて、泣かせてしまったのだった。



　その頃ころ、女子寮ではバッチグーたちがものすごいことになっていた。バッチグーたちが飛び込んだ部屋は、祐ゆう介すけたちのクラスのほぼ全員の女の子が、集まって会議をしていた部屋だったのだ。バッチグーたちはあっというまに取り囲まれ、ボコボコにされた。

　そんな三人は部屋の真ん中に正座させられている。

　バッチグーと一いち番ばん星ぼしは、しゅん、とうなだれている。

　天てん神じんだけは、顔を赤くして、興奮していた。

　こんな状況もある意味アリでごわす、と、心の中で凱がい歌かをあげている。さすがであった。

　女子たちはそんな三人組を口々に罵ののしるのであった。

「さっき、仲直りしようなんて思ったのが、恥ずかしいわ」

「いきなりコレだもんね。夜よ這ばいだもん」

　バッチグーと一番星は、そのセリフを聞いて目を光らせた。

「俺おれたち、仲直りに来たっしょ！」

「そうそう！」

「嘘うそつけ！」

　亜あ理り紗さがそう言うと、バッチグーはぽそっと言った。

「嘘じゃないっしょ。特に俺はお前と仲良くしたかったっしょ」

「はぁ？」

　亜理紗が怪け訝げんな顔になった。

「お前、可愛かわいいから、特に仲良くしたかったっしょ」

「よく言うわね！」

　亜理紗が怒鳴る。しかし、バッチグーは続けた。

「素直になれない俺が、今、素直になるっしょ。お前、素敵」

　そんなバッチグーを、一番星がつついた。小声でバッチグーに呟つぶやく。

「本気？」

「……この場をうまく切り抜けるほうが先決っしょ」

　バッチグーは演説を続けた。

「亜理紗、素敵。お前の時代がくるっしょ。二十年後ぐらいに」

　いつの間にか、亜理紗の顔が、ぽっと赤くなっている。

　でも、亜理紗は落ちなかった。

「あんたの口車なんかに乗らないんだからね！　双ふた葉ばちゃんが帰ってきたら、もっと、とっちめてもらうから！」

　バッチグーはため息をついた。

　そういえば、祐介はどうしたんだろうか。

　一番星も同じ気分だったらしい。

「祐ゆう介すけ、どこに行っちゃったんだろうなあ」

　そのときである。

　廊下から、誰だれかが倒れる音が聞こえてきた。

「祐介か？」

　麗れい華かが、誰？　と言って、廊下に消えた。そして、血相を変えて戻ってきた。

「大変！　早さ苗なえちゃんが……」

「早苗ちゃん？」

　女子たちは、一斉に廊下に向かった。

　取り残されたバッチグーたちは、顔を見合わせる。

　そして、女子に続いて廊下に向かった。



　廊下は、ちょっとした騒ぎになっていた。病弱な女の子、一年生の美み南なみ早苗が倒れたらしい。みどりが抱きかかえている。その周りを女子が心配そうに見守っている。

　天てん神じんが驚いて駆け寄った。

「早苗ちゃん！　大丈夫でごわすかぁ！」

　早苗は息が荒い。

「どうしたの？　大丈夫、早苗ちゃん」

　みどりが一生懸命に、早苗に呼びかける。早苗はうっすらと目を開いた。

「おくすりが……」

「薬？」

　みどりが問い返す。早苗は頷うなずいた。

「どこにあるの？　今から、取って来るから」

　病弱な早苗は、毎日薬を飲まねばならない。

　今日も寝る前に飲みに行こうと、洗面所に出かけたらしい、と早苗の隣の部屋の女の子が、説明した。

「お薬、どこなの？」

　ちょっと強い調子でみどりが言う。早苗は、震ふるえる手で、廊下の片隅を指差した。

　そこは板が割れ、隙すき間まができていた。

「もしかして、あそこに落としちゃったの？」

　焦った声でみどりが言う。

　早苗は力なく頷いた。

　板の隙間は小さく、早苗の小さな手でも中に差し込めない。

　なんとか取ろうとしているうちに、早苗は倒れてしまったのだった。

「誰か、千ち種ぐさ先生呼んで！」

　一人の女の子が駆け出して寮を出て行った。

　でも、早さ苗なえの息は段々荒くなってくる。

「しっかり、早苗ちゃん」

　みどりが揺さぶる。

「くすり……、おくすり……」

　力ない声で、早苗が呟つぶやく。

「ねえ、みどりちゃん、早苗ちゃん、まずいんじゃない？」

　亜あ理り紗さが焦った声で言った。早苗は、ヘンな汗をかいていた。

「どうしよう……」

　女子たちがおろおろし始めている。

　そのとき……。

　こっそり後ろから見ていた天てん神じんが立ち上がった。

「て、天神？」

　バッチグーと一いち番ばん星ぼしが、声をあげた。女子の一団が振り返る。

「なによ、あんたたち、まだいたの？」

「どいてくれでごわす」

　天神は、集まった女子をかきわけ、早苗の薬が落ちた、廊下の割れ目を見つめた。廊下板の下に、早苗の薬が転がっているのだろう。

　天神はその隙すき間まに指を突っ込んだ。

「ふごぉおおおおお！」

　そして咆ほう哮こうした。すると、ミリミリミリと音を立てて、廊下の板がめくれあがった。

　ものすごい、バカ力である。

「天神！」

「がんばって！」

　一番星が、バッチグーが、集まった女子が声援を送る。

「ぬぉおおおおおお！」

　釘くぎがめきっと飛ぶ音が聞こえてきた。

　板が割れる音が、廊下に響く。

　板の下は、コンクリートのたたきになっていた。その上に、早苗のピルケースが転がっている。みどりが喜んだ声をあげる。

「あった！　早苗ちゃん！　薬あったよ！」

　一人の女子が、水を汲くんだコップを運んでくる。

　女子たちは、早苗に水と薬を飲ませた。

　早苗は安心したように、目をつむる。

　それから女子は、早さ苗なえを部屋に運んでいった。

　あとには、天てん神じんとバッチグーと一いち番ばん星ぼしが取り残された。

「……ちぇ、助けてやったのに、無視かよ」

「ま、無事にいってよかったでごわす」

　天神が嬉うれしそうに言った。

「いやぁ、しかし、お前のバカ力も、役に立つんだな」

　三人は妙にすがすがしい気持ちで笑った。

　それから、天神が悩んだ顔で言った。

「ところで、おいどんたち、何しに来たんでごわすかねえ」

「……とにかく、帰るか」

　妙に疲れた気分で、三人は帰路についた。



　若わか葉ばは、そんな騒ぎのどれからも取り残されて、一人部屋で、洗濯した双ふた葉ばの服をたたんでいた。

　廊下の方で、何やら騒ぎが起こっていたが、姉の洗濯物のほうが大事である。

　あまり、気にしなかった。

　そのうちに、泥だらけの姉が帰ってきた。

　ものすごい、格好である。Ｔシャツとスカートは泥にまみれ……、足は濡ぬれていた。

　そして、顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくっている。

「お姉ねえさま！」

　若葉は、驚いて大声をあげた。それほど、双葉の様子はただ事ではなかった。

　双葉は泣きじゃくりながら、服を脱いだ。Ｔシャツが、スカートが、脱ぎ捨てられる。若葉はそれを拾い上げた。

　とにかく汚れた体を拭ふいてあげようと思って、若葉は水を汲くんできた。タオルを濡らして双葉を拭き始めた。

　双葉は、子供のように膝ひざを組んで、若葉にされるがままになっている。

「いったい、何があったんですか？」

　それでも双葉は答えようとしない。

　若葉が体を拭き終えると、裸のまま布団ふとんにもぐりこみ、頭からタオルケットを引っかぶった。

「お姉さま……」

　結局、双葉はその日、若葉になにも話さなかった。



    

  
    
      


第六章　和解と巨乳と二人の気持ち



　女子寮に忍び込んだバッチグーたちのことを、女子は告げ口しなかった。

　一応、早さ苗なえを助けたことに対する礼なのかもしれない。



　あの日以来、女の子たちは男子に対するちょっかいをすべて停止した。

　バッチグーたちも、妙な仕返しを考えなくなった。

　なんか、お互いに、気が抜けた、というのが正直なところだった。

　しかし、それは状況が好転したという意味じゃない。

　女子たちは、男子に意地悪をしなくなった代わりに、男子を完全に無視し始めたのだった。今までリーダー格だった、双ふた葉ばが完全に戦意を喪失したということが、その理由だった。

　双葉は教室にくると、まるで抜け殻みたいにぼんやりと窓の外を眺め……。

　机に肘ひじをついてため息ばかりついているのだった。

　クラスの男子は、双葉の変わりっぷりを怪しんだが、その理由も知らないので、ただ口々に噂うわさしあった。

　いわく、生理中。

　いわく、ホームシック。

　いわく、誰だれかにやられちゃった。

　等など々など、である。真実は祐ゆう介すけしか知らなかった。

　祐介は、何度か双葉にきちんと謝りたいと思っていたけど、事が事だけに、うまく話しかけられなかった。双葉は、祐介と顔が合いそうになると、露骨に祐介を避けた。

　祐介も双葉を避けるようになった。

　完全に、嫌われた、と祐介は思っていた。

　あんなやつ、なんとも思ってないはずなのに、祐介は寂しかった。

　友人たちは、女子寮に忍び込んだ夜、どこに祐介が行っていたのか、何度も尋ねたけど、祐介は答えなかった。



　バッチグーたちは、クラスの女子と仲良くなることを、あきらめた。

　女は他ほかにもいる、ということである。



「俺おれたち、巨乳組を結成したっしょ。祐介も入るっしょ」

　ニヤニヤしたバッチグーと一いち番ばん星ぼしと天てん神じんが、教室でぼけっと窓の外を見ていた祐介に、にじり寄ってきた。

「巨乳組？」

「やっぱり、女の価値は胸の大きさが決定するっしょ。歴史を見ても、一目瞭りよう然ぜんっしょ」

「そうかなあ……」

　祐ゆう介すけは呟つぶやいた。あの日、自分の下で、震ふるえていた女の子のことを思い出した。

　小ぶりな胸が、Ｔシャツを押し上げて、不安で震えていた。

　あのとき、祐介は、思いっきり、双ふた葉ばを殴なぐってやるつもりだったけど、できなかった。

　祐介は、双葉の無防備な、不安げな顔を思い出す。

　双葉が『かよわい女の子』だということを、初めて祐介は知ったのだった。

　でも……。

　そんなことに気づいても、もう遅い。

　あんな姿を見られた双葉は、絶対に自分のことを許さないだろうな。

　ぼんやりした声で、祐介は言った。

「女は巨乳？　そんなことねえと思うけど」

「あるっしょ！」

　バッチグーが泣きながら言った。

「お前等らはどう思うの？」

　祐介は他ほかの二人に目をやった。一いち番ばん星ぼしと天てん神じんが交互に口を開く。

「おいどんはぶっちゃけ胸には興味ないでごわす」

「俺おれも、別に……」

「じゃあなんで巨乳組なの？」

「まあ、バッチグーの話を聞けよ」

　バッチグーはこほんと咳せきをひとつかますと、語りだす。

「女、たくさん、やってきたっしょ。でも、俺たち、正直あんまり相手にされてないっしょ」

　祐介は頷うなずいた。

「まったく相手にされてないな」

「俺、だから考えたっしょ。ステップ大事って、足りない頭で一生懸命考えたっしょ」

「で？」

「まず、大人おとなの女に恋愛のイロハを教えてもらうっしょ。そしたら、同い年の女なんてイチコロっしょ」

「巨乳は関係ないじゃん」

　祐介はもっともなことを言った。

「ネーミングは別枠っしょ」

「はあ」

「入るトコが違うっしょ。ま、そういうわけで、祐ゆう介すけ」

「お前は、千ち種ぐさ先生にデートを申し込んで来い」

「何な故ぜですか」

「悔しいけど、正直お前は、俺おれたちの中で一番まともっしょ。その祐介が千種先生に言うね」

　バッチグーは悔しそうに、歯を食いしばりながら続けた。

「先生、ちょっぴり恋愛のノウハウを教えてくれって」

「なにそれ。なんで俺が」

　呆あつ気けにとられた祐介に、一いち番ばん星ぼしが怪け訝げんな顔で言った。

「……お前、食いついて来ないのか？　気になる女でもできたか？」

　祐介は思い出した。背中にあたる、微乳の感触。そして、顔を真っ赤にしてわめき散らすあの顔。そして、トイレでスカートの隙すき間まから見えた、あの……。

　森の小道で出くわしたときの恥ずかしげな表情。

　そして、あの日の殴なぐり合い。

　不安げに俺を見つめる視線。

　そして……、失禁。

　失禁。

　俺、あいつの思いっきり変なところばっかり見ちゃってるんだよな……。

「どうした。祐介」

「い、いや、なんでもない。気になる女なんていねーよ」

　祐介は首を振る。そんな風にバッチグーたちと話していると、廊下の陰から、こっちを見ている視線に気づいた。

「ん？」

　その影は、祐介が振り向くと、すぐに向こうに消えた。

「誰だれっしょ？　盗み聞きはよくないっしょ」

　バッチグーがそういうと、おずおずといった様子で、一人の女子が姿を見せた。

　祐介は、どきっとした。

　双ふた葉ばだった。

　今まで祐介を避けていたのに、いったい、どういう風の吹き回しだろう。

　双葉は、唇をちょっと噛かみ締めて、地面を睨にらんでいる。拗すねた子供みたいな仕草だった。バッチグーが不機嫌な声で言った。

「お前は俺たちの敵の朽くつ木き。なに見てるっしょ」

　つまらなそうに、双葉が口を開いた。

「……あんたら、バカじゃないの？」

　しかし、以前のような覇気はない。

「どういう意味っしょ」

「……千ち種ぐさ先生みたいな、大人おとなな女が、あんたらみたいなアホ、相手にするわけないじゃん」

「そんなことないっしょ。ここにいる高たか崎さき祐ゆう介すけをナメたら即死っしょ。彼、口説きのプロよ？」

「え……？」

　双ふた葉ばの口が、微妙に歪ゆがむ。

「口説きのプロ？　俺おれが？　はぁあ？」

　なにか言いそうになった祐介を、天てん神じんと一いち番ばん星ぼしが押さえつける。

「な、なにすんのお前ら」

「バッチグー先生に任せるでごわす……」

　双葉は一瞬、怒りで顔を赤くさせたが、すぐに薄ら笑いを浮かべた。両手をヤレヤレと広げ、言い放った。

「……高崎みたいなアホなんか、千種先生絶対相手にしないに決まってる」

　祐介は双葉を見つめた。

　わざわざ、そんなことを言いにやってきたのか。よっぽど俺のことが気に入らないに違いない、と思った。

　双葉は祐介を睨にらみ返す。

　そんな風に、睨み合っていると、気になっているかよわい双葉が、頭から飛んでいってしまう。やっぱり、こいつは……、なんて思ってしまうのだ。

　双葉は悔しそうに言った。

「変態」

　祐介も言い返す。

「誰だれが変態だよ」

「スケベ」

「……言われるほどスケベじゃねえよ」

「あんたなんかね、あんたなんか……」

　双葉は何か言おうとした。

　二人の、なんだか妙なやり取りに、一番星とバッチグーが顔を見合わせた。

「あんたなんか、なんだよ」

　双葉はつまらなそうに、目を伏せた。

　なんか言ってやりたいけど、うまく言葉が出てこない。

「だいっきらい」

　やっと、双ふた葉ばはそれだけ言った。

　祐ゆう介すけも頷うなずく。

「お互い様だよ。俺おれだって、お前が嫌いだ」

　双葉は祐介を睨にらんだ。自分のあんなところまで、見られて、嫌いと言われた。悔しくて、せつなくなった。

　祐介には、双葉のそんな姿は、以前と変わらず、自分に噛かみ付いているようにしか見えない。

　低い声で祐介は言った。

「見てろよ。先生を絶対落としてやるからな」

「トイレで痴ち漢かんしたり、卑ひき怯ようにスキをついたりとは、ワケが違うのよ？」

　双葉は頬ほおを引きつらせながら言った。

　卑怯にスキをついたり、ってのは、つまり、あの対決を言ってるんだろう。

　ああいえばこういう。なんて可愛かわいくないんだろう、と祐介は思った。

　双葉の傷つきそうな言葉を敢あえて選んだ。

「……千ち種ぐさ先生はお前と違って胸大きいし。やる気も違うっつの！」

　その一言が、双葉の頭をハンマーのように打つ。双葉は思いきり傷ついた。

　顔が崩れそうになる。

　でも、こんなやつに傷ついた顔を見せたくなかった。

　双葉はくるりときびすを返して、祐介に背中を向けた。

　なんでこいつは、あたしのあんな姿を見といて、改めて謝りにこないんだろう。

　どうして、ごめんねって言って、くれないんだろう。

　そして、どうして、自分は高たか崎さきとちゃんと話すことができないんだろう。

　双葉は駆け出した。

　祐介は、しばらくその後ろ姿を見送っていた。

　一いち番ばん星ぼしがきょとんとした声で言った。

「お前、双葉ちゃんとなんかあったのか？」

「なんもねえよ」

　祐介は言った。

　ほんとになにもなかった。

　あったといえば、ケンカをしたぐらいだ。

　それがなんだかとても寂しいことに気づいて、祐介は首を振った。

「なんもねえよ」

「……それならいいけどよ」

「千ち種ぐさ先生だろ？　頑張るよ」

　と言って、祐ゆう介すけは去っていった。



　去っていった祐介と双ふた葉ばを見ながら、バッチグーが深く頷うなずいた。

「祐介、あれでなかなか負けず嫌い。朽くつ木きが現れて結果オーライっしょ」

「でも、一つ疑問があんだよな……」

　一いち番ばん星ぼしが納得いかない、といった顔になった。

「なあに？」

「バッチグー、お前、なんで祐介に千種先生を口説かせるんだ？　女との付き合いかたを教えてもらうなら、自分でやりゃいいじゃねえか。それにお前、千種先生好きだろ。胸が大きいから」

　バッチグーは微笑ほほえみを浮かべた。

「祐介は失敗するっしょ。いきなり、女との付き合い方を教えてくれと言っても、千種先生が聞くわけないっしょ」

「はあ？」

「祐介が軽く失敗した後、このバッチ様が行くっしょ。軽く失敗した祐介をネタに、笑いをとってバッチグーっしょ」

「……お前、アホか？」

　一番星が呆あきれて言った。

「でも、なんちゅうかもう、ぶっちゃけどうしていいのかわかんないっしょ。せっかく女子がやってきたというのに、俺おれたち、やることなすことチグハグっしょ」

　それはバッチグーが初めてもらした、心の底からの感想だった。一番星は頷いた。

「そうだな、うん」

　三人は歩き始めた。共同施設にでも行って、テレビでも見るかと思っていた。

　玄関で靴を履いていると、バッチグーたちはいきなり肩を叩たたかれた。

　驚いて振り返る。

　双葉を除いたクラスの女子が、全員立って、バッチグーたちを見つめていた。

「な、なに？　なにごと？」

　バッチグーが震ふるえる声で言った。一番星も固まった。

「あんたたちに、話があるんだけど……」

　亜あ理り紗さが、ちょっと頬ほおを染めて言った。



　保健室で、千種は頬杖をついていた。問題は山積みだった。試験編入以来、相談にくる女子が、引きも切らないのだった。いわく、男子に着替えを覗のぞかれた。早さつ速そく口説かれた。いや、口説かれるならまだいい。

　下半身にだきつかれ、交尾！　交尾！　と絶叫された等など々など……。

「……ここはタチの悪いサファリパークね」

　そう呟つぶやくと、ドアがノックされた。また、相談に来た女子なのだろうか。机に肘ひじをついたまま、気だるそうに千ち種ぐさは返事をした。

「はい。どうぞ。今度はなにかしら。下着でも盗まれたの？」

「あの、すいません……」

「ん？」

　男子の声だった。千種は、びくっと体を震ふるわせた。女生徒では飽き足らず、今度は自分にちょっかいをかけに来たのだろうか。

　扉が開いて、祐ゆう介すけが姿を現した。編入初日、朽くつ木き双ふた葉ばを探し出してきた少年ということに気づいて、千種は頬ほおを緩ゆるめた。

「あら。どうしたの？」

「その、お願いがあるんですけど」

　顔がひきつっている。千種はイヤな予感がして、眉まゆをひそめた。

「お願いってなにかしら。まさかキミも、あの小太り少年みたいに、胸を触らせろ、なんて言うわけじゃないでしょうね」

「ち、違います。その……」

　祐介はしどろもどろになりながら言った。千種を見ていると、緊張で舌がもつれる。本物の大人おとなの女だ。双葉とは、まるっきり違う、大人の女の雰囲気というものに目をあわせられなくて、祐介は思わず下を向いてしまった。

「なんの用なの？」

　下を向いたまま、祐介が答える。

「その、その……」

　いかん。勇気が出ない。恋のイロハなんてとてもじゃないが、聞けやしない。

「なにもじもじしてるの？　ヘンな子ね」

　千種はため息をついている。助けを求めるように、祐介は視線を泳がせる。そのとき、窓を覆うカーテンの隙すき間まから、誰だれかが覗のぞいているのが見えた。

　朽木……？

　朽木双葉だった。唇をきっと噛かみ締めて、そんな祐介と千種のやりとりをじっと見つめている。

　なんであいつ、あんなトコで盗み見ているのだろうか。

　決まってる。祐介の失敗するところを見に来たのだ。

　自分が変なところばっかり見られているもんだから、お返しに祐介が派手に失敗するところを見てやろうという、つもりなんだろう。

　負けるか……、と、祐ゆう介すけは思った。

　今まで、ぼんやりとしていた祐介のやる気に火がついた。

「千ち種ぐさ先生！」

「は、はぃいい？」

　祐介は千種ににじり寄った。千種の目が、まん丸に開かれる。

「あの、今晩、相談したいことが」

「そ、相談？」

「そうです……。その、俺おれ、先生に聞きたいことがあって……」

　教師としてのプライドが、千種に冷静さを取り戻させる。

「今じゃダメなの？」

「今はその、言えないんです……」

　千種は考えた。今晩というのがひっかかる。夜に、ここの生徒と会うなんて、ある意味自殺行為かもしれない、と思った。

「お願いします！」

　しかし、目の前の少年は、千種が危き惧ぐしているようなヘンなことはしそうにないように見えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　……疑ってばかりじゃ、教育はうまくいかないわ。

　千ち種ぐさは頷うなずいた。

「いいわ。夜ね。それまでに、なにを相談したいのか、よくまとめておいてね。あんまり時間は取れないから」

「あ、ありがとうございます！」

　祐ゆう介すけは何度も千種に頭を下げた。窓のほうを見ると、双ふた葉ばが悔しそうな顔で唇を噛かんでいる。祐介は双葉を睨にらみつけた。

　それがなんであれ、あいつにみっともないところは、見せたくなかった。



「なによ……。あのバカ、うまくいってんじゃないの……」

　保健室の窓に張り付かんばかりの双葉をさらに見つめている、もう一つの影があった。木の陰にかくれて、焦った表情をしてるのは……。

「あうあう、お姉ねえさま……」

　朽くつ木き若わか葉ばであった。彼女は、双葉の様子をやきもきしながら見つめていた。

　ほんとに姉は素直じゃない。やっぱり祐介のことが気になるのだ。

　自分と同じように……。

　でも、双葉の淡い初恋は、呆あつ気けなく幕を閉じようとしている。祐介は千種を口説いているではないか。

「せっかく、お姉さまが似合いの方を見つけたって言うのに……」

　双葉は、窓から顔を離すと、大おお股またに歩いていってしまう。すぐにその後を追いかけようとして、若葉は立ち止まった。

　保健室で、千種の前で顔を真っ赤にする祐介を見て、若葉は頷いた。

「ここはこの朽木若葉が一肌脱がねばなりませんわね……」



　その日の放課後、祐介が靴を履いていると、誰だれかの影が自分を覆った。見上げると、若葉が立ってニコニコと笑っている。確か、この子は……。

「あの、朽木双葉の妹の、若葉です。高たか崎さき先輩にお話が……」

　いったい、若葉が自分になんの用だろう。祐介が返答に窮きゆうしておろおろしていると、若葉は唐突に祐介に尋ねた。

「高崎先輩、恋人はおられますか？」

「はい？」

　なんだろうこの子。いきなり自分にどうしてこんなことを聞くのだろう。なにかの冗談かと思ったけど、そうではないようだった。若葉は真剣な顔で、祐介を見つめている。次の答え如何いかんでは、刺し違える、ぐらいの真剣さだった。こりゃちゃんと答えないとまずい、という無む言ごんの圧力をひしひしと感じながら、祐ゆう介すけは答えた。

「い、いません」

「じゃあ、好きな人は？」

　祐介は考え込んだ。

　あの夜背中に負ぶった双ふた葉ば。

　自分にとんでもないところを見られ、泣き出してしまった女の子。

　生意気で、胸が小さいクラスメイト。

　つい、双葉のことを考えてしまう。

　あんな生意気なやつ、全然好みじゃない。助けたのに、礼も言わない可愛かわいくない女。しかし、思い出してしまう。

　そんな風に考え込んでいると、再び若わか葉ばが尋ねた。

「好きな人、いるんですか？」

「……い、いないけど」

　祐介はたじろぎながら答えた。

「わかりました。ありがとうございます」

　若葉は顔をほころばせると、くるりと振り向いて駆け出した。

　祐介は、その背中をぼんやりと見送った。



　その夜……。

　夏虫の声と、雲の隙すき間まから姿を見せた、鮮やかな月の光が、鐘かねノの音ねの校舎を包んでいた。そんな月の光に、大人おとなびた豊満な肢し体たいのシルエットが浮かんでいる。

　鐘ノ音学園の中庭。立っているのは飯いい野の千ち種ぐさだった。

　千種は時計を見た。夜光塗料が、九十度離れた短針と長針を暗くら闇やみに浮かび上がらせている。午後九時。約束の時間だ。

「しかし、ほんとに真っ暗ね……」

　寒くないのに、なんだかちょっと体が冷える気がして、千種は白衣の襟えりをあげた。

「お待たせです」

　祐介の声が聞こえた。千種が振り向いた。

「相談って？」

「いやその……」

　祐介は困ってしまった。なんで俺おれはいきなり夜なんかに呼び出したんだろう。

　バッチグーに言われた指令は、『千種先生に恋のイロハを教えてもらう』ことなのだが、具体的にどう聞けばいいのかわからない。実際にデートをするのが一番近道だろうと、彼は考えたのだった。

　そして『デートは夜』という、妙な先入観があった。

「呼び出しといて、考え事？　そりゃないんじゃない？」

「ご、ごめんなさい……。あの、ちょっと歩きませんか？」

「え？」

「だって、ここに二人でいるの見つかったら、まずいというか……」

　千ち種ぐさはぎくりとした。まさか、人ひと気けのないところに自分を連れていって……。

　それから、いや、と思い直す。信用しなければ、傷つくだろう。教育の第一歩は相手を信じること。

「そうね。ここにきて、ゆっくり散歩したこともなかったし」

　二人はゆっくりと歩き出した。



「で、相談って？」

「あの、その、女の子との付き合い方を教えて欲しいんです。俺おれたち、ずっと男ばっかりでやってきたから」

　なるほど、そういう相談か、と千種は思った。見れば、祐ゆう介すけはものすごく恥ずかしそうだ。中にはまともな子もいるのね、なんて考えた。

「あなたたちね、ウチの生徒にウケがめちゃくちゃ悪いわよ」

「俺たち、その、女子と仲良くなりたいんですけど」

　森の夜道を歩きながら、祐介が言った。

「仲良くなりたいんならね、相手のことをもっと考えなきゃ」

「考えてる、つもりなんですけど」

「考えてるだけじゃだめ。先生、たくさん相談されたのよ。ヘンな男の子ばっかりだって。覗のぞかれるし。触られるし。口説かれるし」

「……す、すいません」

　祐介はぽりぽりと頭をかいた。

　そのとき、不意に思った。

　自分はほんとに『女子』と仲良くしたいんだろうか。

　違うな、と思った。

　自分がほんとに仲良くしたいのは……。

　でも、今更どうすればいいのかわからない。

　修復不可能なまでに、自分とあいつの間の溝は、広がっている。

「ま、高たか崎さきくんはそんなことしそうにないけどね」

　千種がそう言って微笑ほほえんだとき、すっと何かが千種の尻しりを撫なでた。

「ひゃ！　ひゃん！」

「せ、先生どうしました？」

　千ち種ぐさはきっと祐ゆう介すけを睨にらんだ。いきなり悲鳴をあげた千種を、祐介は怪け訝げんな顔で見つめている。

　こ、この子、大人おとなしそうな顔して……。でも、わたしは教師よ。このぐらいでいちいち怒っていたら……。

「あのね、高たか崎さきくん。先生言ったよね？　付き合いたいなら、ちゃんと相手のことを考えなさいって」

「は、はい。そうします！」

　千種は頷うなずいた。すると、今度は何かが胸をつついた。

「あ！　ひゃうっ！」

「ど、どうしました？」

　千種は無む言ごんで祐介を睨みつけた。なるほど、相談と言っておいて、目的はこれか。

「やっぱり、あなたもここの生徒なのね……」

　そのまま、きびすを返して歩き出した。何がなんだかわからない祐介がその後を追いかける。

「待って！　待ってください！　いきなりどうしたんすか！」

　振り返って、怒鳴りつけようとしたそのとき……。

　いきなり、千種のサマーニットと、ブラジャーが持ち上げられる。

「はいっ!?」

「せ、先生？」

　千種のたわわに実った二つの果実が、おもむろに月の光にさらけ出される。

「え？　えええええ？」

　祐介が立ちすくむ。千種は顔を真っ赤にしたまま、祐介の頬ほおを思いっきり叩たたいた。

「変態ッ！」

「違う！　僕じゃありませんッ！」



　千種と夜のデートに出かけた翌日の朝……。

「祐介、お前、勇者様だったんだな」

　教室で頬杖をついて、ふてくされる祐介の周りに、バッチグー、一いち番ばん星ぼし、天てん神じんの姿があった。天神はしゃがみこむと、巨体をネコのように揺らし、祐介の足首にすりついた。

「おいどんね……、祐介どんマジすごいと思うでごわすよ」

「千種先生の服をずり上げて、巨乳を闇やみ夜よにさらけださせるって……、鬼？」

　一番星が、驚いた声で言う。

「祐介、バッチグゥ」

　バッチグーが、祐ゆう介すけの手を握った。

「千ち種ぐさ先生の胸、どんなだったか、教えてくれっしょ！」

「見えてねえよ」

「ふぇ？」

「真っ暗だったもん」

　一いち番ばん星ぼしがノートを取り出した。

「祐介、ぼんやりとでいいから。思い出してスケッチしてくれ」

「輪郭だけでバッチグーっしょ」

「わかんねえよ」

　祐介はため息をついた。

「ま、そんなわけでよ。千種先生に恋のイロハを教えてもらうっていうのは、失敗したから。残念だったな」

「あっそ。そりゃ残念。でも、もうどうでもいいっしょ」

「はぁ？　どういうこと？」

　祐介が怪け訝げんな顔で言った。なぜか、三人組はニヤニヤと笑っている。

　後ろから、明るい声が聞こえてきた。

「なんの話してるの？　あたしたちにも教えてよ」

　亜あ理り紗さの声だった。

「え？　ええ？」

　祐介は振り向いた。クラスの女子たちが、ニコニコしながら立っている。

「ねえねえ、伊いじ集ゆう院いんくん。今日の放課後のハイキング、どうする？」

「予定通り、決行するっしょ」

　女子たちは、わぁ！　と叫んで、

「ど、どういうこと？」

　祐介は驚いた。なにがあったのか、バッチグーたちと女子たちは、なごやかな関係になっているではないか。

「じゃあ、今日の放課後ね」

　女子たちはそう言うと、去っていった。

「どういうこと？」

　祐介は、驚いた声で尋ねた。

　彼はあの時、双ふた葉ばと外で争っていたので、天てん神じんが早さ苗なえを助けたことを知らなかった。

「いやぁ、天神がホームランをかっとばしたっしょ」

　天神はもじもじと照れ始めた。

「早苗ちゃんの薬が、廊下の板の隙すき間まに落っこちてしまったでごわす」

「天てん神じんが廊下板を、バカ力で引き剥はがしてよ」

　一いち番ばん星ぼしが言った。

「そんなことがあったのか」

「そしたら昨日、あいつら皆でお礼、言いに来てさ」

　女子たちは、バッチグーたちにお礼を言うと同時に、仲直りしようと言ったらしい。

「俺おれたちにとっちゃ、願ったり叶かなったりだから」

「おいどん、早さ苗なえちゃんに、『ありがとうございます』と言われちゃったでごわす。もう、いつ死んでもいいでごわすよ」

「女の子たち、ほんとは俺たちと仲良くしたかったらしいぜ。でも、双ふた葉ばちゃんが、そんなのダメ！　って言って、きかなかったらしい」

「朽くつ木きが？」

「うん。どうやら、俺たちとほんとに戦争したかったのは、双葉ちゃんだけらしい」

「ふぅん……」

　祐ゆう介すけは相あい槌づちを打った。

「で、女の子たちが、いつまでも徹底抗戦を掲げる双葉ちゃんに愛想を尽かし始めている頃ころに、天神が早苗ちゃんを助けたってわけだ」

「やるなあ、お前」

　祐介は言った。

　天神は、胸をそらせた。

「おいどん、たまにはすごいでごわす」

「いや、いっつもすごいよ」

　祐介は言った。なるほど、だからさっきの女の子の中に、双葉がいなかったのか。

　祐介は、教室を見回し、双葉の姿を探した。

　いた。

　他ほかの女子たちから離れた席に一人で座り、ぼんやりと外を見つめている。

　つい、と視線をずらした拍子に、こっちを見ている祐介に気づく。

　双葉は目を伏せ、それからまた、ずらした。

　一人でぼんやりとしている彼女は寂しそうだった。

　きちんと謝ってみようかな、と、そんな風に祐介は思ったけど……。

　どうやって謝ればいいのか、よく、わからなかった。

　そして、何を謝ればいいのか、よく、わからなかった。



　放課後、祐介は、なんとなく双葉をつけた。チャンスがあれば、話しかけてみようと思ったからだ。しかし、うまく話しかけるタイミングをつかめずに、玄関まで来てしまう。下げ駄た箱ばこで靴を履いている双ふた葉ばを、こっそり物陰から見つめていると、肩を叩たたかれた。

「高たか崎さきくん」

「千ち種ぐさ先生！」

「昨日はよくもやってくれたわね」

「ち、違うって何回説明しましたか！　あれは俺おれじゃないっすよ！」

「とにかく保健室まで来てもらいましょうか？」



　保健室に連れて来られた祐ゆう介すけは、千種に必死に弁解した。そんな祐介の様子を見ながら、千種が微笑ほほえむ。祐介は怪け訝げんに思った。

「千種先生？」

「わかったわ。そこまで言うんなら信用しましょう」

「え？」

「部屋について着替えたら、服にこんなものがついてたの」

　千種はポケットから、長さが十センチぐらいの木の枝を取り出した。

「え？　木の枝？」

「そう。どうやら歩いてて、これが服に引っかかったみたいね。暗くてよくわかんなかったから……。殴なぐったりして、ごめんなさいね」

　よかった、と祐介はほっとした。昨晩、祐介は完全に痴ち漢かん扱いされ、千種に散々に殴られたのだった。

「まあ、わたしも、いきなりこんな学園に押し込まれたものだから、ちょっと気が立ってたみたいね」

「よ、よかったです。誤解が解けて」

「まあ、君はあの三人組と違って、そんなことはしなさそうだし」

「は、はあ」

　千種はにっこりと笑った。

「あなたたちも、大変よね。急に女子がたくさん入ってきちゃって」

「ええ」

「あなたたちも、浮かれてるけど、ほんとは女の子だって浮かれてるのよ」

「そうなんすか？」

「そうよ。女子高の教師なんかやってるとね、わかるの。女の子だけだと、皆すごいんだから。それに比べたら、あなたたちなんかまだ可愛かわいいほうよ」

「そ、そうなんすか？」

「そうよ。向こうにいるときは、すっぴんの子だって、こっちではちょっと化粧なんかしたりして……。皆文句ばっかり言ってるようだけど、ほんとは男の子を意識してるのね」

「ふうん……」

　祐ゆう介すけは双ふた葉ばのことを考えた。あいつも化粧なんかするのかなあ、とか、そんな風に思った。

「まあ、そんな感じだから。建前はわたしも男女交際禁止、なんて言うけど、ほんとは仲良くして欲しいわ」

「え？　どうして？」

「だって、すぐに皆おじさんおばさんになっちゃうのよ。恋が楽しいのは、若いうちだけよ」

「そ、そうなんすか？」

「なんて、そんなこともないけどね。高たか崎さきくんは気になる女の子とかいるの？」

　不意にイタズラっぽく笑って、千ち種ぐさが尋ねてきた。祐介は下を向いた。

「いるのね。なぁんだ。高崎くんも、ちゃんと恋するお年頃ってわけね」

「いや、別に……」

「いたら、ちゃんと早いとこ気持ちを伝えたほうがいいわよ。後で後悔したって、時間は後戻りしないんだから」

　千種は笑った。



「ああああ、何事ですの……。せっかくわたしが、あそこまでやったと言うのに……」

　若わか葉ばは歯は噛がみをしながら、保健室での二人のやり取りを、中庭の木の陰から覗のぞいていた。開け放した保健室の窓の中には、祐介と千種が見える。祐介、下など向いてもじもじしている。

「あう、いい雰囲気なのですわ……」

　若葉はしょんぼりとうなだれた。双葉のために、祐介と千種を引き離そうと枝で千種の服を脱がせるというイタズラまでしたのに、逆効果だったようだ。二人はあのように、仲むつまじく話しているではないか。

　そんな風にやきもきしていると、誰だれかが若葉の肩を叩たたいた。

　ひっ、とうめいて、振り返ると、バッチグー、一いち番ばん星ぼし、天てん神じんの三人が立って、にやにや笑っている。

　……この人たち、高崎先輩のクラスメイトですわ。

「きみ、朽くつ木きの妹っしょ。こんなトコでなにしてるん？」

　小太りの少年が、口を開いた。若葉はしどろもどろになって、弁解した。

「い、いえですね、ちょっと暇だったもので……」

「その先は言うな！」

　長髪の少年が、顎あごに指を当てた気取った仕草で若葉のセリフをさえぎった。

「恋……、恋の悩みだね？　あんまり考えすぎてしまい、ついつい黄たそ昏がれてしまったね？」

「は、はい……」

　若わか葉ばは顔を赤らめて答えた。

「『濃い』ならおいどんに任せてくれでごわす」

　体のでかい、妙な訛なまりの少年が言った。

「あ、う……、その……」

「お嬢ちゃん、恋の悩み、きかせてくれっしょ」

　若葉は考えた。もしかしたら姉と祐ゆう介すけをくっつける、いいアイデアをこの人たちが持っているかもしれない。

「先輩たち、恋に詳しいのですか？」

「詳しいもなにも、エキスパートっしょ」

「それなら、お聞きしたいんですけど」

「プリーズっしょ」

「あるところに仲が悪い男女がいるんです。でも、お互い、ほんとは満更じゃないはずなんです。そんな二人が急接近の、素晴らしいアイデア、ないですか？」

　三人は、いきなり顔を寄せ合うと、なにやら相談を始めた。

　結論が出たらしく、小太りの少年が若葉に向き直る。

「ハダカのつきあいっしょ」

「ハ、ハダカですか？」

「そうっしょ。つまり、その男女はお互い素直になれないでいる。違いますか？」

「違くないです」

「見み得え、体てい裁さい、恥じらい……。そんないろんな余計なものが、体を取り巻いているっしょ。それを一気に脱ぎ捨てる必要があるっしょ。服ごと」

「服も、ですか？」

「服が一等、邪じや魔まっしょ。ハダカで男と女が向き直る。あとは飾る言葉なんかいらないっしょ。ハダカとハダカ、目と目が合うッしょ。正直、時間止まるっしょ。二人の世界っしょ」

「なるほど……」

　若葉はうむむとうなった。なるほど、一理あるのかもしれなかった。ちょっと荒療治かもしれないが、現状を打破するためには、そのぐらいしないとおっつかないのかもしれない。

「ありがとうございました！」

　若葉はぺこりと頭を下げると、駆け出した。後に残った三人は、顔を見合わせる。

「おい、バッチグー、あの子……」

「驚いた。本気にしてるっしょ」

「おいどんは、いけると思うでごわす」

　天てん神じんは何度も頷うなずいた。ズボンの前が膨れ上がっている。ハダカの付き合いを想像したのだろう。

「まあ、お前はそうだろうけど。うん」



　その夜……。

　若わか葉ばは頭を捻ひねって、作戦を考えた。二人が無理なくハダカで出会える場所といったら、これはもう、風ふ呂ろしかない。そりゃもう、風呂しかないのである。

　問題は、いかに二人を風呂場で鉢合わせるのかだった。

　今日の風呂の予定は、女子が夕食後の六時半から。男子がそのあとの、八時からである。

　男子の入浴は九時までとなっている。そのあと、双ふた葉ばと祐ゆう介すけを、風呂場で引き合わせなければならない。

　双葉は問題ない、と思われた。若葉は夕食が終わって、風呂場に行こうとした双葉にこう告げた。

「お姉ねえさま。たまにはゆっくり二人だけでお風呂に浸つかりたくはありませんこと？」

「そうね。たまにはいいかもね」

「だったら、夜の九時十五分にお風呂場に向かってください。先に行って、お風呂場を掃除しておきます」

「わかったわ」

　双葉はなんの疑いも抱かず、音楽を聴きながらそう言った。

　問題は祐介である。

　考えた挙句、若葉は祐介の着替えを隠すことにした。夕食で皆が寮から出払っているとき、こっそり祐介の着替えを一式、部屋から持ち出したのである。

　夕食から帰ってきた祐介は、着替えがないことに慌てた。

　同室の天神が、怪け訝げんな顔でそんな祐介に尋ねる。

「祐介どん、慌ててるけど、何事？」

「風呂に行こうと思ったんだけど、着替えがないんだ」

「部屋を散らかしとくから、肝かん心じんなときに見つからないんでごわすよ」

　そうこうしているうちに、仲間はみんな風呂に行ってしまった。

　部屋にはない。廊下も探した。もしやと思って、それから洗濯場を調べた。乾燥機を覗のぞくと、そこに自分の服やタオルが入っていた。

「洗濯したときに、忘れたのかな……」

　そんな風にぶつぶつ呟つぶやいていると、仲間たちが風呂から戻ってくるところだった。

「あ、やっと着替えが見つかったんでごわすか？」

「うん」

「だったら早くお風ふ呂ろしちゃうでごわす。十時には消灯でごわすからね」

　祐ゆう介すけは風呂場に急いだ。時間は九時過ぎだった。

　脱衣所で、服を脱ぎ、湯につかる。

　壁と天井の隙すき間まからもれる、星の光が、とても綺き麗れいだ。

「たまには一人でゆっくり浸つかるのも、悪くないね……」



　双ふた葉ばは、若わか葉ばに言われたとおり、九時十五分頃ころに風呂場に向かった。若葉と水入らずで風呂に入るのも悪くない。というか、クラスの女子たちの中で、双葉は浮いてしまっている。いっしょにお風呂に入るのもつらい。今日なんか、誰だれも誘ってくれなかった。

　女の友情なんて、こんなものね、と思う。

　仲間はずれは寂しかった。

　今日、クラスメイトの女子たちは、バッチグーたちとハイキングに出かけたらしい。その中に、祐介がいたのかどうか、双葉は知らない。

　そんな風呂場へと向かう道すがら、双葉は祐介のことを考えた。こんな風に、あの夜一人で山道を下りようとして足をくじいたとき、祐介が助けに来てくれた。

　ほんとのこというと、双葉は涙が出るほど嬉うれしかった。

　でも、その気持ちを祐介の前で認めるのは、なんとなく癪しやくだった。

　自分はずっと、男嫌いで通してきたのだった。

　双葉は、自分の中に目覚めた、微妙な恋心を認めることができなかった。

　それはある意味、自分の今までの人生を否定することだったからだ。

　だから必要以上に、祐介に敵意をむき出しにした。

　その結果は、随分と惨みじめなものだった。

　祐介に、失禁してしまったところまで見られ……。

　友人たちは自分に愛想をつかし、離れていった。

　どれもこれも、祐介のせいだ。

　祐介に対する、自分の気持ちのせいだ……。

　風呂場についた双葉は、ぶつぶつと文句を言いながら、服を脱いだ。

「なによ……。ちょっと胸が大きいからってでれでれしちゃって……」

　千ち種ぐさと、楽しそうに話していた祐介の姿が目に浮かぶ。

「やっぱり、胸の大きいほうがいいんじゃない」

　それから、自分の胸を両手で触ってみた。すっぽりと手のひらに収まってしまう。

　双葉は思う。

　クラスの女子は、一斉に男子と仲良くし始めた。

　じゃあ、自分も、なんて思う。

　祐ゆう介すけと、仲直りしようかな、なんて。

　仲直りも何も、仲がよかったことなんて、なかったのだから、ヘンな話だけど。

　あんな恥ずかしいところまで、見られちゃったけど……。

　思い出しただけで、顔がかぁっと赤くなる。

　やっぱり、自分から話しかけるなんて、できそうに、ない。

　でも……。

　双ふた葉ばは脱衣所に誰だれもいないことをいいことに、鏡に自分の体をうつしてみた。

　確かに胸は小さいけど、すらりと伸びた自分の肢し体たいは、悪くないと思う。あの高たか崎さき祐介は、自分のこの体を見たら、なんと思うのだろうか。やはり、胸が小さくて魅力がないと思うのだろうか。

　双葉は、小指を口に含んで、精一杯の媚び態たいをとってみた。

「…………」

　急に恥ずかしくなって、双葉はタオルを持って、浴槽へと続く扉を開いた。

「……ん？」

　先客がいた。こっちに背を向けて、湯船に浸つかっている。若わか葉ばだ、と双葉は思った。薄暗いのと、湯煙で、はっきりとはわからないが、若葉だろう。双葉は、何の疑いも抱かずに、浴槽へと向かった。



　扉が開いた。祐介は「誰だろう？」と思った。生徒の時間は終わったから、入りそびれた教師でも、やってきたのだろうか？　それとも、寮母のおばちゃんが掃除にでもやってきたのだろうか。

　祐介は振り向いた。入ってきた人物と目があって、祐介は飛び上がった。

「朽くつ木き！」

「高崎！　なんであんたがいるのよ！」

　タオルを巻いた双葉がそこに立って、まじまじと祐介を見つめている。

「お、俺おれ！　とにかくあがるから！」

　祐介はのぼせ上がって混乱した頭で、浴槽から飛び出た。

　そのとき、たじろいだ双葉のタオルが床に落ちる。双葉の肢体が、湯煙の中に浮かび上がる。

「い、いやぁああ！」

　双葉は絶叫した。

「あう！」

　双ふた葉ばのハダカに気を取られた祐ゆう介すけは、真っ向から双葉にぶつかった。

　二人は同時に転んだ。一瞬、気が遠くなり、祐介は目を開いた。

「……え？」

　祐介の目の前に、見たことのない光景が広がっていた。

　見たことのない亀き裂れつだった。その両側には、肌色の足が伸びている。祐介の頭から、血の気がひいた。

「こ、これはもしかして、その、あの」

　双葉の両足の間に、思いっきり頭をつっこむ格好で、祐介は倒れてしまったのだ。双葉が、自分の格好と、足の間で、思いっきり顔をひきつらせている祐介に気づき、一際大きい悲鳴をあげた。

「いやぁあああああああああ！」

　鐘かねノの音ねの夜空に、双葉の絶叫が谺こだました。



    

  
    
      



    

  
    
      


第七章　恋敵



「で、あんたが全部やったのね？」

　女子寮の一室……。双ふた葉ばの目の前に、若わか葉ばが正座をしてちょこんと座っている。小さく、消え入りそうなぐらい、小さく若葉はかしこまっていた。いつもは手に持っているサボテンも、今は若葉の横に置かれている。そのサボテンも、小さく、震ふるえながら双葉の叱しつ責せきを受け止めている。

「……す、すいません。お姉ねえさま」

　若葉は震えながら、それだけを言葉にした。しかし、双葉の怒りは収まらない。

　先に行ってお風ふ呂ろ場ばを掃除しておきますから、と若葉に言われて双葉が目にしたものは、高たか崎さき祐ゆう介すけの姿だった。若葉ではなく、気になる男子の高崎祐介の姿を目にした双葉は、大いに慌て、転び、高崎に女の一番大事な部分を見られてしまった。もう、高崎に合わす顔がない、双葉はそう思っている。恥ずかしくて、たぶん自分は死んでしまう。そうまで思っている。

　呆ぼう然ぜんと部屋に帰ってきて、若葉にどうして風呂場に来なかったのか？　と尋ねたら様子がおかしかった。そして問い詰めたら、実はわたしが……、と告白したのだった。若葉は、基本的に双葉に嘘うそはつけないのだった。

「どうして、そんなことしたの？」

「それは……」若葉はちょっと言いよどんだあと、双葉に向き直った。

「お姉さまが、高崎先輩のこと……」

「好きでもなんでもない」

　それは嘘だ。

　若葉が祐介を見て、何な故ぜどきどきするのか。

　それは双葉がそうだからだ。双葉の鼓動は、若葉の鼓動だ。

　双葉と若葉は、そういう関係なのだ。

「嘘です」

　若葉はきっぱりと言った。

「なによ……」

「お姉さま、自分の気持ちに嘘ついてる」

「そんなこと、ないってのよ」

「あります」

　若葉は引き下がらない。いつもは従順な若葉の、そんな仕草に、双葉はカチンとした。

「あんた、あたしに逆らうの？」

「逆らっているわけじゃ、ありません。ただ、お姉ねえさまに、幸せになって欲しくって……」

「あたしはあんたがいればそれで十分って言ってるじゃない！　いっつも！」

　生来が勝気な双ふた葉ばは、若わか葉ばの親切が、ただのおせっかいにしか思えなかった。

「でも、あの人、ほんとにお姉さまにお似合いなんです。お姉さまを助けてくれたり、小さいお花を……」

「小さいお花がどうしたの？　それに、なんであんたに、あたしがあいつを好きだなんて、わかるのよ」

　若葉はきっぱりと言った。今、双葉に言わなくてはいけないと、そんな風に思った。

　だって、これ以上、引きのばしてしまったら、自分は祐ゆう介すけのことを、もっと……。

「……わかりますわ」

「どうして？」

　若葉は双葉の目を、まっすぐに見つめた。

「だって、わたしの気持ちは、お姉さまの気持ちですから。わたしの想おもいはお姉さまの想いですもの。わたしがあの人を見てどきどきするように、お姉さまもどきどきしてらっしゃるに違いありませんもの！」

　若葉は怒鳴った。双葉に怒鳴るのは、初めてだった。

　双葉はたじろいだ。今まで、若葉がこんなに自分に逆らったことなどなかった。

　若葉のその本気の理由を考えた。

　考えて、双葉はせつなくなった。

「……なによ、それ。あんたが、好きだから、あたしも好きなはずだって言うの？」

「そうです。違いますか？」

　双葉の肩が震ふるえた。

　自分が好きだから、双葉も好きだと、若葉はきっぱりと言っていた。

　それはほんとだった。

　ほんとだから、とてもつらかった。

　若葉は、自分でも好きなのに、双葉に譲ると言っているのだった。

　双葉は苦い声で言った。

「……出てって」

「……お姉さま」

「もう、あんたなんかいらない。出てって！」



　部屋を追い出された若葉は、とぼとぼと夜の森を歩いていた。「出てけ」と双葉に言われたものの、行く当てなどない。双葉のためによかれと思ってしたことが、裏目に出てしまい、若葉は落ち込んでいた。

「……どうしたらいいんでしょうかね」

　誰だれに言うとでもなく呟つぶやいた。それから、立ち止まり、若わか葉ばは耳を澄ませた。夜の闇やみの中、森の木々がざわめいた。

　木々の声が……、聞こえてきた。森の木々は、若葉の正体をちゃんと知っているのだ。若葉の姿が見えるわけでない木は、自分のそばを通りがかったものがなんであるか、ちゃんと知っているのだ。

　……どうしたの？　お若いかた。

　若葉の心の中の深いところに、とある木の声が入り込んでくる。それは一本のケヤキだった。

　……ご主人様を怒らせてしまったんです。

　若葉は答える。端から見れば、若葉が一人ぼーっと立ち尽くしているようにしか見えないであろうが、若葉とその木の間では、いくつもの言葉が交わされているのだった。

　……ヒトに仕えているんだね？　お若いかた。

　その古ぼけた一本の老木の優しい声が、若葉の心を震ふるわせる。

　……わたしのご主人様。好きな人がいるんです。どうにかしてあげたくって。でも、わたし、うまくいかせることができなくって。

　若葉がそう答えると、その老木はざわめいた。

　……おやさしいのだね。お若いかた。我われ等らは人と違い、個より和を尊ぶ。しかし、それは我等の間だけ。何ゆえ人にそう入れ込むのだね？

　老木の声はやさしいが、同時に厳しかった。

　……水をくれました。

　……そうか。

　それから老木は、しばし、葉をさざめかせた。それからしばし、若葉の心を覗のぞき込んだ。そして、ゆっくりと若葉に問い掛けた。

　……どうやら、あなたもその彼に惹ひかれているようだね。

　若葉はこくりと頷うなずいた。

　……それなのに、なぜ、恋敵のために尽くすのだね？

　……だって、わたしの気持ちは、姉の気持ちですから。わたしは、姉の分身みたいなものですから。本体を差し置いて、分身が恋するなんてありえませんわ。

　若葉がそう答えると、老木は押し黙った。不満そうに、葉をさざめかせた。

　……お若いかた。あんたはそれでいいんだね？

　……はい。

　若葉の決心が固いことを見てとった老木は、葉音を止めた。

　……なら、もう何も言うまい。

　……ありがとうございます。

　……人のことはよくわからんが、ただ一つ言える事があるとすれば……。

　木は若わか葉ばに諭さとすように告げた。

　……正直になることだね。あなただけでなく、あなたのご主人も。その、想おもい人も。

　…………。

　若葉は、じっと黙って、その言葉を噛かみ締めた。

　そんな風に佇たたずんでいると……。

「若葉ちゃん？」

　不意に後ろから声がかけられ、若葉は振り返った。高たか崎さき祐ゆう介すけが立って、心配そうな顔で若葉を見つめている。

「高崎先輩？」

「なにしてるの？　こんな夜中に森の中で」

　心配そうな声だった。

「え、えっと、その……」

「危ないよ。迷ったら、大変だよ」

「……高崎先輩は、どうしてここに？」

　若葉がそう言うと、祐介は恥ずかしそうに俯うつむいた。

「い、いやその。共同施設にジュース買いに行ったら、若葉ちゃんが歩いていくのが見えたから。こんな夜中にどうしたのかなと思って」

「……ご心配かけて、すいません」

「いや、いいんだ。いいんだよ。それより、帰ろう。女子寮まで送るから」

「はい」

　二人は歩き出した。



　夜の闇やみが、歩く二人を包んでいる。

「朽くつ木きと違って、若葉ちゃんはもっとしっかりしてるように見えたんだけどな」

　歩きながら、祐介が困ったように言った。

「え？」

「この前は、双ふた葉ばが森の中、鐘かねノの音ねを出て行こうとするし。今度は若葉ちゃん。姉妹して、夜の森をナメてるよ」

「……すいません」

「……お姉ねえさんと、ケンカでもしたの？」

　顔をそむけて、照れたように祐介が言った。若葉はちょっと考えた後、こくりと頷うなずいた。

「なんでケンカなんかしたの？」

「……お姉ねえさまのプライドを傷つけてしまったんです」

「プライド？」

「はい。お姉さま、好きな人がいて、でもって、わたし、お二人をくっつけようとして、いろいろやってあげたんです。そしたら、お姉さま、怒ってしまって」

　祐ゆう介すけは立ち止まった。

「じゃあ、あのお風ふ呂ろで俺おれと朽くつ木きが出くわしたのって……」

「そうです。わたしがやったんです。わたしが、お姉さまと先輩をお風呂で引き会わせたんです」

「どうして、そんなことするの！」

　この高たか崎さき祐介は、双ふた葉ばのことを、どう思っているのだろう。双葉の気持ちは手に取るようにわかるが、祐介の心はまるでこの森の闇やみのようだ。まるで読めない。わからない。

　正直になって、ほんとにうまく行くんだろうか？　わからない。

　でも若わか葉ばは、姉の想おもいを祐介に伝えるのは、今しかない、と思った。

「……姉は、高崎先輩のことが好きなんです」

　祐介は黙ってしまった。

「だから、わたし、お姉さまのためにと思ってやったんです。でも、それがお姉さまにバレちゃって……」

　祐介は驚いていた。あの風呂場での一件はこの若葉が仕組んだことだと言うのだ。それも、姉と自分をくっつけるために。

「……そりゃあ、朽木も怒るよな」

　祐介は顔を赤らめた。

「……だから、高崎先輩」

「ん？」

「お姉さまと、お付き合い……」

　祐介は思った。双葉のことは、嫌いじゃない。気になる存在でもある。

　でも、何か引っかかる。

　人に言われて、そんな風につきあってしまって、いいのだろうか？

　それに俺は……。

　双葉のことを何も知らないのだ。そんな風に、妹に言われてあっさり、『はい』と言えるものではない。

　それに、双葉が自分を好きだとは、とても思えないのだ。

　思えば自分は、双葉が嫌がることばかりしている。

　トイレ覗のぞき。

　泣かせたこと。

　千ち種ぐさ先生を落とすと息巻いた一件。

　……そして、お風ふ呂ろ場ばでの、……あの、あの。

　祐ゆう介すけは首を振って、若わか葉ばに言った。

「あいつが俺おれのこと、好きなはずねえよ」

「そんな、お姉ねえさまは、ほんとに高たか崎さき先輩のこと」

　祐介は若葉を見た。

「俺は、朽くつ木きのこと、なんとも思ってないから」

　祐介はぶっきらぼうに言った。

「そ、そんなぁ……」

「そんなも何も、ホントだよ。大体俺は、あんなヤツ好みじゃねえし」

　祐介はそういうと、黙って歩き出した。

　若葉もかける言葉を失い、やはり黙々と歩いた。



　女子寮の前まで来たが、若葉は中に入ろうとしない。

「……どうしたの？」

　祐介は怪け訝げんに思って、じっと玄関の前に立ち尽くす若葉を見つめた。

「……帰れませんわ」

「どうして？」

「……お姉さまに、合わす顔がありませんもの」

「仕方ないじゃん。でも、そんなことぐらいで、朽木だってそんなムキにならないよ」

　祐介は言った。

「お姉さま……」

　それでも若葉はモジモジしている。

「……じゃあ、俺、帰るから」

　祐介は立ち去ろうとした。

　若葉は、それに答えずに、玄関の前でサボテンを握り締め、首をうなだれている。

　小道に出て、女子寮を振り返ると、若葉はまだ突っ立ったままだった。

　若葉は本当に、ああやって朝まで立っているつもりなんだろうか？

「…………」

　祐介の心に罪悪感が芽生える。

「仕方ねえな……」

　祐介はそう呟つぶやいて、女子寮に引き返した。



　祐介のルームメイトの天てん神じん泰たい三ぞうは、その頃ころ、一人自室で息を荒くしていた。今は祐介がいない。チャンスである。秘蔵のロリータ本を読み漁あさるチャンスなのである。

　布団ふとんの下に隠したそれを取り出し、天てん神じんは一人の時間を思いっきり満喫していた。

　そのとき……。

　扉ががちゃりと開いた。

「は、はぁぐぅでごわすぅ！」

　天神は焦って、その巨体で床に並べた本の上に覆い被かぶさった。

「……なにしてんの？　お前」

「祐ゆう介すけどん、部屋に入るときはノックをしてくれでごわすよ……」

　思いっきり蹲うずくまって、プルプルと震ふるえる天神を無視して、祐介は廊下に声をかけた。

「……いいよ。入って」

「……失礼します」

　祐介の後ろから現れた少女を見て、天神は仰天した。

「お、おなごぉ！」

「バカ！　大声出すな！」

　天神は驚き、窓際までにじり去った。床の上の秘蔵の写真集が裸電球の明かりの下にさらされたが、そんなことにはかまっていられなかった。

「……今日一晩だけ、泊まることになったから」

　祐介は若わか葉ばを指差して言った。

「しょ、いきなりの初夜でごわすか？」

　祐介は、若葉に押し入れの上段を指差した。

「この上で寝ていいよ。俺おれは床で寝るから」

　若葉は従順に、こくりと頷うなずいた。

　天神は窓際で震えていた。

　祐介は困ったように頭をかいて、窓からのぞく夏の夜空を見上げた。

　さすがに若葉を女子寮の前に立たせておく訳にもいかず、部屋まで連れてきてしまったけど。

　双ふた葉ばにバレたら、大変なことになるような、そんな気がした。



    

  
    
      


第八章　嫉しつ妬と



　若わか葉ばは「ん……」とうなって目を覚ました。自分の上に、薄い布団ふとんがかかっていることに気づく。祐ゆう介すけが六畳の部屋の真中に寝ていた。ああ、わたしは、と若葉は思った。

　昨日の夜、高たか崎さき先輩の部屋に連れて来られたんだわ。

　双ふた葉ばに部屋を追い出されてしまった若葉は、行くところを失い、森をふらふらと歩いているところを、高崎祐介に拾われたのだった。

　若葉はぼんやりと、薄い膜まくがかかったような頭で考えた。双葉に「出てって！」と言われたときのことが、頭をよぎる。

「う、うーん……」

　祐介が寝返りをうった。若葉は、サボテンを手に持ったまま、そんな祐介の寝顔をじっと見つめた。優しそうな顔立ち。手に持ったサボテンが震ふるえた。なんだか、それ以上、祐介の顔を見ていられなくなって、若葉は目をそらした。

　優しい祐介。

　姉を助けたときの男らしい祐介。

　考えるだけで胸が火ほ照てってくる。高崎祐介の顔が、まぶしく、なんだか尊いものに思えてくる。胸がドキドキして、その頬ほおに触れたくなる。これが恋なのだろう。鼓動が速くなっていく。



    

  
    
      



    

  
    
      　双ふた葉ばも、こんな風に祐ゆう介すけを見ていたに違いない。

　それが唐突すぎて……。

　双葉の中で、うまく消化できなかったのだ。

　そんな風に、ぽーっと頬を染めて座って見ていると、祐介が目を覚ました。

「起きてたの？」

　祐介にそう問われて、若わか葉ばは顔を赤らめた。

「は、はい……」

　そのとき、猛烈にドアがノックされる。

「ほりゃあ！　開けろ！　抜き打ち点呼じゃ！」

「やっべ、轟とどろきだ」

　祐介が、慌てた顔になった。若葉が、きょとんとして言った。

「抜き打ち点呼？」

　祐介は、しっ！　と人差し指を立てて見せると、

「う、うん。朝、ちゃんと全員部屋にいるかどうか、検査してるんだ」

「わたしがいたら、まずくないですか？」

「まずいな。ものすごく」

「ど、どうしましょう」

　祐介はちょっと考え込むと、自分が寝ている布団ふとんの裾すそを持ち上げた。小さく、かつ、うむを言わせない口調で若葉に言った。

「若葉ちゃん、入って」

「え？」

「俺おれの布団の中に。早く」

　若葉は慌てて、祐介の布団の中に飛び込んだ。同時に、扉が開かれる。

「天てん神じん！　高たか崎さき！　おるかぁ！」

　教師の轟が、ヤカンを片手に怒鳴る。

「ふぁい、おいどん、おいどん、おなかがすいたでごわすよぉ……」

　天神が寝ぼけた声で、押入れから身を起こす。

　祐介は、若葉を布団の中に押し込み、自分の体で包み込む。若葉の顔が、真っ赤になる。祐介に針が当たらないように注意して、サボテンを抱きかかえる。布団から、祐介の匂においがする。

　そのとき、若葉は気づいた。

　今まで双葉が好きになったから、自分も好きになったと思っていた。

　自分は双ふた葉ばの分身のようなものだから、それが当然と思っていた。

　でも、そうじゃない。そうじゃないのだ。

「高たか崎さき、おるか？」

「は、はい……、いますけど？」

　祐ゆう介すけは寝ぼけた声を装った。

「なんか妙に、布団ふとんが膨らんどるなぁ？」

　目ざとく、轟とどろきが祐介の布団を指摘する。若わか葉ばの分だけ、布団が盛り上がっている。

「き、気の所せ為いです」

「なんやお前、ネコでも飼っとるんか？　寮でのペットは禁止やでぇ？」

「ちょっと風か邪ぜ気味で……、厚着してるんです」

　苦し紛まぎれの言い訳を祐介は並べた。轟は怪け訝げんな顔で祐介を睨にらんだが、それ以上何も言わずに部屋を出て行った。天てん神じんは再びいびきをかいている。祐介が布団をめくると、若葉が真っ赤な顔で、縮こまっていた。

「暑かった？」若葉の赤い顔を見た、祐介が言った。

「い、いえ、大丈夫です……」

　先ほどの想像が、若葉の頭の中で、ぐるぐると回っていた。

　そして、若葉はとても哀かなしくなった。



　若葉と並んで、学校に向かう道すがら、祐介は双葉のことをぼんやりと考えていた。

「どうしたんですか？」

　若葉が、困ったような声で、祐介に聞いた。

「若葉ちゃんの、姉貴のこと、考えてた」

　若葉は寂しそうに俯うつむいた。祐介は、そんな若葉の様子を見ながら、考えた。

　このサボテンを持った双葉の妹は、自分と双葉をくっつけるために、風ふ呂ろ場ばで祐介と双葉を引き合わせたのだ。

　自分は双葉のことをどう思っているのだろう。

　気になる存在なのは、間違いない。若葉が言うには、双葉は自分を好きだと言う。でも、なんだか双葉と自分が付き合っていることが、想像できない。

　というか、今までの双葉の自分に対する態度を思うに、とても自分のことを好きだとは考えられないのだ。

　ほとんど、女の子とつきあったことがない所為かもしれない。でも、どうしても、あの双葉が自分に気があるとは思えない。嫌っている、といったほうが正解に思える。

　乱暴で、男勝りで、胸が小さい双葉。

　でも、たまに見せる不安そうな表情。すらりと伸びた、華きや奢しやな体。



　寮から、校舎へと続く、森の中の小道……。

　次々と生徒たちが、ゆっくりと歩く若わか葉ばと祐ゆう介すけを追い抜いていく。後ろから、どかっ！　と誰だれかがぶつかってきた。若葉が驚いて振り向く。祐介は派手に地面に転んだ。

　起き上がって振り向くと、バッチグーと一いち番ばん星ぼしが、半泣きで突っ立っていた。

「なに？　お前ら？」

「……祐介、やっちゃったの？」

「は？」

「その子と、寝たんだな？」

　一番星とバッチグーは、ボロボロと涙を流していた。なんなんだ、と思った。二人の後ろに、大柄な天てん神じん泰たい三ぞうが、身を縮め、困ったように指をもぞもぞさせている。

「天神？」

「祐介どん、ごめんなのでごわす。おいどん、若葉ちゃんが部屋に泊まったこと、ペラってしまったでごわしゅ」

　天神が、絞り出すような声で言った。

「お前なぁ……」

　祐介は困ってしまい、頭を掻かいた。バッチグーと一番星が、祐介に詰め寄る。

「お前、片っ端から女子に手を出しやがって、っしょ！　どういうつもり、っしょ！」

「手なんか出してねえよ」

「天神から、聞いたぜぇ？　聞いたぜぇ？」

　一番星が、妙に血走った目で、祐介の首根っこを掴つかむ。

「なんなんだよ」

「お前、若葉ちゃんと、いっしょの布団ふとんに入ってたんだってな！」

　うお、天神起きてたんだ、と祐介は思った。

「それはね、違うの。轟とどろきがね……」

　祐介は必死になって、言い訳のセリフを絞り出す。助けを求めるように、若葉の方を振り向く。

「若葉ちゃん、こいつらに……」

　そこまで言って、祐介は若葉が目をまん丸に見開いていることに気づいた。若葉の口が、震ふるえるような声を出した。

「お姉ねえさま……」

　祐介は、若葉の視線の先に目をうつした。身が凍る。双ふた葉ばが立って、こっちを睨にらんでいた。

　双葉の唇が固く噛かみ締められている。さっきの「いっしょの布団に入っていた」というセリフを、聞いていたに違いない。

「お姉ねえさま、違うんです。あのですね、誤解なんです！」

　若わか葉ばが首を振りながら、双ふた葉ばに弁解した。いきなり重みを増した空気に、バッチグーたちも気づき、真顔になった。

　祐ゆう介すけは双葉に向き直った。

「あんた、若葉といっしょに寝たの？」

　双葉が、首をかしげて祐介を睨にらむ。祐介も睨み返した。

「いっしょの布団ふとんに入ってた、だけだって」

　そのまま、睨み合った。バッチグーが「修羅場っしょ」と言った。



　教室についた祐介は、鞄かばんを下ろした。若葉とは、下げ駄た箱ばこで別れた。青ざめた若葉は、怖い顔の双葉が立ち去ったあと、一言も口をきかなかった。

　バッチグーや一いち番ばん星ぼしは、何があった？　と、祐介から話を聞きだそうとした。しかし、祐介は何もしゃべらなかったので、諦あきらめて自分たちの席についた。

　祐介の斜め後ろが朽くつ木き双葉の席だったけれど、そこに双葉の姿はない。どうやら、授業をさぼるつもりらしい。

　双葉のことが気になった……。そのことを認めること自体、癪しやくに触った。自分は双葉が好きなのかもしれない、と、そんな風に思った。



　若葉は、授業中、ぼんやりと考えこんでいた。双葉と祐介をくっつけようとして、いろんな作戦を考えたけれど、どれもこれもうまくいかなかった。その上、不可抗力とはいえ、祐介の布団の中に潜り込んだことが双葉にバレてしまい、怒らせてしまった。

　しかし、何より、若葉の心を苦しめているのは、今朝、自分の胸のうちに芽生えた確信だった。祐介に抱きしめられたときに芽生えた、許されない感情だった。

　祐介のことを考えると、胸がしめつけられる。顔が火ほ照てる。まともに目を合わせることが出来ない。若葉の体は、高たか崎さき祐介を好きだと言っている。

　すべて、双葉の感情だと思っていた。

　ずっと、借り物の愛情だと思っていた。

　その感情が、若葉を責めた。



　双葉は学校に行く気分になれずに、森を歩いていた。夏の日差しが、森の木々の隙すき間まから、双葉を照らす。素晴らしい天気なのに、双葉の心は晴れない。

　双葉には、誰だれにも言えない、劣等感を一つだけ抱えていた。

　胸が小さいとか、そういったことじゃない。

　双ふた葉ばは、若わか葉ばに嫉しつ妬としていたのだった。植物を操る陰おん陽みようの家系……。若葉は、そんな双葉が、幼い頃ころ、友達が欲しくて作り出した、式しきであった。

　双葉は、理想の友人を、作ったのだった。気立てがよく、なんでも自分の言うことを聞いてくれる存在。自分がこうだったらいいな、という容姿。胸の大きさから、素直な性格まで……。若葉は双葉の理想だったのである。

　双葉は、自分が、いつも微妙な感情が入り混じった目で若葉を見ていたことを知っていた。若葉は、いつも自分を立てるけれど……。魅力という点で、彼女に劣っていると。

　どこに行っても、若葉はすぐに友達ができた。声をかけられるのは、いつも若葉。きつめの性格の自分は敬遠されることが多かった。

　自分と若葉を並べてみたら、若葉の方がいいという男の方が多いに違いない。双葉は、誰だれにもそれだけは言わなかったけれど、ずっとそう思ってた。

　だって、可愛かわいくないもんね……、あたし……。

　双葉は呟つぶやいた。

　祐ゆう介すけは、若葉を選んだに違いない。恐らく、双葉の気持ちを知りながら、それでも若葉を選んだに違いない。

　若葉はどうなのだろう、と考えた。双葉が好きだから、自分も好きになったと言っていた。だからと言って、双葉の気持ちを無視する若葉じゃない。

　でも……、祐介への気持ちを否定した双葉に、若葉は初めて逆らった。

　若葉には、そういった『自我』が生まれつつあるんじゃないだろうか？

　祐介に恋したことで、若葉も変わりつつあるんじゃないだろうか。

　そんな変わってしまった若葉は、怒りに任せて自分を追い出した双葉に、復ふく讐しゆうするつもりだったんじゃないだろうか。

　好きな男を横取りする。そういうことで、今まで自分を召使いのように扱ってきた双葉に復讐するつもりなんじゃないだろうか、なんて。

　そこまで考えて、双葉は自分が惨みじめになった。あの若葉が、そんなことを考えるはずがない。いつも、あの子は、自分のことを考えてくれている。

　祐介が、若葉を選ぶのは当然だ、と思った。

　自分に、どんな魅力があると言うのだろう。やせっぽちで、情緒不安定で、人を思いやることができなくって、寂しがり屋で……。

　いったい、自分に、どんな魅力があると言うのだろう。

　情けなくなって、双葉は歩くのをやめた。木にもたれかかって、空を見つめた。

　若葉が羨うらやましい、と思った。

　今まで誰にも言えなかった、若葉への劣等感が、膨れ上がり、双葉を責めた。ナイフになって、心を深くえぐった。

　頭の中を、いろんな想おもいがぐるぐると巡る。

　若わか葉ばは、祐ゆう介すけに優しい言葉をかけてもらったんだろうか。

　若葉は、祐介と、どんな会話を交わしたんだろうか。



　……祐介は、若葉の、どんなところが好きなんだろうか。

　そして……。



　若葉は、祐介とキスしたんだろうか。

　若葉は、祐介に抱かれたんだろうか……。



　あたし、みっともない、と双ふた葉ばは呟つぶやいた。そう呟いたら、ほんとに泣けてきて、双葉は目をつむった。まぶたの隙すき間まから、涙がこぼれた。あたしなんかこのまま小さくなって、消えちゃえばいいのに、と、思った。



　保健室……。

　飯いい野の千ち種ぐさは、プリントしたカルテをまとめ終えると、大きく背伸びを二回した。ここに来てからというもの、気の休まる暇がない。自分が連れてきた女子たちは、毎日何かしらの悩みや問題を抱えて保健室を訪れる。

　そして、年上の女性に特別な感情を抱きやすい男子たちも、入れ代わり立ち代わりやってくる。

　だからこそ、こんなちょっと空いた、隙間のような時間がいとおしい。

　コーヒーを沸かして、一息つくことに決めた千種は、いたずらっぽく笑うと、ガラスの棚からビーカーを取り出した。

　そのとき、空模様に気づいた。

　黒々とした雲が、空を覆い始めている。

　舌打ちして、ラジオをつけた。

　ラジオの気象情報が、台風の到来を告げている。

　千種はため息をついた。校内も台風なら、外も台風ね、なんて、一人呟き、コーヒーを飲んだ。

　激しい雨が、鐘かねノの音ねの森を、激しく叩たたき始めた。



    

  
    
      


第九章　スタンド・バイ・ミー



　ぽつぽつと、雨が降り始めた。双ふた葉ばは空を見上げた。

　出てくるときは、真っ青の夏空だったのが、どんよりと曇くもっている。

　にわか雨だと思い、自動車が通れる幅の道を折れ、山道に入った。

　木々の下を選んで歩けば、あまり濡ぬれることはない、と考えたのだった。

　しかし、雨は止まなかった。

　徐々に激しさを増してくる。

　夏とはいえ、体を激しく濡らす雨粒が、双葉の体温を奪っていく。

　祐ゆう介すけに言われたセリフが蘇よみがえる。

「山をナメるな」といつか祐介は自分を背負ってくれたとき、言った。

　そのセリフが重く体にのしかかる。

　自然と急ぎ足になる。

　雨がこれ以上、激しくならないうちに、人家のあるところまで、行きたかった。

　そんな風に、急いでいた所せ為いで、注意力が散漫になっていたらしい。

　雨で緩ゆるんでいた地盤の上を、踏んづけた瞬間、双葉は足を滑らせた。

　その下は崖がけになっていた。自暴自棄になっていたことと、雨の所為で、踏みしめる地面の危険に双葉は気づかなかったのだ。

　体が自分のものでないように、回転する。体のあちこちを、出っ張った木の根や、岩に打ち付けた。

　擦り傷だらけになりながら、双葉は崖の底に転がり落ちた。

　一瞬遅れて、痛みが体を襲う。

　落ちたショックで、しばらく双葉は身動きができなかった。

　すべりついた底は、涸かれた沢らしく、周りを崖に囲まれている。

　立ち上がろうとして、立てなかった。初日に、山道を歩いていて怪け我がしたところをさらに痛めたらしい。双葉は、激しく不安になった。

　初日もこうやって、森の中で動けなくなったが、あのときより状況は格段に悪い。

　この前より、激しく足を痛めてしまったらしく、立ち上がることはおろか、動かすだけで激痛が走った。

　それに、前は山道で転んだだけだったが、今回は沢の底だ。

　ここにいたのでは、見つけてもらうことは困難だろう。

　おまけに雨が激しく降っていた。にわか雨どころか、ますます風は強く吹き始め、雨の粒は大きくなって、双葉を叩たたく。誰だれかが探しに来たとしても、この雨では視界も悪い。声も届かない。

　頭がくらっとして、双ふた葉ばは地面に崩れ落ちた。

　意識が、急速にかすんでいく。落ちたショックで、頭を打っていたらしい。

　声を出そうとして、舌がもつれる。濡ぬれた服が、自分の想像以上に双葉から体力を奪っていたのであった。

　台風にその華きや奢しやな体をさらしながら、深い闇やみに双葉は落ちていった。



　祐ゆう介すけたちのクラスでは、ちょっとした騒ぎが起こっていた。

　双葉の欠席が原因である。

　無断欠席はいかんと、轟とどろきが騒いだために、クラスの女子の一人が、双葉の部屋に呼びに行った。

　彼女は血相を変えて帰ってきた。双葉がいないと言うのである。

　しかし、双葉のことだ、どこかでさぼっているのだろうと、あまり誰だれも心配しなかった。

　でも……。

　祐介だけは、双葉のことが気になってしかたがなかった。

　今朝、学校へ行く双葉と、会っている。

　祐介は、そのとき、若わか葉ばといっしょだった。

　双葉と自分と若葉とは、軽い口論になった。

　そして……。

　双葉は走り出した。

　もしかして……。

　あいつ、今日も、この前みたいに鐘かねノの音ねを飛び出して行ったんじゃないだろうか？

　外を見る。激しい雨が降り始めている。

　この天気だ。無鉄砲な双葉といえども、まさかそんな無茶をするわけがない。

　でも、学校に来る途中は、降っていなかった。

　あれから、すぐに飛び出したのだとしたら？

　雨に気づかず、飛び出したのだとしたら？

　でも、降り始めたら、頭を冷やして戻ってくるだろう。

　悲観と楽観が入り混じる。

　祐介は立ち上がった。

「ん？　どうした高たか崎さき。トイレか？」

　轟がきょとんとして言った。

「先生、俺おれ、早退します」

　祐介は教室を飛び出した。



　若わか葉ばはその頃ころ、妙な胸騒ぎに襲われていた。

　姉の身に、何か起こっているのではないかと、心配になっていた。

　そんな風に不安で胸が潰つぶれそうになっていると、教室の扉が開いた。

　授業を受けていた生徒が、一斉に振り向く。

　高たか崎さき祐ゆう介すけが、息を荒くして、突っ立っていた。

「高崎先輩？」

　何人かの生徒が驚いた調子の声をかける。しかし、祐介はそれに答えず、きょろきょろと視線を泳がせた。

　若葉と目が合う。

「若葉ちゃん」

　祐介が言った。

「高崎先輩……」

　二人の、ただ事ではない様子に、教室がシーンと静まり返る。

　祐介はそんなことはおかまいなしに、言葉を続けた。

「朽くつ木きが教室に来てないんだ」

　若葉は一瞬、あっけに取られた。

　高崎くん、教室に戻りなさい、と教師が告げる。しかし、祐介は教師の声をまるっきり無視した。

「朽木が来てないんだ。あいつ、もしかしたら……」

　祐介は大きな声で言った。

　若葉は立ち上がった。



　二人は、校舎の玄関に立って、激しく地面をうつ、雨を見つめていた。

　祐介は若葉に説明した。

　双ふた葉ばが教室に来ていないこと。

　今朝のやり取りを考えるに、双葉はもしかしたら……。

「お姉ねえさま……」

　若葉は空を見上げ、不安げに言った。

「この天気の中、また、山を下りようとしてるんじゃないだろうな」

　祐介が震ふるえる声で言った。それは考えたくないことだった。

「若葉ちゃん、双葉が行きそうなとこ、わかる？」

　愚問だった。この鐘かねノの音ね学園に、学校をさぼって行くところなど、あるわけがない。

　若葉は考えた。

「高たか崎さき先輩……、すいません、ちょっとついてきてください」

　若わか葉ばが言う。

　祐ゆう介すけは頷うなずいた。



　二人は、今朝、双ふた葉ばと別れたところまでやってきた。雨足は強くなる一方だ。台風が来ているらしい。祐介が傘かさをさし、若葉を入れてやっている。

　若葉は双葉と別れた辻つじまでやってくると、そばの木に尋ねた。

　今朝、この山道を下りていった人間が、いるかどうか。

　その木の答えは、若葉を悲しませた。

　双葉らしき人間がこの山道を下りていったと言うのだ。

　若葉は、苦しそうな声で祐介に告げた。

「高崎先輩、姉は、下りていったみたいです」

「どうしてわかるの？」

「あとで説明します。それより、先輩……」

「ん？」

「わたし、今から姉を捜してきます。先輩は、学校に戻ってください」

「俺おれも捜すよ」

「そんなわけには」

「俺の所せ為いでもある」

　祐介は、きっぱりと言った。

「でも、この雨の中じゃ……」

　若葉は心配そうに言った。

　自分はかまわないが、この雨の中、捜しに出かけたら、祐介の身も危ない。

　姉はもしかしたら、無事にどこかで雨宿りしているかもしれない。

　それなのに、祐介を危険にさらすわけにはいかなかった。

　でも、祐介は首を振った。

「朽くつ木きが心配なんだ」

　祐介も、自分と同じ気持ちらしい。

　若葉は頷いた。

「わかりました。じゃあ、わたしについてきてください」



　雨が、傘を強く叩たたく。

　歩き出すとすぐに、嵐あらしになった。まともに前すら見えない。

　そんな中、どうしたものか、若葉は確信でもあるかのように歩いていく。

「……ほんとに、こっちなの？」

　祐ゆう介すけは心配そうに尋ねた。

「ええ」

　若わか葉ばは答える。周りの木々は、双ふた葉ばの姿をきちんと目撃していた。

　若葉は、そんな木々に尋ねながら、双葉のあとを追った。

　双葉が歩いた道を、若葉は正確に歩いていく。



　若葉は途中で森に入っていった。

「ほんとにこっち？」

　祐介が言った。若葉は頷うなずく。

　そのとき、強くなっていた風が、祐介の握った傘かさを飛ばしてしまった。

　傘は、ぐるぐると回転して、遠くに飛んでいった。

　吹きすさぶ雨風が、二人を強く叩たたいた。祐介は若葉を抱き寄せた。

　そして、雨からかばうようにして、その身を守った。

　若葉の鼓動が、周りに吹き荒れる台風と呼応するかのように、激しく高鳴った。

　祐介は、風に負けない大声で、若葉に言った。

「若葉ちゃん、帰れ！」

「え？」

「俺おれが朽くつ木きを捜す！　この台風じゃ、危ない！」

　若葉は祐介のやさしさに、心が暖かくなった。こんな風にやさしい気持ちに触れたのは、双葉に水をもらって以来だ。

　でも、若葉は首を振った。

「だめです」

「どうして！」

「わたししか、お姉ねえさまの居場所はわかりません。高たか崎さき先輩でも、姉を見つけることはできません」

　若葉はきっぱりと言った。

「姉を見つけることができるのは、わたしだけです」

　若葉の言うことは本当だろうか。

　でも、今は若葉の言葉を信じるしかない。

　なにせ、他ほかに頼るものはなにもないのだから。

「わかった！　でも、これ以上危なくなったら、若葉ちゃんは帰れ！　わかったな！」

　若葉は頷いた。



　涸かれ沢の底……。

　台風に打たれながら、双ふた葉ばは夢を見ていた。

　若わか葉ばの夢だった。

　幼い頃ころの夢だった。

　男の子に、バカにされ、仕返しをした双葉は、激しく両親にしかられたのだった。

　女の子なんだから、もっとおしとやかにしなさい！

　そんな風に、母親にしかられたものだ。

　学校でも、乱暴な自分の味方はいなかった。

　家でも、ワガママな自分の味方はいなかった。

　寂しくて、一人で、庭でいじけていると、若葉がこそっと寄ってきて、自分を慰めてくれた。

　若葉の声と、激しく頬ほおを叩たたく雨の音が、遠いＢＧＭとなって、双葉の耳に届いていた。

「お姉ねえさま、おいしいお菓子ですわ」

「ご本を読んでさしあげますわ」

「子こ守もり唄うたを歌ってあげますわ」

　お姉さまと呼ばれていたが、自分のほうが妹みたいだった。

　実際、そうだ、と思う。

　自分は若葉の妹だった。

　慰められるのは、いつも自分だった。

　甘えたのも、いつも自分だった。

　姉らしいことなど、何一つしなかった。

　それでも、若葉は、自分を姉と呼んでくれた。

　庭で一人で泣いていると、若葉はいつも自分を優しく抱きしめ、こう言ってくれた。

「安心してください、お姉さま。世界中が敵になっても、この若葉だけはお姉さまの味方ですわ」



　祐ゆう介すけたちが見つけたとき、双葉は、涸れた沢の下に転がっていた。

　岩と倒木の間に、横たわっている。

　発見したのは、若葉だった。

　祐介は崖がけを滑り降りると、駆け寄って、抱き起こした。

　その頬をぴしゃぴしゃと叩く。

　しかし、双葉は意識を失っているらしく、返事がない。

　その体が異常なほどに冷たい。

　雨に濡ぬれて、急速に体温を失っていたのであった。

　夏とはいえ、急いで体を温めないと危険だった。

　若わか葉ばが、降りてきた。

　姉を見つけて、多少はほっとしていたが、まだ油断はできなかった。

　まず、この沢の上まで、姉を持ち上げなければならない。

　祐ゆう介すけは、双ふた葉ばを背負った。

　そして、何とかよじ登ろうとしたが……。

　足が滑って、思うように上れない。

　若葉に頼んで、応援を呼んでもらおうとしたとき……。

　沢の上流から、ゴゴゴゴと聞きなれない音が聞こえてきた。

　雨の山でもっとも注意しなければならない、鉄砲水の音だった。

　一刻も早く、この沢を脱出しないと危険だった。

　祐介は、双葉を背負ったまま、若葉に怒鳴った。

「若葉ちゃん！　早く上に上って！」

「え？　お姉ねえさまと先輩は？」

「この音！　鉄砲水だ！」

「鉄砲水？」

「上流でせき止められていた水が、この台風で決壊したんだ！　ものすごい勢いの水が、上流から流れてくる！　巻き込まれたら死んじまう！　急いで！」

　若葉は上流を向いた。

　大量の水が、土砂を巻き込み、なだれ込んでくるのが見えた。

　急いで上れば、自分だけは助かるかもしれない。

　でも、祐介と、双葉は……。

　間に合わない。

「若葉ちゃん！」

　祐介の絶叫が耳に届く。

　しかし、若葉は鉄砲水に向き直った。両手を広げる。

　祐介は、絶望的な気分で、荒れ狂う濁だく流りゆうと、若葉を見つめた。

　激しい後悔が、脳裏を巡る。

　やっぱり、若葉は途中で帰すべきだった。

　鉄砲水から守るように、自分の体を後ろ向きにして、双葉を強く抱きしめた。



　水に飲み込まれる瞬間、若葉は周りの木々に頼んだ。

　木々はすぐに若葉の願いを聞き届けた。

　木々は、いつだか、千ち種ぐさのＴシャツを持ち上げたように、枝をしならせ、双葉を抱きしめた祐ゆう介すけの体を持ち上げた。

　サボテンである自分を包む、鉢植えが、流れの中、岩に当たって、砕ける。流れの中に、若わか葉ばの体が放ほうり出される。

　守るすべのない、若葉の本体であるサボテンは、岩にぶつかり、砕けていった。

　濁だく流りゆうに飲み込まれ、体を削り取られながら、若葉は枝に引っかかって持ち上げられた双ふた葉ばと祐介を見た。

　それでやっと安心したように、若葉は微笑ほほえんだ。

　これ以上、祐介といっしょにいたら。

　姉をもっと傷つけてしまうかもしれない。

　だから、若葉はこれでいいのだと思った。

　お姉ねえさま、ごめんなさい……。

　圧倒的な水流で、体が削られていく。

　……お姉さま、若葉は一つだけお姉さまに嘘うそをつきました。

　そんななか、若葉は思う。

　……お姉さまが好きだから、わたしも好きになったんじゃありません。

　……わたしは、自分の意い思しで、あの人を好きになってました。

　……だから、ごめんなさい。

　……うまく、言えないけど、ごめんなさい。

　若葉の体は粉々になって、水に飲み込まれていった。

　その体は小さなかけらになって、鐘かねノの音ねの森の隅々に届いた。



　台風が去ったあと、木の枝に引っかかって、意識を失っていた祐介と双葉が、探しに来た生徒たちに発見された。

　祐介と双葉は、すぐに病院に運び込まれた。

　それから捜索隊は、若葉を捜したけれど……。

　若葉は見つからなかった。

　祐介は翌日に目を覚ましたが、双葉は目を覚まさなかった。



　病院のベッドの上で、双葉はずっと夢を見ていた。

　若葉の夢だった。

　若葉は、広い森の中を歩いている。

　双葉がそれを追う。

　しかし、ふざけているかのように、若葉は双葉から逃げていくのであった。

「待ってよ！　若葉！　どこに行くのよ！」

　そう怒鳴っても、若わか葉ばは微笑ほほえむばかりで、立ち止まろうとしない。

「あたしを一人にしないでよ！」

　双ふた葉ばは叫ぶ。

　すると若葉は、向き直った。

「お別れですわ。お姉ねえさま」

　双葉には、その言葉の意味がわからなかった。

「なに言ってるの？　あんた、ヘンなこと言ってないで、早くこっちに来なさい」

「お別れです」

「だめよ」

「どうして？」

「あたし、あんたがいないと何にもできないもん。それに……」

「それに？」

「あんたがそばにいてくれなくちゃ、あたし、寂しくて死んじゃうもの」

「もう、大丈夫ですわ」

「どうして？」

「お姉さまのそばにいていいのは、もうわたしじゃありません」

「どういうこと？」

「お姉さま、覚えてらっしゃいます？」

「なにを？」

「わたしを、お呼び出しになった日におっしゃった言葉」

　双葉は思い出した。

　庭で一人で泣いていた日。

　友達もいなくって。

　寂しくって。

　唯一の話し相手であった、縁日で買ってきたサボテンに、双葉は命じたのであった。

　そのときのセリフを、一字一句、正確に双葉は口にした。

「寂しくなくなるまで、そばにいて」

「お姉さまは、もう、寂しい一人ぼっちじゃないんです」

「どういうこと？」

「お姉さまの大事な人が、これからはそばにいてくれますわ」

　若葉の姿が消えていく。

　双葉は追いかけようとした。

　追いかけようとしたら、後ろから声がして……。

　……双葉は振り向いた。



　双ふた葉ばは目を覚ました。

　真っ白い、天井と、心配そうに自分を覗のぞき込む、顔が見えた。

　その顔は、双葉が目を覚ますと、ぼろっと泣き出した。

　高たか崎さき祐ゆう介すけだった。

「朽くつ木き……。わかるか？」

　朦もう朧ろうとした意識の中、双葉は頷うなずいた。

　祐介は泣きながら、双葉に言った。

「よかった……、俺おれ、お前がこのまま、意識が戻らなかったら、どうしようって、ほんとに心配で……」

　そこは病院のベッドの上だった。

「ほんとに心配だったんだ……」

　祐介は、そう言って、双葉を抱きしめた。

「待ってろ。今、お前の御両親を呼んでくるから」

「若わか葉ばは？」

　双葉は、小さな声で祐介に尋ねた。

　祐介の肩が、反応した。

　それから、もっと大きな声で、祐介は泣いた。

「ごめん……、俺、お前の大事な妹、助けることができなかった」

　祐介は、双葉に、何かを手渡した。

　何かの破片だった。

　双葉はすぐに、それがなんであるか気づいた。

　サボテンの、植木鉢のかけらだった。

「俺、意識が戻ってから、すぐに捜索隊といっしょに捜したんだけど、これしか見つかんなくて。ほんとにごめん。俺の所せ為いだ。俺の所為だ」

　俺の所為だといって、祐介は何度も双葉に謝った。

　双葉はすぐに、あの台風の日、何があったのか理解した。

　そして、先ほどの夢が意味するところも……。

　鉢植えの破片を見ていたら、涙がぼろぼろと溢あふれて、頬ほおを伝った。

「あんたの所為じゃない」

　双葉は泣いた。

　思いっきり泣いた。

「ごめんね……、若葉」

　泣きながら、何度も若葉に謝った。

「あたし、お姉ねえちゃんらしいこと、何にもしなかったね」

　破片を握り締めながら、双ふた葉ばは泣いた。

「あんたに甘えて、ばっかりだったね」

　こんなあたしなんか、庇かばうことなかったのに。

「それなのに、あんたってば……」

　激しく後悔しながら、双葉は泣いた。

「バカね。あんたは、おおバカね」

　泣いても、若わか葉ばは、もう双葉を守ってはくれないのであった。

　それが悲しくて、双葉は泣いた。

　泣いた双葉を祐ゆう介すけは強く抱きしめた。

　病院のベッドの上で、二人は、いつまでも、そうしていた。



　幼い頃ころ、若葉は、いつもこうやって泣いた双葉を抱きしめてくれたものだ。

「泣いちゃ駄目です。お姉さま」

　そして、決まって最後にこう言った。

「わたしがそばにいて、守って差し上げますからね」



    

  
    
      



    

  
    
      


エピローグ



　一ヵ月後……。

　双ふた葉ばと祐ゆう介すけは、二人並んで鐘かねノの音ねの森を歩いていた。

　試験編入はとっくに終わっていた。

　双葉は、休日を利用して、鐘ノ音までやってきたのであった。

　麓ふもとまで祐介は双葉を迎えにいった。

　バスからおりたあと、二人は歩いてここまでやってきたのであった。

　その間、どちらからともなく、手を握った。

　祐介の手は温かかった。



　双葉はリュックを背負っていた。

　それに何が入っているのか、祐介は尋ねなかった。

　二人は森の中に入り、あの沢までやってきた。

　双葉は、リュックからペットボトルを取り出すと、沢に向かって、栓せんを抜いた。

　新鮮なミネラルウォーターが霧になり、虹にじを作った。

　二人は、ずっと無む言ごんで、よりそっていた。



　風が吹いた。

　さわやかな、秋の風だった。

　その中に、懐かしい音が混じっているように双葉は感じた。

　目をつむって、双葉はしばらくそうしていた。

　隣に立った祐介も、何も言わずに双葉の手を握っていた。

　風の中、若わか葉ばの声が聞こえたような気がしたのだった。

　気のせいかも知れなかった。

　どうした？　と祐介が口を開いた。

「なんでもない」

　双葉は言った。

　そして来年になったらまたここに来ようと、そんな風に双葉は思った。





〈おわり〉



    

  
    
      


あとがき



　この本は同名の恋愛アドベンチャーゲームのノベライズとして、雑誌『電撃姫』に連載したものに、大幅に加筆、修正したものです。しかし、加筆といっても実際には書き直しに近く、内容はまるっきり別物になってると思います。いやはや、加筆って難しいですね。

　連載当初は、アニメ化との連動ということで、「アニメ版のキャラを入れてください」とか「ちょっとエッチにしてください」等、アニメ版のプロデューサー氏に、ご注文をいただきました。

　アニメ版のキャラを入れ忘れたのに気づいたのは書いてからです。しまった、と思いながら、連載を続けました。まずいので、加筆のときに入れました。

「ちょっとエッチに」はきちんと覚えていたので、ちょっとエッチにしました。アニメもちょっとエッチになってます、とプロデューサー氏が言っていたので、負けてらんねえ、と思い、パンチラっぽいシーンとか入れました。

　アニメの放映が開始されて、プロデューサー氏の「ちょっとエッチ」と僕の「ちょっとエッチ」に大きな隔たりがあるのを知りました。放映が開始されたアニメ版グリーングリーンはかなりエッチなのでした。言葉って難しいと、つくづく思いました。



　さて、今回のストーリーは、双ふた葉ばと若わか葉ばという、ちょっと変わった姉妹にスポットを当てています。正確には、二人は姉妹ではありません。二人の関係は、ぜひ、この本をお読みになって確かめてください。ゲームをやって知ってる人も、知ってるよバカなんて言わないで、読んでみてください。愛してます。

　人の人生には、いろんな人間が出入りします。レストランの皿洗いのように、出たり、入ったりします。中には大事な人もいることでしょう。

　でも、人は成長するにつれ、大事な人を変えていきます。

　内心、それを望んでいなくても、そうなってしまうものです。恋すると、特にそうなのではないかと思います。

　一つの出会いが、一つの別れを引き起こすかもしれません。そんな出会いと別れの繰り返しの中に、僕たち人間は生きているのだなあ、と、思ったりなんかします。

　今回の『グリーングリーン』も、そんな出会いと別れの物語です。

　よろしくお願いします。





　　二〇〇三年十二月

ヤマグチ　ノボル



    

  
    
      

　著者

　ヤマグチノボル（やまぐち・のぼる）

　　１９７２年２月、茨城県生まれ。『カナリア～この想いを歌にのせて』でデビュー。著書に『にぶんのいち』（二次元ドリームノベルス）『グリーングリーン　鐘ノ音ファンタスティック』『つっぱれ有栖川』（共に角川スニーカー文庫）など多数。『Ｇｏｎｎａ　Ｂｅ??』『グリーングリーン』等、ゲームシナリオライターとしても活躍中。好きな作家はレイモンド・チャンドラー。



　イラスト

　くろたま商会（くろたましょうかい）

　　１月８日東京で発生、神奈川で養育された山羊座のＯ型。

　　多摩美術大学卒業後、某レコード会社に勤務の後、「これからは絵描きに戻る」とカミングアウト。

　　玩具メーカー、ゲーム会社下請けを経て、現在フリーの遅咲きイラストレーター＆ドッター。

　『グリーングリーン』ではサブ原画を担当。
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